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ソフトウェア補足ガイド



ご注意

(1)本 書の内容 の一部または全部を、無断で他に転載す るこ とは禁止 されています。

(2) 本 書の内容は、将来予告なしに変更す るこ とがあ ります。

(３)本 書の内容は、万全を期して作成してお ります。 万一、ご不審な点や誤り、記載もれなどお

気づきの点があ りましたら、ご連絡ください。

(４)運 用し た結果の影響について は、(3) 項 に 関 わらず責任を負いか ねま すのでご了承くだ さ

し‰

・本機の内蔵 ハードデ ィスクにイン ストール され てい るＭｉｃｒｏｓoft・ Ｗｉｎｄｏｗｓ・95 お よび本機

に添付 のＣＤ-ＲＯＭ、フロ ッピーディ スクは、本機のみでご使用ください。

Mic ｒｏｓoft、 Ｍ Ｓ、 Ｍ Ｓ-Ｄ ＯＳ、 Ｗｉｎｄｏｗｓ、 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ は 、 米 国 Ｍｉｃｒｏｓoft Ｃｏrｐｏrａtｉｏｎの 米 国

お よ び そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商 標 で す 。

Ｏ Ｓ/２、 ＯＳ/２ Ｗ ａrｐ、 ＷＩＮ- ＯＳ/2 は 、 米 国ＩＢＭ Ｃｏｒｐｏrａtｉｏｎの 商 標 で す 。

ＣＩＲＲＵＳ ＬＯ ＧＩＣ は 、 米 国 シ ー ラ ス ・ ロ ジ ッ ク 社 の 登 録 商 標 で す 。

ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅは 、 日 本 電 気 オ フ ィ ス シ ス テ ム 株 式 会 社 の 登 録 商 標 で すo

瑞 筆 は 、 日 本 電 気 オ フ ィ ス シ ス テ ム 株 式 会 社 の 登 録 商 標 で す 。

そ の 他 の 会 社 名 、 商 品 名 は 、 各 社 の 商 標 ま た は 登 録 商 標 で す 。

Ｐｈｏｔｏ ＣＤ ｐｏｒｔｉｏｎｓ ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ Ｅ ａｓｔｍ ａｎ Ｋ ｏｄａｋ Ｃｏｍ ｐａｎｙ 1995

⑥ Ｎ ＥＣ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ 1996

日本電気株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。
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は じ め に

このマニュ アル で紹介するのは、別 冊の『Ｍｉｃｒｏsoft・ Ｗｉｎｄｏｗs・95 ファー スト ス

テップガイ ド』の補足情報 です。

ＭＳ-ＤＯＳやＷｉｎｄｏｗｓの知識を持っている方を対象に、さらに本機 を使いこなすた め

に必要な機 能、知識お よび注意 事項を説明しています。

本書は、次の機種を対象 にしています。

・ＰＣ-9821 Na1 2/S8 、Na12/ Ｓ１０Ｆ

・ＰＣ-9821 Nb1 0/5 、Nb10/S8 、Nb10/ Ｓ1０F

■ 本 書 の 表 記 に つ い て

● 本 文 中の キ ー 表 記 につ い て

キーボードのキーは、次のように枠で囲んで表記しています。

例:[E 碩 キー

● 本 文 中の 記 号に つい て

本文中の記号には次のような意味があります。

LI」
�

操作の際に注意していただきたいことを表します。

圖
�

操作の際に参考にするとよい点を表しています。

● 画 面 上 の 文 字 の 表 記 に つ い て

［　］で囲んである文字は、画面に表示されるダイアログボックス、ボタンなどの名前

を表しています。

例：［ＯＫ］ボタン

111111
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● コ マ ン ド の 書 式 で 使 用 す る 記 号 に つ い て

本書では、コマンドの書式などに次の記号を使用しています。

く

Γ
Ｌ

〉

］

この中の項目は、必ず入力します。

この中の項目は、必要に応じて入力します。

この記号で区切られた項目のうち、どれか一つを入力します。

● 用 語 の 表 記 に つ い て の ご 注 意

本書では以下の用語についての表記が、

び画面メッセージと異なります。

『ガイドブ ック』や他のＯＳのマニュアルおよ

『ガイドブック』他での表記 � 本マニュアルでの表記

フロツピィディスク

固定ディスク

インタフェース �

フロッピーディスク

ハードディスク

インターフェイス

●モデルについて

本書では機種(モデル)によって次のような呼び方をしています。

ＦＡＸモデム内蔵モデル

ＰＣ-9821Na12/ Ｓ１０Ｆ、ＰＣ-9821Nb10/ Ｓ１０Ｆ

ＣＤ-ＲＯＭドライブ内蔵モデル

ＰＣ-9821Na12 、ＰＣ-9821Nb10/S10F 、ＰＣ-9821Nb10/ Ｓ8



■ こ の マ ニ ュ ア ル の 構 成

このマニュアルは、次の内容で構成されています。

第1 部　本機の機能を利用する

Windoｗsアプリケーショ
ンをよりよくお使いにな
るための情報が説明され
ています。

１

２

Windo ｗｓアプリケーション
を利用するときに､該当する　 ３

部分をお読みください。

WindOWS 95 チ ュ ー タ

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の 入 門 ソ フ ト ウ ェ ア 「 Ｗｉｎｄｏｗs 95 チ ュ ー

ク 」 の 内 容 と 使 い 方 に つ い て 説 明 し て い ま す 。

本 機 の 便 利 な 機 能

本 機 特 有 の Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の 機 能 や Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 使 用 時

の 注 意 事 項 な ど を 説 明 し て い ま す 。

Ｍ Ｓ-Ｄ ＯＳ コ マ ン ド 、 ド ラ イ バ の 利 用

Ｗｉｎｄｏｗs 95 の Ｍ Ｓ-ＤＯＳ プ ロ ン プ ト や Ｍ Ｓ-Ｄ ＯＳ モ ー

ド で 利 用 で き る コ マ ン ド や ド ラ イ バ の 使 い 方､ 注 意 事 項

な ど を 説 明 し て い ま す 。

４　 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リテ ィに つ い て

ＭＳ-ＤＯＳモードの動作環境や本機のメモリスイッチの

設定を変 更す る機 能につい て説 明してい ます。

５　 ハ ー ド ウ ェア の利 用

Ｗｉｎｄｏｗｓ上でサ ウンド機能や周辺機 器を利 用する方法

と注意事項などを説明 してい ます。

６　 イ ン タ ー ネ ッ ト の利 用

ＦＡＸモデム内蔵モデル以外のモデルで、インターネッ

トに接続 する方法を説明してい ます。

第２部　他のソフトウェアを利用する

別売のOS をアップグレー

ドしたり、利用する際の
注意事項を説明してい
ます。

別売のソフトウェアを利用
するときに、該当する部分

をお読みください。

Ｉ　 Ｍ Ｓ-Ｄ ＯＳ を 利 用 す る

本 機 で Ｍ Ｓ-ＤＯＳ ６.2、 Ｍ Ｓ-Ｄ ＯＳ ５.0A 、Ｍ Ｓ-ＤＯＳ ３.3D　　

を 利 用 す る 際 の 情 報 を 説 明 し て い ま す 。

２　 ＷｉｎｄＯＷＳ を 利 用 す る

本 機 で Ｗｉｎｄｏｗ ｓ ３．１ 、 Ｗｉｎｄｏｗｓ ３．１( 英 語 版) 、

Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ を 利 用 す る 際 の 情 報 を 説 明 し て い ま す 。

３　 ０ Ｓ/2 を 利 用 す る

本 機 で 日 本 語 Ｍ Ｓ ＯＳ/2 1. ２１Ｂ 、 ＯＳ/2 J2.11 、 ＯＳ/ ２

Ｗ ａrｐ Ｖ３一 日 本 語 版 、 ＯＳ/２ Ｗａｒｐ Ｃｏｎｎｅｃt V3 一 日 本

語 版 を 利 用 す る 際 の 情 報 を 説 明 し て い ま す 。

４　 そ の 他 の ソ フ ト ウ ェ ア を 利 用 す る

本 機 でN88 一日 本 語 ＢＡＳＩＣ(86) や Ｍ Ｓ ＬＡＮ マ ネ ー ジ ャ リ

モ ー ド ア ク セ ス サ ー ビ ス を 利 用 す る 際 の 情 報 を 説 明 し て

い ま す 。

Ｖ



目次

はじめに

１ 本書の表記 について

・ このマニ ュアルの構成

第1部　本機の機能を利用する

第1 章　 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 チ ュータ

1.1

1.2

Windo ｗｓ 95 チュータの内容

Windo ｗｓ 95 チュ ータを利用す る

第2章　本機の便利な機能｡…。

2.1　 コンピュータウイルスに備える～ＪＡＤＥ ＳｃａｎＶａｋｚin Limitｅd

2.2

2.3

■ コンピ ュータウイル スとは

■ＪＡＤＥ ＳｃａｎＶａｋｚin Limited を使ってウイルスを検査する

か な漢字 変換(ＮＥＣＡＩＩＭＥ９５)を利用する

フォントを利用す る～ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォント

■ＴrｕｅＴyｐｅ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォ ン トの ご 紹 介

●I||

● ●||

Ｖ

２
　

２

３

６
　

６

６

７

９

1
2
1
1

■ＴrｕｅＴyｐｅ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト のJIS 文 字 セ ッ トを 切 り替 える ………１３

■ＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト をＴrｕｅＴype 版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ

フォントで代替するには

・ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 で 作 成 し たＦｏｎtＡｖｅｎｕｅの 外 字 を Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 に

移行する

■ＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト に つ い て

■ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅボ ー ド の 注 意 事 項

2｡4　 パソコン通信をする～ＰＣ-ＶＡＮナビゲータ

2.5

2.6

2.7

■ＰＣ-ＶＡＮにユーザ登録する

■ＰＣ-ＶＡＮを利用する

文章をパソコンに読ませる～テキストリーグ

文章を英文にする～日英辞書引き君(単文変換版)

イメージ スキャナ ユー ティリティを使う

■機器の設 定をする

■読み込む画像の設定を変更する

１４

15

17
８
　
9
9

1
1
1

23

27

29

32

32

3４

VI



■画像を読み込 んで編集する

■イメージスキャナ ユー ティリティの注意事項

2｡8　 カラーイメージ ユーティリティを使う

・ ディスプレイの設定

■イメージデー タを編集する

■カラーイメージ ユーティリティの注意事項

2｡9　 ディスクの内容を見る～ＦＤ／ＣＤ表示

■FD/ ＣＤ表示を利用する

5
7
3
3

8
9
3
3

３９

０
　

１

１

４
　

４

４

2.10　 オー ディオＣＤ／ビデオＣＤ/フォトＣＤを再生する～９８プレーヤ ……………４４

・ＣＤを再生する

・ オーディオＣＤを聴く

・ ビデオＣＤ(カラオケＣＤ)を見る

・ オーディオＣＤ／ビデオＣＤの再生順序を指定する

・ フォトＣＤを見る

2｡11　 英語モードフォントを使用する

2｡12　LAN シリーズのデー タを見る～ＬＡＮＰＬＡＮ/Ｇ、ＬＡＮＦＩＬＥ、

ＬＡＮＷＯＲＤファイルのクイック表示

2｡１３　ＤＯＳ ＡＰイ ンストーラ

■ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションをインストールしてショートカットを

作成する

■ＭＳ-ＤＯＳアプリケーシ ョン のシ ョー トカットを作成する

■ＭＳ-ＤＯＳアプリケー ションのショートカットのデバイスドラ イバ

環境変数を変更する

■ＤＯＳ ＡＰインストー ラの注意 事項

・ 手作業によるアプリケーションの登録

・ アプリケーションを利用する際の注意

2｡14　 密度変換ユーティリティを使用する

2｡15　 その他の機能を利用する

■Ｗｉｎｄｏｗｓアプリケー ションの自動インストールを 利用す る

■アプリケーションからのＦＡＸ送信を利用する

１ 通信速度を指定する場合のご注意

■メディアプレーヤーを利用する場合のご注意

■ビデオＣＤ(カラオヶＣＤ)を再生する場合 のご注意

■ＣＤ-ＲＯＭを利用する場合のご注意

■アプリケーションの追加と削除についてのご注意

4
5
4

４

47

9

０

４
5

５３

５
　

７

５
　

５

8
3
5
6

3

４
6
6
4
6
6
6

７
　

８

６
　

６

8
8
6
6

9
9
６
6

9
9
6
6

７０

･ ●
ＶII

■ＭＳ-ＤＯＳアプリケーション上での98 スライドパッドの操作について7 ０



第3 章　ＭＳ-ＤＯＳコマンド、ドライバの利用………………………７1

3.1

3.2

3.3

3.4

ＵＳＫＣＧＭコマンド

AＶＧＤＲＶコマ ンド、ＡＶＳＤＲＶコマンド

・ ＡＶＧＤＲＶコマンドについて

■ＡＶＳＤＲＶコマンドについて

日本語入力機能

ＣＤ-ＲＯＭ ドライバ

4｡１　ＤＯＳ環境設定ユーティリティ

・ ＣＯＮＦＩＧ
ｏ
ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴを 編 集 す る

4｡2　98 環境設定ユーティリティ

第5 章　

５

５

VHI

５

５

５

● ● 匍 ● ● ● ● ● ● 鯵 ●

●嘸 ●●●● ●●● ●●●●●

● ● ● ● 麗 麗 ● ● ● ● ●

■■ ●■■● ●●●● ●露●■ ●●●

１
　

６

７
　

７

76

77
９
　

０

７
　

８

3
3
8
8

87

第4章　環境設定ユーティリティについて …………………………83

１

２

３

４

５

サウンド機能を利用する....

PＣカードを利用する
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■32 ビ ットま たは16 ビットＰＣカードサポート を選択す る

■32 ビットでＰＣカードを利用する

■16 ビットでＰＣカードを利用する

ジョイスティ ックを利用 する

● ● ● 丿

● ■ ● ■ 働 ● ● ● ● ● ● ■

８９

0
0

０
9
9
9
１
　

６

９
　

９

ドッキングステーション、および拡張バス変換コネクタを利用する ……97

周辺機器用のドライバを利用する

6｡1　 インターネット接続の設定をする………………

■接続するための準備

■ モデムを設定する

■ＮＥＣのインターネットサービス 「ｍｅｓh」と契約する

■■ 幽●●● ●●吻■ ■幽●●

■接続するための設定を行う～インターネットセットアップ

ウィザード

6｡2　 インターネ ットに接続 する

■［パスワードの保存］チェックボックスを有効にする………

97

９８

第6 章　 インターネットの利用 …………………………………………98

……… ９８

………
９９

１００

1０41

０9● ●●●■ 聊●●● ●●●● 暉

．
…
１１０

■ メ ー ル を 使 うた め の 設 定 を 行 う ………………………………………………………………１１１



第2部　他のソフトウェアを利用する

第1 章　ＭＳ-ＤＯＳを利用する……………

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

M Ｓ-ＤＯＳ ６.2/5.０Ａの利用

M Ｓ-ＤＯＳ ６.2での複数台ＣＤ-ＲＯＭ ドライブの利用

M Ｓ-ＤＯＳ ５.０Ａでの本機内蔵ＣＤ-ＲＯＭドラ イブの利 用

M Ｓ-ＤＯＳ６.2の機能

ＭＳ-ＤＯＳ ５．０Ａの 機 能

固定ディスク起動メニュープログラムについて

ＭＳ-ＤＯＳ ３．３Ｄの 利 用

1｡7.１　ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D をアップグレードする

１１６

116

121

123

12４12713

０131131

1.7.２　ＭＳ-ＤＯＳ３.3D での本機内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブの利用 …………１３３

第2 章　 Ｗｉｎｄｏｗｓを利用する …………………………………………135

2｡1　Windo ｗｓ 3.1の利用

■Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1のアップグレード

・ 表示解像度の設定

■サウンド機能の設定

■Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 の 強 化 機 能

■Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 の 注 意 事 項

2｡2　Windo ｗｓ 3.1（英語版）の利用

■Ｗｉｎｄｏｗｓ（英語版）をアップグレードする

１ 本機内蔵のサウンド機能を使用する

2｡3　Windo ｗｓ ＮＴ ３.51 の利用

135

135

136

137

139

1４11

４21

４21

４４145

第3章　ＯＳ/2を利用する…………………………………………………151

3.1

3.2

日本語ＭＳ ＯＳ/２ Ｖｅrl.21B の利用

OＳ/2 J2.11 の利用

・ ディスプレイの設定

■拡張電源管理の設定

3｡３　０Ｓ/２ Ｗａrp V3 一日本語 版お よびＯＳ/２ Ｗａrｐ ＣｏｎｎｅｃtV3 一日本語版

の利用

■ディスプレイの設定

■ＣＤ-ＲＯＭの設定

■サウンドの設 定

151

152

152

153

153

153

156

156

IＸ



第４章　その他のソフトウェアを利用する …………………………157

4｡1　N88 一日本語ＢＡＳＩＣ(86) の利用

4｡2　LAN マネージャ　リモートアクセスサービスで38400bpS の

通信速度を利用する

4｡３　ＰＣカードサポートソフトウェアの利用

157

158

161

付録

付録Ａ　本機の便利な機能………………………………………………16 ４

ツー ル一覧 １６４

付録Ｂ　固定ディスク起動メニュー…………………………………166

Ｘ

固定ディスク起動 メニ ュー １６６



本 機 の機 能を 卜ぷ’

利 用 する ＼

Windo ｗｓをよりよくお使いになるための機能や情報、

周辺機器の利用方法について説明します。

第1章　Ｗｉｎｄｏｗｓ 95チュータ

第2章　本機の便利な機能
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第４章　環境設定ユーティリティについて
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第1 章 Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５チュータ

１
．
１

２

Windo ｗｓ 95チュータの内容

Windo ｗs 95 チュークの構成は、次の表のとおりです。



1。2　Windo ｗｓ 95チュータを利用する

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95チュー クを利用するには、 次のＣＤ-ＲＯＭを用意します。

・｢ チュー トリアルＣＤ-ＲＯＭ｣

● ＷｉｎｄＯＷＳ ９５チ ュ ー タ の 起 動

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95チュー クを起動します。

一本機に添付の｢ チュートリアルＣＤ-ＲＯＭ｣ をＣＤ-ＲＯＭドライブに 挿入し、デ スク

トップの[Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 チュータ] をダブルクリックします。 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 チュー

タが起動して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 チュー タのオープニング画面が表示されます。

[Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 テ ュ ータ] の 起動時、[Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 チ ュ ータ]ア イコンを続 けて

ダブル クリックしないでください。オープニ ング画面が黒 ＜表示されることが

あります。 この場合、オープニングが終了すると正常な画面に戻ります。

メインメニュー画面に

進みます。

Windo ｗｓ 95チュータ

を終了します。

第1 章　 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 チ ュ ー タ
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４

オープ ニング画 面に続 いて、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95チュー クのメインメニュー画面が表示

されます（表示 されない場合は、［ＳＴＡＲＴ］ボタンを押してくだ さい）。これ以降の

操 作については、 「カイ テキ ！Ｗｉｎｄｏｗs 95 」または 「Ｗｅｌｃｏｍｅ tｏ Ｗｉｎｄｏｗｓ95

」を 参照 してく ださい。

Windo ｗｓ 95 テュータを

終了します

ここをクリックすると、選
択した項目のサブメニュー

画面に進みます

● カ イ テ キ ！ ＷｉｎｄＯｗS 95

Windo ｗs 95 チュー クの 「カイテ キ！Ｗｉｎｄｏｗs 95 」 の画面に進 みます。

・画面左側［カイテ キ！Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５］の イラ スト部分 をクリックすると、 カイテ

キ！Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 のオープニング画面が動 き出 した後 、「カイテキ ！Ｗｉｎｄｏｗｓ

95 」の メニュー画 面が表示されます。

Windo ｗｓ 95チュータを

終了します

ご覧になりたい項目を

選択します

いずれかの項目を選択すると、それぞれの画面でキャラクターが登場し、
Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の使い方を説明します。



● ＷｅｌＣＯｍ ｅ ｔＯ Ｗ ｉｎｄＯＷＳ ９５

Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５チ ュ ー クの 「Ｗｅｌｃｏｍｅ tｏ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 」 の 画 面 に 進 み ま す。

・［Ｗｅｌｃｏｍｅ tｏ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 ］の イ ラ ス ト部 分 を ク リ ッ クす る と、 「Ｗｅｌｃｏｍｅ tｏ

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 」 の メ ニ ュ ー 画 面 が 表 示 さ れ ま す 。

Windo ｗｓ 95チュータを

終了します

ご覧になりたい項目を選択

します

いずれかの項目を選択すると、それぞれの画面でキャラクターが登場して、
Ｗｉｎｄｏｗｓ 95のさまざまな使い方をていねいに説明していきます。

● 電 子 メ ー ル とＦＡＸで お 仕 事 ス ム ー ズ

・［カイ テキ！Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 ］のメニューから、［電子メールとＦＡＸでお仕事 スムー

ズ］を選択します。

見た い項目を選択して、［ＰＬＡＹ］ボタンをクリックする と、説 明が始まり ます。

Windo ｗｓ 95チュータを

終了します

見たい項目をクリックします

選択した項目の説明を

開始します

説明を一時停止します

説明を最初から開始
しなおします
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第２章　本機の便利な機能

2 ．1 コ ン ピ ュ ー タ ウ イ ル ス に 備 え る

～ ＪＡ Ｄ Ｅ Ｓ ｃａｎ Ｖａｋｚｉｎ Ｌｉｍ ｉｔｅｄ

コンピュータウイルスとはどんなものか、コンピュータウイルスの予防方法と、検査

するためのアプリケーションソフトについて説明します。

■ コ ン ピ ュ ー タ ウ イ ル ス と は

コンピュータを使用した日常業務で、フロッピーディスクや光ディスクを使用した

データの受け渡しや、ネットワークを通じてデータのやりとりを繰り返していると、

コンピュータウイルス(以降、ウイルス)に感染したデータを受け取る危険性がありま

す。ウイルスには、他のプログラムを修正して自分自身を複製して付着するもの、感

染するだけで実害のないもの、データ破壊を引き起こすもの、長期間潜伏して突然暴

れ出すものまでさまざまなタイプが存在します。

ウイルスは、その感染方法によって次の3種類に分けられます。

・ファイル感染型ウイルス

一般に、実行型ファイル(拡張子がＣＯＭやＥＸＥ)に感染するタイプのウイルスで

す。ファイル感染型ウイルスに感染したファイルを実行すると、メモリに常駐

するか直接的に他の実行型ファイルにウイルスコードを付着させます。

・マクロ感染型ウィルス

アプリケーションソフトのマクロ機能を使って作られたウィルスのことです。

ワープロ文書などのデータファイルに感染します。

・ブートセクタ型ウイルス

ハードディスクやフロッピーディスクのブートセクタ(ＩＰＬ)に感染するタイプの

ウイルスです。本来のブートセクタの内容をウイルス自身と置き換えることに

より、コンピュータ起動時にメモリの中に常駐して感染活動を行います。

● ウ イ ル ス の 感 染 を 防 ぐ

コンピュータがネットワークに接続される機会が多くなり、ウイルスの感染を少しで

も防ぐことができるように対策を立てることがますます重要になってきています。ウ

イルスの感染を防止するために、次の方法を参考にしてください。

６

・フロッピーディスクのマスター(オリジナル)は、ライトプロテクト(書き込み防

止)をして保管する

・出所が不明なフロッピーディスクやプログラムは使用しない

・入手したプログラムはウイルス検査を済ませてから使用する

・パーソナルコンピュータのウイルス検査は定期的に行う



また、ディ スクのバ ックアップ を取ってお くと、万一ウィル ズに感 染した場合でも、

ウイル ス駆除後の復 旧作業が楽になります。 ただし、復旧には、感 染前のバ ックアッ

プ が必要になるので、頻繁にバックアップ とＳｃａｎＶａｋｚin Limited を使っ たウイル ス

検査を行 うこ とが必要になります。

■ ＪＡＤＥ ＳＣａｎＶａｋＺｉｎ Ｌｉｍｉted を 使 っ て ウ イ ル ス を 検 査 す る

本機では海外のコンピュータウイルスを含 め、約7500 種類以上のウイルスを発見す

るアプ リケーションソフトＪＡＤＥ ｓｃａｎｖak ｚin Limited を使って、指定したドライブ

やフ ォルダ の検査を 行 うこ とができ ます。 ま た、 スケジュー ラ(自動 ウイ ル ス検 査

(ｓｃｗ95. ＥｘＥ))によっ て指 定したタイミングで検査することができます。

● ウ イ ル ス の 検 査

ＳｃａｎＶａｋｚin Limited(ＳＶＷ９５.ＥＸＥ)を起動して、本機に接続されているディ スク内の

ウイル スを検査します。

①[ ス ター ト] メニュ ー の[ プロ グラ ム] －[ＮＥＣユー ス フル バッ ク] から[ＪＡＤＥ

ＳｃａｎＶａｋｚin Limited] を選択 しま す。

画面 の各ボタンの内容につい ては、以 下の とお りです。

詳しい使い方について｡は、ＪＡＤＥ ＳｃａｎＶａｋｚin Limited のヘ ルプを参照してくだ

さい。

項　 目 � 内　 容

[ウイルス検査][

設定][

終了][

ドライブ][

対象ファイル] �

ウイルスの検査を実行します。

検査条件を設定します。JADE Scanvakzin Limited 

を.終了します。

ウイルス検査を行うドライブを指定します。

ウイルス検査を行うファイルを指定します。

検査対象ファイルとして圧縮ファイルを指定した場合は、圧縮されたファイル

を自動的に解凍して検査します。

● ス ケ ジ ュ ー ラ の 起 動

定期的に ウイルスを検査するには スケジュー ラを使います。本機にはスケジューラが

[スター ト]メニ ューの[プ ロ グラム]－[ スター トア ップ] に登録 されてい ます ので 、

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95が起動す るとタスクバーに表示 されています。 スケジュー－ラを起動す る

には、タスクバーにある[スケジューラ(ＪＡＤＥ ＳｃａｎＶａｋｚin Limited)]を選択 します。

スケジューラの設定画面が表示 されますので、 ウイルス検査を行 う時 間を設定してく

だ さい。 設定の詳 細につ いては、 スケジュー ラのヘ ルプ を参照してく ださい。
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８

● ウ イル ス を発 見 した 場 合

ウイルスの感染状態は、次の通りです。

・感染

・破壊

・疑惑

該当ファイルに既知のウイルスが感染しています。

該当ファイルがウイルスによって破壊されています。

該当ファイルにウイルスが感染している可能性があります。

ウイルスの駆除には、該当ファイルを削除して、マスターまたはバックアップから再

インストールすることが一番安全で確実な方法です。なお、疑惑が表示されている場

合、または感染したウイルスがブートセクタタイプの場合には上記手段が使えません

ので、復旧については本機添付の別紙の連絡先までお問い合わせください。

2次感染を防ぐため、ウイルスが発見された場合は、使用した媒体(フロッピーディス

ク、ハードディスク、ＭＯなど)をすべてウイルス検査する必要があります。

● ウ イル ス の 被 害 届 に つ い て

日本では、企業でも個人でもウイルスを発見した場合は、所定の機関に届け出ること

が義務づけられています。ウイルスの届け出先として、情報処理振興事業協会という

通産省の外郭団体(通称ＩＰＡ)がウイルス技術調査室を設けていて、そこを届け出先と

して指定しています。これは、ウイルスの対策基準として平成7 年7月に通産省から

官報で告知されたもので(平成7年7月７日付け通商産業省告示第429 号)、届け出をし

なくても罰則の規定はありませんが、今後の対策や被害状況を正しく把握するために

も積極的に報告してください。届け出の内容は、今後の被害対策のための貴重な情報

となります。

届け出先(ＩＰＡ)については、本機に添付されている別紙を参照してください。



2。2　かな漢字変換(ＮＥＣＡＩＩＭＥ９５)を 利用する

本機では、 日本語を入力 するための機 能とし て、ＮＥＣＡＨＭＥ９５を利用できます。

こでは、ＮＥＣＡＩＩＭＥ９５について説明します。

LI 」
ＰＣ-９８２１ Ｎｂ１ ０をお 使いの場 合、 購入時の 状態で は、 かな漢 字変換として

ＭＳ-ＩＭＥ９５が選択されています。

日本語入力システムの切り替え方法は、『Ｍｉｃrｏｓoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 フ ァ ース

トステップガイド』を参照してください。

また、［コントロールパネル］の［キーボード］を起動し、［言語］タブ画面

で標準の日本語入力システムを切 り替えることがで きます。

W

-

●ＮＥＣＡＩＩＭＥ９５ツ ー ル バ ー に つ い て

ＮＥＣＡＩＩＭＥ９５には 、入力や変換な どの 日本語モードの状態 を示し たり、環境を設定

したりす るのに便利なＮＥＣＡＩＩＭＥ９５ツール バー があ ります、

ツール バーに表示され るボタンの種類は、環境設 定で変更するこ とができます。 ま

た、 ツールバーはド ラッグして自由に画面上を移動す ることもできます。

出 荷時 の設定で表示 され るツール バーと各 ボタン の機 能は次の とお り です。

Ｒ ひ漢拡命Kｊi

匠 ］

回

圓

図

画

[こ;]

ローマ字入力 、かな入力の状態を示します。 ボタンをクリックして一覧

か ら選択 してください。

現在の入力モ ードを表示します。 入力モ ードには、全角ひらがな、全角

カ タカナ 、全 角英数、半角カ タカナ、半角英数があ ります。

現在の入力 方式を表示します。 入力 方式 には、漢字に変換す る、半角確

定入力、 固定入力 があり ます。

環境設 定のダイアログボ ックスを表示します。

ＮＥＣＡＩＩＭＥ９５に関するオンラインヘルプ を表示します。こ のオンライ

ンヘルプには、 日本語入力 の基礎や関連知識な どについて情報があ りま

すので、ぜひ 参照 してください。

ツールバーの表示を切り替えます。 ボタンを クリックすることに より、

初期状態のツールバー と全ボタン表示のツール バーが切り替わります。
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全ボ タン表示 にすると、次 のよ うな ボタンがツールバーに追加 されます。

囮

團
　

Ｓ

Ｈ

囲

固

圏

ファンクションガイドの表示/非表示を切り替えます。

文字の変換や修正など、日本語入力の基本的な機能を一覧から選択する

ことができます。選択できる機能は、変換、各種変換、１文字確定、取

り消し、削除、カーソル移動、文節移動、文節区切り、確定です。

単漢字入力の機能を一覧から選択することができます。選択できる機能

は、部首変換、音読み変換、画数変換、コード入力、記号入力です。

辞書切り替えのダイアログボックスを表示します。

単語登録および削除を行うダイアログボックスを表示します。また、変

換候補の削除を行うこともできます。

辞書保守ユーティリティを起動します。

優先変換モードを表示します。優先変換モードには、優先変換なし、口

語優先、複合語優先があります。

● 環 境 設 定 に つ い て

環境設定ダイアログボック スはＮＥＣＡＩＩＭＥ９５ツール バー の[拡]ボタン をクリックす

るか、 キー ボード のlf･IOIキーを押す と表 示できます。

入力モード、入力方式など、日本語入力の基本的な設定を行う場合は[操作]タブを、

ツールバーの表示を変更する場合は[表示]タブを、使用する辞書の設定を行う場合は[

辞書]タブを、それぞれクリックし、自分の使いやすい環境に整えてください。



2 ．3 フォン トを利用する～ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォン ト

FｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト は 、 高品 質 な 日本 語 の画 面 表 示 やプ リ ン タ出 力 を 実 現 しま す。

Ｗｉｎｄｏｗs95 か ら 、ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅはＴｒｕｅＴｙｐｅ版 フ ォ ン ト を 提 供 し ま す。 ま た 、 本 機

にはＷｉｎｄｏｗs 3.1 と の 互 換用 と して、 ＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ント も添 付 してい ま す。

ＷＩＦＥ版ＦｏｎｔＡｖｅｎｕｅフォ ン トを利 用す る場 合は 、後 述の 「Ｉ ＷＩＦＥ版

ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォントについて」に従ってインストールしてください。
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■ Ｔr ＵｅＴype 版 ＦＯｎｔＡＶｅｎＵｅ フ ォ ン ト の ご 紹 介

本機にイン ストールされてい るＴrｕｅＴｙpe版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォン トの用途・特長を説

明します。

12

TrueType 版FontAvenue

フォント �
サンプル � 内　　 容

ＦＡ 明朝

ＦＡ Ｐ 明朝

ＦＡ ゴシック

ＦＡ Ｐ ゴシック

ＦＡ 文結明朝

ＦＡ 文結ゴシック

ＦＡ クリアレター

ＦＡ ぽぽる

ＦＡ ゴシックＢ

ＦＡ 丸ゴシックＭ

ＦＡ 教科書Ｍ

ＦＡ 瑞筆行書Ｍ

ＦＡ 隷書Ｍ

ＦＡ ホップＢ

�

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ

愛あ
�

文書の本文から小見出しまでに適しています。

文字形状に合わせた字詰めによって､より美しく、

読みやすい文章を作成できます。

文章の見出し、強調およびプレゼンテーション用

に適しています。

文字形状に合わせた字詰めによって､より美しく、

読みやすい文章を作成できます。FA

明 朝の漢字に和風のかなを組み合わせた書体

です。手紙、案内状、俳句などに適しています。FA

ｺﾞｼｯｸ の漢字に和風のかなを組み合わせた書体

です。手紙、案内状、俳句などに適しています。FA

明朝の漢字に別デザインのかなを組み合わせ

た書体です。多目的の使用に適しています。FA

ｺﾞｼｯｸ の漢字にホップ風のかなを組み合わせた

書体です。チラシ、絵本などに適しています。

ＦＡｙｼｯｸ の線幅を太くした書体で、文書のタイト

ル･ 大見出し、小さな垂れ幕などに適しています。

見出し･ ＯＨＰなどの他､ 本文にも適しているソフ

トな書体です。

小学校教育に関連する文書などの他、賞状・名刺

などに適しています。

挨拶状・案内状などに適した、流麗で伸びやかな

文字です。

年賀状など、フォーマルな文書に適する一方で、

広告・遊び文書などの用途にも使える書体です。

人目を引き付けやすいデザインによって広告など

に使用される、遊びイメージの強い書体です。



圃 Ｔr ＵｅＴype 版 Ｆ Ｏｎt Ａ Ｖｅｎ Ｕｅフ ォ ン ト のJIS 文 字 セ ッ ト を 切 り 替 え る　

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 のＴｒｕｅＴｙｐｅ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォン トは 、JIS90 モ ー ド に設 定 さ れて い ま

す 。 JIS78 モ ー ドへ 切 り替 え る には 、[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ文 字 セ ッ ト 切 り 替 え] を 使 用 し ま

す 。

● ＦＯｎtＡ ＶｅｎＵｅ文 字 セ ッ ト 切 り 替 え の 起 動

動 作 中 の 全 て の ア プ リ ケ ーシ ョ ン を 終了 し て か ら、[ ス タ ー ト] メ ニ ュ ー の[ プ ロ グ ラ

ム] －[Ｎ ＥＣユ ー スフ ル バ ッ ク] に あ る[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ文 字 セ ッ ト切 り替 え] を 起動 し ま

す 。 全 て アプ リ ケ ー シ ョ ン を 終了 す る よ う、 メ ッ セ ー ジ が 表 示 され ま す の で[ＯＫ] ボ

タ ン を ク リ ッ ク して く だ さい。[ ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ文 字 セ ッ ト 切 り 替 え] ウ ィ ン ド ウが表 示

され ます 。 本機 購 入時 のＴｒｕｅＴｙｐｅ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト は 、JIS90 モ ー ドに 設 定

さ れ てい る の で 、[ＪｌＳ９０]に 表示 さ れ ま す。

第2 章　本機の便利な機能 13

‐第
１
部
　

本
機
の
機
能
を
利
用
す
る

JIs卯(a)

『ｔ ｎ ｌＦ 応 汲 如』1

ド １豹 涙 心ilj

ぱｓ･ど支夏万引 １

ワ‥示 細 謹 影 ｙl

ド ベ ぶ塾 征二]

∩ キiン ゼル躯 」○
JIS78 文字セットへの切り替え

・フォントをすべてJIS78 文字セットに切り替える場合

[全てJIS78 に≫]ボタンをクリックします。

・特定のフォントをJIS78 文字に切り替える場合

[JIS90]のフォントを選択して[JIS78 に変更〉]ボタンをクリックします。

複数のフォントを選択する場合はヽICTRLI またはlSHIFTIを押したままフォン

トを選択します。

JIS90 文字セットへの切り替え

・フォントをすべてJIS90 文字セットに切り替える場合

[くく全てＪＩＳ９０に]ボタンをクリックします。

・特定のフォントをJIS90 文字セットに切り替える場合

[JIS78]のフォントを選択して[<JIS90 に変更]ボタンをクリックします。



・［ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ文字セット切り替え］を起動している間はフォントの削除や追

加を行わないでください。

・ 他のアプリケーションがフォントファイルを使用している時は、文字セット

を切り替えることができません。他のプログラムをすべて終了してから実行

してください。また、フォントが他のコンピュータ上にあると切り替えるこ

とができない場合が あります。

・ＴrｕｅＴype 版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォン トを印刷 した場合、ＦｏｎtＡｖｅｎｕe JIS 文 字

セット切り替えで指定した文字セットと、プリント結果の文字セットが一致

しな い場 合 があ り ま す。 これ は 、プ リ ンタ ド ライ バ等 の 設定 に よ り、

ＴrｕｅＴyｐｅ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォン トが、プリンタの内蔵 フォン トに置き替え

て出力され たことが原因です。 このような場合には、文字セットの不一致が

発生したフォントを、プリンタの内蔵フォントで置 き替えないように、プリ

ンタの設定 を変更 してください。

■ Ｗ ＩＦＥ 版 ＦＯｎｔＡ Ｖｅｎ Ｕｅ フ ォ ン ト を ＴｒＵｅＴｙｐｅ 版 Ｆ ＯｎｔＡ ｖｅｎ Ｕｅ

フ ォ ン ト で 代 替 す る に は

本機では、既存 の文書などで使用 してい る従来のｗＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォントを、

ＴｒｕｅＴｙpe 版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォントで代替する ように設定 されています。

こ の設 定では、以下の ようにフ ォントが代替 され ます。

W ＩＦＥ版

ＦＡ 明朝　　　　　　 →

明朝-Ｌ ＦＡ　　　　　 ．

ＦＡ ｺﾞｼｯｸ　　　　　 →

ﾌﾞｼｯｸｰ Ｍ ＦＡ　　　 →

ﾌﾞｼｯｸｰ Ｂ ＦＡ　　　　 →

丸 ｼﾞｼｯｸｰ Ｍ ＦＡ　　 。

教科 書-Ｍ ＦＡ　　　 →

瑞筆行書- Ｍ ＦＡ　　 →

TrｕｅＴype版

ＦＡ 明朝

ＦＡ 明朝

ＦＡ ゴシック

ＦＡ ゴシック

ＦＡ ゴシックＢ

ＦＡ 丸ゴシックＭ

ＦＡ 教科書Ｍ

ＦＡ 瑞筆行書Ｍ

・ＴrｕｅＴyｐｅ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォン トがインストールされていな い場 合は、適

当なフォントに自動的に 代替され ますが、体裁 が崩れる場合があ ります。

・ＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォントが インストールされている場合、 代替機能は

働きません。
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■ Ｗ ｉｎ ｄＯ ＷＳ ３.1 で 作 成 し た ＦＯｎｔＡ Ｖｅｎ Ｕｅ の 外 字 を Ｗ ｉｎｄＯ Ｗ Ｓ ９５　

に 移 行 す る

Ｗｉｎｄｏｗs 3.1 で 作 成 し たＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト の外 字 は 、［ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外 字

コ ンバ ー タ］を 使 用 し て Ｗｉｎｄｏｗs 95 用 の 外 字 と し て利 用 す る こ とが で きま す。

[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外 字コン バー タ] で 外字 を利用 する には、 Ｗｉｎｄｏｗｓ３．１の[

ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字エディタ] の[ 補 助機能] メ ニューの[ 外 字データのFD 媒 体へ

の退避] コ マンドで作成したフロッピーデ ィスクを用意す る必要があります。

● ＷｉｎｄＯｗS 3.1 で 作 成 し たＦＯｎtＡＶｅｎＵｅ外 字 の ＷｉｎｄＯＷＳ ９５へ の 移 行

Ｗｉｎｄｏｗs 3.1で作成したＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字をＷｉｎｄｏｗs 95 用 の外字に変換します。

①[スタート]メニューの[プログラム]－[ＮＥＣユースフルバック]から[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ

外字コンバータ] を起 動しま す。[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ 外字 コンバー タ]ウィンドウが表

示されます。
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FｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字が見つからない場合は、 “アップグレード前のシステムで使

用してい たＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字が見つかりません”というメッセージを表示しま

す。［ＯＫ］ボタンを押すと、［ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字コンバータ］ウィンドウが表示され

ます。

-

｀SI

�Ｊ
回

|にx 無辺 二|　 終了(l)H 設定(Ｆ ‥１　４７(ti)｜

②変換対象を変更する場合や変換範囲を変更する場合は、［設定］ボタンを押しま

す。［設定］ダイアログボックスが表示されます。
● ● ● ● ● ● ● ● ●

●● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ● 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　

χ

余 心 心 A 爪 M f ご ふ 爪 心 ウ

�愕アップグレード前のシステムで便用していたF∽tAve~外事(§)

ぐ フロッピーディスクに退避したF∽tAvgu●外字(E)　　　

ドライブ:　FTT二IΞ二!

-i・-

�邨全文字(&j

c 文字コード(Q)｢TTTTTT二T]～｢TT二TTTT]　　　　　　　　(F040

ヽfSfC)(F04)XfC)

『 コ こ≡1 ………柘4 ………|
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１６

③[ 変換対象の外字デー タの指定] で[ アップグレー ド前のシステム で使用していた

ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字] または[ フロッピーディ スクに 退避したＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字] の

[ドライブ]を選択します。 また、[変換範囲]で[全文字]または[文字コー ド]の範囲

を設定します。

LI 」・[フ ロッピーディスクに退避したＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字] を選択する場合は、事前
にＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字ファイルの 入ったフロッピーディスクをフロッピーデ ィ

スクドライブに挿入しておいてください。

・[ フ ロッピーデ ィスクに 退避したＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字] は 、Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 で

[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字エデ ィタ]の[ 補 助機能]メ ニュ ーの[ 外 字データのＦＤ媒体

への退避]コ マン ドで作成したＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外 字フ ァイルだ けが変換できま

す。

④[ＯＫ]ボタンを押すと、変換するＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字が[フォント名]の一覧に表示さ

れます。

⑤[フォント名] の一覧に表示されているＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字を選択 した 後、[変換] ボ

タンを 押しま す。

Lll｣ 複数のフォントを選択することはできません。1

り

⑥｢ 指定したフォントを変換してよろしいですか？｣ というメッセー ジが表示され

るので、[ＯＫ]ボタンを押してくだ さい。 Ｗｊｎｄｏｗｓ 3.1で 作成 したＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ

外字 がＷｉｎｄｏｗｓ 95 用の外字に変換 されます。

⑦｢ 変換し たファイル を保存し ますか ？｣ とい うメッセー ジが表示 されるの で、

[ＯＫ]ボタンを押してください。[ 変換後の ファイルを保存す る]ダイアログボック

スが 表示されます。

⑧[ 保管される場所] と[ファイル名] を指定した後、[ 保存]ボ タンを押します。 変換

した ファイルが保存 されま す。

● 変 換 し たＦＯｎｔＡＶｅｎＵｅ外 字 の 外 字 エ デ ィ タ へ の 取 り 込 み

変換したＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字を外字エデ ィタに取り込 んでＷｉｎｄｏｗｓ 95で利用 できるよ

うにします。 手順については、［外字エデ ィタ］のヘルプ を参照してくだ さい。

ｌ
W ＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフォ ントとあわせて外字を使用すると、文字位置がずれ

る場合があります。詳し くは、［ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ 外字コン バータ］のヘルプの、

「トラブルシューティング」－ 「外字を使用 すると文字位置がずれ る」の項目

を参照してください。



■WIFE 版 Ｆ ＯｎｔＡ Ｖｅｎ Ｕｅ フ ォ ン ト に つ い て

ＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン トは 、 Ｗｉｎｄｏｗｓ3.1 に 標 準搭 載 さ れ て い たフ ォ ン ト で

す。

従 来 ＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト を ご利 用い た だい て い た 方 の た め に 、ＣＤ- ＲＯＭ

ド ライ ブ 内 蔵 モ デ ル を お 使 い の 場 合 は 、 添 付 の 「チ ュ ー ト リ ア ルＣＤ- Ｒ ＯＭ 」 に 、

ＰＣ-9821Nb10/5 を お 使 い の場 合 は 、 内 蔵 ハ ー ドデ ィ ス ク に 、ＦＡ 明 朝 、ＦＡ ｺﾞｼｯｸ　　

の2 種 類 の 書 体を 添 付 し て い ま す。 な お 、 初 め てＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト をご 利 用 に な

る場 合 は 、 よ り高 品 質 なＴｒｕｅＴｙpe 版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン トを お 勧 め し ます 。

ＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン トフ ァ イ ル は 、［ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイ ン ス ト ール ］か ら イ ン ス

トー ル し て く だ さい 。

● ＦＯｎｔＡ ＶｅｎＵｅイ ン ス ト ー ル を 利 用 す る

ＷＩＦＥ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン トを 利 用 す る 際 に 、 追 加 、 再 登 録 、 フ ォ ン ト名 と 高 さの

設 定 、 文 字 飾 りの 設 定 、 削 除 、JIS 文 字 セ ッ ト の切 り替 え を 行 うに は 、［ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ

イ ン ス ト ー ル］を使 用 し ま す。

I ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅ外字は使 用で きません。

●ＦＯｎtＡＶｅｎＵｅイ ン ス ト ー ル の 起 動

[スタート]メニ ュー の[プ ログラム]－[ＮＥＣユー スフルバ ック]から[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイン

ストール]を起動する と、[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイン ストール] ウィンド ウが表 示されます。

[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイン ストール]の操 作方 法については、 オンラインヘルプ を参照してく

ださい。
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・ ＣＤ- ＲＯＭ ド ラ イ ブ 内 蔵 モ デ ル 添 付 のWIFE 版 ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト を 使 用 す

る 場 合 は 、 ＣＤ －Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ に Ｃ Ｄ －Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ 内 蔵 モ デ ル 添 付 の

｢ チ ュ ー ト リ ア ルＣＤ- ＲＯ Ｍ｣ を セ ッ ト し 、[ ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイ ン ス ト ー ル] の

[追 加] ボ タ ン を ク リ ッ ク し て 、[ イ ン ス ト ー ル 媒 体 の ド ラ イ ブ] に 次 の よ う に

指 定 し ま す 。

〈ＣＤ- Ｒ ＯＭ ド ラ イ ブ 名 〉:￥ＵＳＥＦＵＬＰＫ

・PC-9821 Nb1 0/5 で 、 本 機 添 付 の ＷＩＦＥ版 ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト を 使 用 す る

場 合 は 、[ ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイ ン ス ト ー ル] の[ 追 加] ボ タ ン を ク リ ッ ク し て 、[ イ ン

ス ト ー ル 媒 体 の ド ラ イ ブ] に 次 の よ う に 指 定 し ま す 。 ＜ド ラ イ ブ 名 〉に は Ｗｉｎ-

do ｗｓ 95 が イ ン ス ト ー ル さ れ て い る ド ラ イ ブ( 通 常 は｢ Ａ:｣) を 指 定 し て く だ

さ い 。

＜ド ラ イ ブ 名 〉:￥ ＷＩＮＤＯ Ｗ Ｓ￥ＳＹＳＴＥ Ｍ

・PC-9821 Nb1 0/5 で 、 ＷＩＦＥ版 ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト を 、｢ フ ォ ン ト も 削 除

す る｣ を 選 択 し て 削 除 し た 場 合 、 再 追 加 す る に は 、 バ ッ ク ア ッ プ し た デ ィ ス

ク か ら の シ ス テ ム の 再 セ ッ ト ア ッ プ が 必 要 で す 。

・[ ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイ ン ス ト ー ル] を 起 動 す る 際 に は 、 あ ら か じ め す べ て の ア プ リ

ケ ー シ ョ ン を 終 了 さ せ て く だ さ い 。

・[ ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイ ン ス ト ー ル] に は 、 ＴrｕｅＴy ｐｅ版ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト の イ

ン ス ト ー ル 機 能 は あ り ま せ ん 。

・WIFE 版 ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅの フ ォ ン ト が イ ン ス ト ー ル さ れ て い な い 状 態 で は 、

[ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイ ン ス ト ー ル] ウ ィ ン ド ウ 表 示 直 後 、[ 追 加] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク

ス が 表 示 さ れ ま す 。

・ ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ＣＤ- ＲＯＭ ド ラ イ ブ お よ び フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ か

ら は 、 フ ォ ン ト を 追 加 で き ま せ ん 。

・ 登 録 先 の デ ィ レ ク ト リ 名 が ロ ン グ フ ァ イ ル 名 の 場 合 、 フ ォ ン ト を 追 加 で き ま

せ ん 。

・WIFE 版 ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅフ ォ ン ト のJIS 文 字 セ ッ ト 切 り 替 え が 正 常 に 動 作 し な

い 場 合 は 、 以 下 の 操 作 を 行 っ て く だ さ い 。

① 他 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 終 了 さ せ ま す 。

②[ ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイ ン ス ト ー ル] を 起 動 し て 、 文 字 セ ッ ト 切 り 替 え が 正 常 に 実

行 で き な い フ ォ ン ト を 選 択 し ま す 。

③[ 削 除] ボ タ ン を 押 し 、[ 削 除] ウ ィ ン ド ウ で｢ フ ァ イ ル も 削 除 す る｣　

チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス を 選 択 し な い で[ は い] ボ タ ン を 押 し ま す 。

④ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を 再 起 動 し ま す 。

⑤[ ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅイ ン ス ト ー ル] を 起 動 し て 、 文 字 セ ッ ト 切 り 替 え が 正 常 に 行

わ れ な い フ ォ ン ト を 選 択 し ま す 。

⑥[ 再 登 録] ボ タ ン を 押 し ま す 。

⑦ Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を 再 起 動 し ま す 。

■ ＦＯｎｔＡＶｅｎＵｅ ボ ー ド の 注 意 事 項

ＦｏｎtＡｖｅｎｕｅボード(Ｐｃ-9801-89) は、使用できません。

１８



2。4　パ ソコン通信 をす る～ＰＣ－ＶＡＮナ゙ ビゲータ

ＰＣ-ＶＡＮは、ＮＥＣが運営する国内最大のパソコン通ｲ言です。 「最新の情報を知 りた

い ！」 「ネ ット ワー クを通して友達 の輪を広げたい ！」 とい うよ うな 目的 に、ＰＣ-

ＶＡＮのサービ スは最適です。 パソコン通信でＰＣ-ＶＡＮを利用するはじめての方のだ

めに、ＰＣ-ＶＡＮへの入会からＰＣ-ＶＡＮサービスへの接続、利 用まで、ＰＣ-ＶＡＮナビ

ゲー タで行 うことができます。

● パ ソ コ ン 通 信 を す る に は

ＦＡＸモデ ム内蔵モデルでパソコン通信をす るためには、本機のＦＡＸモデ ムカードと電

話 回線とを接続する 必要があります。こ れらの接続方法につい ては、『ガイ ドブ ッ

ク』 を参照 してくだ さい。

その他のモデルでパ ソコン通信をするためには、本機とモデ ムまたはモデ ムカードと

電話回線とを接続する必要があ ります。 これらの接続方法については、 「ガイドブ ッ

ク」お よびモデ ムまたはモデムカード添付のマニ ュアルを 参照してください。

パソコン通信をＰＣ-ＶＡＮで利用するにはＰＣ-ＶＡＮへのユー ザ登録やサービスの利用

方法を知る必要があ ります。 これらについ ては、以 降の各 項を参照してください。

ＰＣ-ＶＡＮの利用

パソコン通信サー ビス 「ＰＣ-ＶＡＮ」ヘユーザ登録すると、 「ＰＣ-ＶＡＮ」 のサービス

が利 用できます。 ユーザ登録やサービ スの利用は、ＰＣ-ＶＡＮナビゲータを使 うこと

で、簡単に行えます。

ＰＣ-ＶＡＮを利用す るためには、あらかじめユーザ 登録をす る必要があります。

なお、すでにＰＣ-ＶＡＮヘユーザ登録 されてい る場合は、 「ＰＣ-ＶＡＮを利用する」に

お進み ください。

■ ＰＣ- ＶＡＮ に ユ ー ザ 登 録 す る

［オンラインサインア ップ］を利 用して、ＰＣ-ＶＡＮヘユーザ 登録 します。

①［スタート］メニューの［プログラム］－［コミュニケーション］から［オンラインサイン

アップ］を起動します。

［ＰＣ-ＶＡＮオンラインサインア ップ ］画面 が表示 されます。

②[サ インアップ開始] ボタンをクリック します。

[会員規約 の確認]ダイ アログボッ クスが表示 されて、会員 規約が表示 されます。
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－
第
１

部
　
本
機
の
機
能
を
利
用
す
る



20

③会員規約に同意して料金表やサービス内容を確認した後、[会員規約に同意し処理

を継続]ボタンをクリックします。

[回線の設定]ダイアログボックスが表示されます。

ご利用 になる環境に合 わせ て、以 下の設定を行っ てく だ さい。

［回線の設定］ダイアログボックスの項目

項　　 目 �� 設定方法

[電話番号設定] �[センターの電話番号][

内線の使用] �

フリーダイアルの電話番号が設定されていますので､ 変更しな

いでください。

Ｏ発信の内線からご利用の場合には、［内線を使用する］の欄

にチェックしてください。

※　Ｏ発信以外の内線発信の場合には、内線の欄をチェック

せずに､ センター番号欄で､ ″0120″の前に内線発信番号

を追加してくださいo

例）９発信の場合:　9,0120-00-9896

[通信設定] �[回線の形式][

通信ポート] �

トーンまたはパルスの中から、ご利用の電話回線に合わせて設

定してください。

使用するＣＯＭ ポート番号を設定します｡ ＦＡＸモデム内蔵モ

デルの場合、本機購入時は「3 」に設定されています。

[使用モデム] �[モデムの設定][

メーカー][

型名] �

［モデム／通信ポーﾄ 設定］ダイアログボツクスが表示されます。

メーカー：ＦＡＸモデム内蔵モデルの場合は、「NECJ が設定

されています。その他のモデルではリストから選

択してください。

型名　　 ：ＦＡＸ モデム内蔵モデルの場合は、「PC-9801N-　　　　　J15

」が設定されています。その他のモデルでは

リストから選択してください。

［モデム／通信ポーﾄ 設定］で設定されている内容です。

［モデム／通信ポート設定］で設定されている内容です。

ご利用のモデムのメーカーがリスト中にない場合は、メーカーを「ＡＴモデム」

に、型名を「汎用」にしておいてください（詳細はご利用のモデムのマニュア

ルをご覧＜ださい）。



④すべての項目を入力したら[次画面]ボタンをクリックします。

[サインアップ情報・住所氏名(1/2)]ダイアログボックスが表示されます。

以下の内容を入力してください。漢字や全角文字を入力する際は日本語入力モー

ドをオンにしてください。

［サインアップ情報・住所氏名（1/2 ）］ダイアログボックスの項目

項　　 目 �� 設定方法

[氏名等] �[氏名][

フリガナ][

性別][

生年月日] �

漢字で入力してください。

半角カナ文字で入力してください。

該当する項目をクリックしてください。

半角文字で入力してください。

[職業・

昼間連絡先] �[

職業][

勤務先][

勤務先または昼間連

絡先電話番号] �

［↓］ボタンを押し、一覧から選択してください。

漢字で入力してください。

半角文字で入力してください。

例）03-1234-5678

[住所] �[郵便番号][

都道府県][

都市区][

区町名][

町番地][

電話番号] �

半角文字で入力してください。

［↓］ボタンを押し、一覧から選択してください。

［↓］ボタンを押し、一覧から選択してください。

※　政令指定都市の場合は［市］は表示されません｡［区］を選

択してください。

［↓］ボタンを押し、一覧から選択してください

※ ［都市区］で選択した都市によっては選択不要の場合があ

ります。

漢字で入力してください

半角文字で入力してください。

例）03-1234-5678
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⑤すべての項目を入力したら、[次画面]ボタンを押します。

[サインアップ情報・住所氏名(2/2)]ダイアログボックスが表示されます。

引き続 き、以下の内容 を入 力してくだ さい。

［サインアップ情報・住所氏名（2/2 ）］ダイアログボックスの項目

項　　 目 �� 設定方法

[加入方法] �[利用明細書送付][

入会方法][

マニュアル][

月額料金の料金制] �

該当する項目を選択してください。

［ｲ憂待会員］を選択してください。

該当する項目を選択してください。

該当する項目を選択してください。

[機 種情報] �[使用機種名][

通信速度] �

［↓］ボタンを押し、［PC-9800 シリーズ］を選択してく

ださい。

［↓］ボタンを押し、一覧から選択してください。

[クレジットカード] �[カー ﾄ 種゙別][

カー ﾄﾞ番号][

有効期限][

名義人氏名] �

［↓］ボタンを押し、一覧から選択してください。

半角文字で入力してください。

半角文字で入力してください。

漢字で入力してください。

[優待会員情報] �[ID]

レくスワード] �

添付の「ＰＣ-ＶＡＮウエルカムキット」を参照し、半角文

字で入力してください。

※ 「入会方法」で［優待会員］を選択した方のみ入力し

ます。

添付の「ＰＣ-ＶＡＮウエルカムキット」を参照し、半角文

字で入力してください。

※ 「入会方法」で［優待会員］を選択した方のみ入力し

ます。



⑥[登録]ボタンを押します。

⑦｢ サインアップ処理を開始してよろしいですか？｣ という確認のメッセージが表

示されますので、[はい]ボタンをクリックします。

⑧最後に、もう一度会員規約の同意を確認しますので、同意する場合は[はい]ボタ

ンをクリックします。

入力した個人情報を通信ソフトが自動的にＰＣ-ＶＡＮへ転送します。

⑨サインアップの最後に、あなたのIDと仮パスワードが表示されます。忘れないよう

に、必ずメモしてください。

⑩IDとパスワードを確認後、[確認]ボタンをクリックすると、サインアップ処理が終

了します。

オンラインサインアップを行うと、ＰＣ-ＶＡＮナビゲータのID とパスワードの項目

に、今表示されたID と仮パスワードが自動的に登録されます。

■ ＰＣ･ＶＡＮ を 利 用 す る

●ＰＣ-ＶＡＮナ ビゲ ー タ の 起 動

[ＰＣ-ＶＡＮナビゲータ]を起動して、ＰＣ-ＶＡＮを利用します。

①[ＰＣ-ＶＡＮナビゲータ]を起動します。

[スタート]メニューの[プログラム]をポイントし、[コミュニケーション]からしＰＣ-

ＶＡＮナビゲータ]をクリックします。

圖
うまく起動しないときは、他のアプリケーションをすべて終了させてから再起

動してください。
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●ＰＣ-ＶＡＮへ の接 続

パソコン通信を利用して、ＰＣ-ＶＡＮに接続します。

①はじめてナビゲータを起動した場合は、［設定］ボタンを押してください。［通信設

定］ダイアログボックスが表示されます。以下の項目をご自分の通信環境に合わせ

て設定してください。

［通信設定］ダイアログボックスの項目

項　　目 � 設定方法

[通信速度][

フロー制御][

ポート番号][ID

、パ スワード][

ア クセスポイント

第１候補～第３候補][IP

アドレスドメイン名][

初期化文字列] �

右側の［↓］ボタンを押すと、通信速度のリストが表示されますので、この

中から選択します。初期値は9600bps に設 定されています。ここで設定さ

れる通信速度はモデムーパソコン間の通信速度です。ＰＣ-ＶＡＮのアクセス

ポイントの通信速度とは異なります。

右側の［↓］ボタンを押すと、フロー制御方法のリストが表示されますので、

この中から選択します。初期値の「CTS/RTS 」のままにしておいてくださ

い。

使用するＣＯＭポート番号を指定しますo FAX モデム内蔵モデルの場合は、

初期値の「3 」にしておいてください。 ＴＥＬＮＥＴ接続を行なう場合は、

「TELNET 」に設定します。

ＰＣ-ＶＡＮのID とパスワードを入力します。　ここでID とパスワードを設定

すると、初期画面のID とパスワード欄に反映されます。

お近くのＰＣ-ＶＡＮ+ のアクセスポイントの電話番号の設定をしてください。

［参照］ボタンをクリックするとアクセスポイント選択画面が表示されますの

で、接続するアクセスポイントの［地区名］と［速度］を選択します。［アク

セスポイント第１候補］は必ず指定してください。

内線使用　　　　：Ｏ発信の内線からご利用の場合には、［内線］の欄に

チェックしてください。

ダイアルの種別　：パルス（10）/ パルス（20 ）/ トーンの中から、ご利用の

電話回線に合わせて設定してください。

［ポート番号］で「TELNET 」を指定した場合のみ入力できます
ｏ ＰＣ-ＶＡＮ

のIP アドレスまたはドメイン名を設定します。　ドメイン名ぱpcvan.or.jp ”

となります。

初期化文字列を表示します。通常は、空白のままにしておいてください。
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項　　目 � 設定方法

[モデ ム設定][

ディレクトリ][

ロ グフアイル][

ダウンロード][

アップロード][

オプション][

音声読み上げを利用

する][

辞書引きを利用する][

翻訳機能を利用する] �

メーカー：ＦＡＸモデム内蔵モデルの場合は、「ＮＥＣ」が設定されています。

その他のモデルでは、リストから選択してください。

型名　　:FAX モデム内蔵モデルの場合は、「PC-9801N-J15 」が設定され

ています。その他のモデルでは、リストから選択してください。

※　ご利用のモデムがリスト中にない場合は、メーカーを「ＡＴモデム」に、

型名を「汎用」にしておき、必要に応じて［初期化文字列］を設定して

ください。　　

初期化文字列を設定する場合は、先頭の「ＡＴ」は省略してください。

ログファイルやダウンロードファイル､アップロードファイルを格納するディ

レクトリを指定します。ディレクトリの設定方法は、次の２つがあります。

・入力欄に直接キーボードから入力する。

・［参照］ボタンを押して、リスト中から選択する。

ログファイルを格納するディレクトリを指定します。「ＰＣ-ＶＡＮ ナビゲー

タ」では、ログファイルが自動的に作成され、ディスクに保存されます。初

期値は「Ａ：￥ＰＣＮＡＶＩ」です。ログファイルのファイル名は、「ＰＣ-ＶＡＮ

ナビゲータ」を起動した日付となります。

ＰＣ-ＶＡＮ からダウンロードするファイルを格納するディレクトリを指定し

ます。JPEG 画像をオンライン表示した後、保存するときも、ここで設定し

たディレクトリに保存されます。

ＰＣ-ＶＡＮヘアップロードするファイルを格納するディレクトリを指定します。

他アプリケーションとの連動機能を使用するかどうかを選択します。

音声読み上げ機能を使用するかどうかを選択します。使用する場合は、×

マークを付けます。この機能を使用すると、メールの本文を音声で聞くこと

ができます。

※　音声読み上げ機能は、「テキストリーグ」を使用します。

辞書引き機能を使用するかどうかを選択します. 使用する場合は、×マーク

を付けます。この機能を使用すると、メールやニュースなどで英単語の意味

が分からないときに、アプリケーションを切り替えることなく、辞書を引い

て調べることができます。

※　辞書引き機能は［英日ちょっと辞書引き君j を使用します。　　FAX

モデム内蔵モデル以外のモデルでは、別途購入する必要があります。

辞書引き機能については､「英日ちょっと辞書引き君」のヘルプを参照してく

ださい。

翻訳機能を使用するかどうかを選択します。使用する場合は、×マークを付け

ます。この機能を使用すると、メールやニュースなどで英語の内容が分からな

いときに､ アプリケーションを切り替えることなく、翻訳することができます。

※　翻訳機能は「英日翻訳アダプタ」を使用します。　　FAX

モデム内蔵モデル以外のモデルでは、別途購入する必要があります。

翻訳機能については、「英日翻訳アダプタ」のヘルプを参照してください。

※　辞書引き機能と翻訳機能を同時に使用することはできません｡辞書引き

機能と翻訳機能を共に「使用する」に設定した場合は、辞書引き機能の

みが利用可能となります。
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項　　目 � 設定方法

[項目選択はダブルク

リックにする][

ＷＷＷ 連携プログラ

ムの指定][

ＣＤ信号を監視しない][

フォント] �

項目の選択をダブルクリックにするかどうかを選択します。使用する場合

は、×マークを付けてチェックします。この機能を使うと、項目の選択を

「ダブルクリック］で行います。

ＰＣ-ＶＡＮナビゲータver1.51 は、ＷＷＷブラウザとの連携機能を持ってい

ます。連携機能を使う場合は、連携させるＷＷＷブラウザの実行ファイル

名をフルパス名で指定します。この機能を使うと、ＰＣ-ＶＡＮを通してイン

ターネット上のホームページにアクセスすることができます。

※　ＰＣ-ＶＡＮナビゲータと連携させることのできるＷＷＷブラウザは、連

携機能を付加したブラウザのみです。

ＰＣ-ＶＡＮナビゲータ動作中に、ＣＤ信号を監視するかどうかを選択します。

監視しない場合は、×マークを付けてチェックします。

フォントを指定します。

②設定終了後、[通信設定]画面で[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。

③[ID] 、[ パスワード]に自分の番号を入力した後、[接続]ボタンをクリックすると、

[ＰＣ-ＶＡＮナビゲータ]が自動的にＰＣ-ＶＡＮのセンターに電話をかけて、ＰＣ-ＶＡＮ

サービスに接続します。 画面が切り替わり、ＰＣ-ＶＡＮか らのお知らせが表示され

ます。

[マップ]アイコンを選択してメニューを選んでいくこ とによってＰＣ-ＶＡＮの数多く

のサー ビスを利用することができます。

ＰＣ-ＶＡＮメインメニュー画面以降のメニューの選択方法については、［ＰＣ-

ＶＡＮナビゲータのヘルプ］を参照してください。



2。5　文章をパソコンに読ませる～テキストリーグ

テキストリーグは、クリップボードにコピーされた文章(テキストデータ)を、音声で

読み上げます。キーで入力した文章を、音声で読み上げて確認したい場合などに利用

できます。

テキストリーグの操作方法については、次の通りです。

● 文 章( テキ ス トデ ー タ)を 読 み 上 げ る

文章(テキストデータ)を読み上げます。

①文章(テキストデータ)を読み上げたいアプリケーション(たとえば[メモ帳]や[ワー

ドパッド]など)を起動して、文章(テキストデータ)を表示しておきます。

②読み上げる範囲をマウスで選択して、[編集]メニューの[コピー]コマンドを選択し

ます。

クリップボードに文章(テキストデータ)が読み込まれます。

③[スタート]メニューの[プログラム]－[ＮＥＣユースフルバック]から[テキストリー

ダ]をクリックし、タスクバーの[テキストリーグ]をクリックします。

[テキストリーグ]が起動します。

④[･･･]ボタンを押すと、マウスで選択した範囲の文章(テキストデータ)を[テキスト

リーグ]が読み上げます。

他のアプリケーションがオーディオデバイスを使用しているときには、読み上

げはできません。

制御ボタンには次の機能があります。

［卜］　テキストデータの読み上げを開始します。

［||］　読み上げを一時停止します。

［■］　読み上げを停止します。次回の読み上げ時は、テキストデータの最初か

ら開始します。
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● シス テム 環 境 の 設 定 を 変 更 す る

①[オプション]ボタンを押すと、オプションの設定画面が表示されます。

設定する項目については、次の通りです。

ﾌ ド: 巨 球:ｻFEj ……………i

心__ ………………_」

［設定］ボタンの項目

「 大/小文 字を区 別する

s 一句点

ｃ 句読点

ｒ リタ ーン

ｃ一句読 点と リターン

項　　目 � 内　　 容

[話者][

テンポ／ピッチ／ア

クセント][

数字][

記号][

アル ファベット][

区切りモード] �

読み上げ時の声を男性にするか女性にするかを選択しますo

読み上げる速度（テンポ）、声の高さ（ピッチ）、抑揚の強弱（アクセント）を、

スライダを操作して調整します。

桁読み（「123 」を「ひやくにじゅうさん」と読む）か、棒読み（「123 」を「い

ちにさん」と読む）かを選択します。

記号を読むか読まないかを設定します。

チェックしておくと、大文字と小文字を区別して読み上げます。

読みの区切りを設定します。最初は、「句点」の箇所で区切って読む設定に

なっています。

さらに画面上部のボタンをクリックすると、次の設定ができます。詳しくは各画面で[

ヘルプ]ボタンをクリックして、ヘルプを参照してください。

項　　目 � 内　　 容

[辞書][

システム][

ボリューム] �

ユーザー辞書の新規作成や登録ができます。

音声出力モードやテキストリーグを常に前面に表示させるかどうかの設定が

できます。

ボリュームコントロールが表示されます。



- ‥
2
．6　
文 章 を 英 文 に す る ～ 日 英 辞 書 引 き 君( 単 文 変 換 版)

日英辞書引き君(単文変換版)(以降、日英辞書引き君)を使うと、日本語を入力する操

作と同じ感覚で、日本語を英語に変換したり、ＣＤ-ＲＯＭ辞書で、変換した英単語の

意味を調べたりすることができます。

日英辞書引き君では以下のことができます。

・単語を辞書引きする

・日本語の文を英文に変換する

・ＣＤ-ＲＯＭ辞書の検索

ここでは、日本語の文を英文に変換する方法について説明します。

日英辞書引き君の詳しい使用法や設定方法については、日英辞書引き君のヘル

プを参照してください。
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● 日本 語 の 文 を英 文 に 変 換 す る

①[ 日英辞書引き君] を起動します。

[スタート]メニューの[プログラム]をポイントし、[ＮＥＣユースフルバック]から

[日英辞書引き君(単文変換版)]をクリックします。

使用方法を説明した画面と、以下のボタンが表示されます。使用方法の画面を終

了するには[閉じる]ボタンをクリックしてください。

同 ＣＴＨＬＩ十ＩＸＦＥＲＩキーを押すなどして、日本語入力モードをオンにします。

③文章を作成するエディタやワープロを起動します。

④日本語を入力すると自動的に[日英辞書引き君]の変換ウィンドウが表示されます。
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Windo ｗｓ 3.1用のかな漢字変換を使用している場合は、こjボタンをクリック

して、［日英辞書引き君］の変換ウィンドウを表示してください。

⑤かな漢字変換を確定すると日英の単語変換が行われ、日英混じり文が表示されま

す。

-四

..ii=･=･===i.liislHMM;M;i
こM ･g==･g=こ==igaall;all;;:;?R;sssl?肖ﾐﾐ?==RtM=Mhih MMMsii i･ i,･･ i･;･･;･･i･iii･i･ii･ii,･i･iilこ･i;i;iiii'i'i=i･i･i･i'=i=;=;=;lllM;141gigSSII=IM===iail=i===こ=こ:

|丿 匍丘回口を４．↑ｊ

�91191!111111

詰

｢epresent
瑞 雲j:ycribe�

曹

動詞
動詞
動詞
動琵
動詞
動琵
動詞 ��･

●　●●鴇1111=-

描く1
紹る1
表現するl
嗇き移す】
詩/作文を(ind粕より普通)j
記述/描写l
新聞/掲示等が會いている1

レ ノ �����Ｊ

��腸詰言懇談白縮額回擬零

⑥幽([ 英文変換]ボタン)をクリックすると、英語の語順に変換されます。



⑦曰 キーを押して、各単語の後ろにカーソルが移動すると、それぞれの単語の別の

訳語候補が表示されます。また。この状態で遡([ 活用変更]ボタン)をクリックす

るとその単語の活用が表示されますので、マウスでクリックして活用を指定しま

す。

⑧星|([確定]ボタン)をクリックすると変換結果が元のエディタやワープロに取り込

まれます。
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2。7　イメージスキャナ ユーティリティを使う

イメージスキャナ ユーティリティは、イメージスキャナから画像を読み込んでデー

タにし、その画像データを編集するユーティリティです。

[イメージスキャナユーティリティ]を起動するには、[スタート]メニューの[プログラ

ム]をポイントし、[ＮＥＣユースフルバック]の[イメージスキャナユーティリティ]をク

リックします。

■機器の設定をする

LI 」 イメージスキャナ ユーティリティを使用する前に、イメージスキャナとパー
ソナルコンピュータを接続しているインターフェイスボードとケーブルが正常

に接続されていることを確認してください。正常に接続されていない場合は、

正常に接続後、パーソナルコンピュータの起動からやり直してください。

イメージスキャナ ユーティリティをお使いになる前に、お使いのイメージスキャナに

あわせて設定を変更する必要があります。

・機器の設定は［スキャナ］メニューの［機器設定］コマンドで行います。
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詳しくはイメージスキャナ ユーティリティのヘルプを参照してください。

イメージスキャナの設定は、お使いの機器によって次の２つの設定方法に分けること

ができます。

機　 器 � インターフ ェイス

PC-IN502 、PC-IN503G 、PC-IN505 、PC-IN506 、PC-IN500/4C

、PC-IN500/6 �RS-232C

またはＧＰ-ＩＢ

PC-IN700/4C 、PC-IN700/6C 、その他のＴＷＡＩＮを

サポートしているスキャナ �

ＴＷＡＩＮドライバでインターフェイスを

設定（設定方法については、ご使用のイ

メージスキャナに添付されているマニュ

アルを参照してください）。

モード2 の設定方法については、各イメージスキャナに添付されているマニュ

アルを参照してください。また、イメージスキャナによっては使用できないイ

ンターフェイスがあります。

設定の際には、イメージスキャナユーティリティのヘルプの記載事項の他に、次のこ

とに注意してください。

● シ リ ア ル ま た は ＧＰ-IB の イ ン タ ー フ ェ イ ス で 使 う ス キ ャ ナ の 場 合 の 注 意

・ＲＳ･232C を使 用する場 合の注意

・本機のシ リアル コネ クタにＲＳ-232C ストレートケーブルでイメージスキャナ を

接続 してくだ さい。

・イ メー ジスキャナ ユーティリティでは、ストップ ビット１ビットで９６００ｂｐＳ、

19200bpS 、イメージスキャナ と通信します。

・イメージ スキャナ側の設 定も、イメージスキャナ のマニ ュアルを参照の上、こ

の設 定にあ わせてください。

・ＣＯＭ ポートは 通常 「ＣＯＭ１」に設定されています。

・イメージスキャナ側の通信速度の設定方法については、各イメージスキャナ

に添付されているマニュアルを参照してください。

・19200bpS で通信中にリードエラー(読み込み不可)が多発する場合は、通信

速度を遅くしてください。
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・ＧＰ･IBを使用する場合の注意

・ イメージスキャナとの接続には、ＧＰ-IBインターフェイスボード(ＰＣ-9801-　　　29N)

が必要になります。

・[コントロールパネル]ウィンドウの[システム]の[デバイスマネージャ]を使用し

て、ＧＰ-IBインターフェイスボードで設定しているＩＮＴ／ＲＯＭアドレスが他の

機器で使用されていないかどうか確認してください。イメージスキャナ側の

ＧＰ-IB機器番号は、通常｢2｣ で設定されています。

Lj Windo ｗｓ 95 用 イ メージスキャナ ユ ーテ ィリティでは、ＰＣ-IN503G 、ＰＣ-IN505、ＰＣ-ＩＮ５００/４Ｃ、ＰＣ-ＩＮ５００/6 で はＳＣＳＩを使用した読み取 りはでき

ません。

● ＴＷ ＡＩＮ を サ ポ ー ト し て い る ス キ ャ ナ を ご 使 用 の 場 合 の 注 意

イメージス キャナ ユーティリティでは、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95対応の32bit ＴＷＡＩＮ ドラ

イバが提供されてい るイ メージ スキャナであれば、使用 するこ とができます。

Lj 「カラー イメージユ ーティリテ ィ」 または「 イメージス キャナ ユーティリテ ィ」がインストールされた状態では、 「PC- ＩＮ７００シリーズ用ＴＷＡＩＮ３２ド

ライバ」がインストールされています。このドライバは、PC- ＩＮ７００/４Ｃ、６Ｃ

シリーズのイメージスキャナを使用する際に必要なドライバですが、本ドライ

バの使 用時 には 仮読み込み中 およ びズーム 中の 中止 はで きません。

■ 読 み 込 む 画 像 の 設 定 を 変 更 す る

スキャナで読み込みの作業を行うとき読み込む前に、画像データをどう読み込むかを

設定する必要があります。

[スキャナ]メニューのレくラメータ設定]コマンドを選択すると、レペラメータの設定]ダ

イアログボックスが表示され、画像データの読み込み方法を設定できます。
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詳細については、イメージスキャナ ユーティリティのヘルプを参照してください。

これらの項目はイメージスキャナによっては無効なものや、設定できない項目

があります。詳細については、イメージスキャナのマニュアルを参照してくだ

さい。

圃画像を読み込んで編集する

イメージスキャナの読み取りの基本手順については、イメージスキャナのマ

ニュアルを参照してください。ここでは、読み取る原稿(画像イメージ)がすで

にイメージスキャナにセットされ、イメージスキャナの電源がＯＮであること

を前提にしています。

画像データは、基本的には 次のような手順で読 み込んで編集していきます。

● 画 像 デ ー タ の 読 み 込 み

①[スキャナ]メニューの[読み取り]コマンドを選択します。設定したイメージスキャ

ナおよびインターフェイスを使用します。[パラメータの設定]ダイアログボックス

が表示されます。

②画像データを読み込む場合は、[仮読み取り]ボタンを押してください。全画面を一

度読み込みます。仮読み込みを行うと、ボタンが[範囲指定の仮読み取り]ボタンに

変わります。

③読み込む範囲を指定できるようになりますので、全範囲の中から必要な部分だけマ

ウスで範囲を指定して、[範囲指定の仮読み取り]ボタンを押してください。読み込

み中に表示されるダイアログボックスで[中止]ボタンを押すと、仮読み込みを中止

します。

④仮読み込み時の設定で読み込んだ画像データが十分でなかった場合、読み込み条件

(表示色、疑似階調、読み取り線密度等)を再度設定し直し、[設定]ボタンを押して

ください。

⑤[スキャナ]メニューの[読み取り]コマンドを選択し、読み込みを開始します。読み

込み中に表示されるダイアログボックスで、[中止]ボタンを押すと、読み込みを中

止します。

読み込みを中止する場合、イメージスキャナ側のストップボタンでは中止する

ことはできません。また、ＧＰ-IBでは読み込み中は中止することはできませ

ん。
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● 画 像 デー タ を編 集 す る

乱 言 二 言 心謡 不 足 入 忽 百 丿 尚 白 沁 二 二 ：

卜了･j=¬・二l乱l

二

。
町二よ…………………… ｓイmiヨイｙ∽iI｣1

禁宍乱ででこ

画像データ回転前　右90 °回転後　　　180 回゙転後　　 左90 °回転後

ＮＥＣ　こ)ヨレ1　ﾚＩＥＣ

画像データ反転前　　　　　左右反転後　　　　　　　上下反転後

また、行った編集を取り消したければ、［編集］－［元に戻す］コマンドで実行直前の画

像データを元に戻すこともできます。元に戻せるのは直前に行った作業だけです。

● 読 み 込 ん だ 画 像 デ ー タ を ほ か の ア プ リケ ー シ ョン に 貼 り付 け る

イメージスキャナ ユーティリティで読み込まれた画像データは、クリップボードにコ

ピーして、ほかのアプリケーションに貼り付けることもできます。

①貼り付けたい範囲をマウスでドラッグして指定します。指定した範囲が四角形の枠

で囲まれます。

②[編集]メニューの[コピー]を選びます。範囲指定を行っていない場合は画像全体が

選択されます。

・この方法ではクリップボードにデータがコピーされています。クリップボー

ドにコピーされた画像データについては、Ｗｉｎｄｏｗｓの[クリップボード

ビューア]を起動して確認してください。

③他のアプリケーションの画像データを貼り付けたい場所を指定して、[編集]メ

ニューの[貼り付け]コマンドを選択します。画像データが他のアプリケーションに

貼り付けられます。



● 読 み 込 ん だ 画 像 デ ー タ を 保 存 す る

イメー ジスキャナ で読み込んだ画像デ ータを新規に保存 します。

①[フ ァイル]メニューの[名前を付けて保存]コマンドを選択します。[ファイル名を

付け て保存]ダイアログボックスが表示されます。

②読み込んだデータを保存す る[ドライブ]、[ディレクトリ]、[ファイル名]、[ファイ

ルの種類] を設定します。

③画像ファイルの形式を(＊.ＢＭＰ、＊.ＲＬＥ、＊.TIF、＊.ＩＭＦ)から選択してください。

それぞれのデータ形式の違いと特長はイメー ジスキャナ ユーテ ィリティのヘルプ

を参照してください。

④[ＯＫ]ボタ ンを押 してください。

■ イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ユ ー テ ィ リ テ ィ の 注 意 事 項

・ＰＦＦ形 式(Ｗｉｎｄｏｗs 2.Ｘに 付属している[ペ イント]で利 用できるフ ァイル の形

式)のフ ァイルは、[ペイ ント]との互換性のために存在してお り、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95

で はＢＭＰ形式 が一 般的に利 用されています。

・ＩＭＦＦ形式(イメージスキャナ ユーティリティ専用のファイル形式)で保管 され

たカ ラー 画像は 、保管時 にモ ノクロデ ータとなります。 ＩＭＦＦ形式のファイル

は、従来 の[イ メージスキャナユーティリティ]との互換性のために存在してお

り、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95ではＢＭＰ形式が一般的に利 用されています。

・ＧＰ-IB を使用してデータを読み取る場合、[中止]ボタンを使用して読み取 りを

中断するこ とはできません。 また、ＲＯＭ アドレスＤ４０００-Ｄ５ＦＦＦの領域がは

かのデバイ スに使用されていないこ とを[デ バイ スマネ ージャ]で確認してくだ

さい。
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2。8　カラーイメージ ユーティリティを使う

カラーイメージ ユーティリティでは、イメージスキャナから画像を読み込んでデー

タ化し、そのデータやＰｈＯtＯ ＣＤなどから読み込んだ写真などのイメージデータを編

集するユーティリティです。

[スタート]メニューの[プログラム]をポイントして、[ＮＥＣユースフルバック]の[カラー

イメージユーティリティ]をクリックして起動します。

カラーイメージユーティリティは、イメージスキャナ ユーティリティよりもさらに高

度な編集をすることができます。

・ビットマップ形式、ＴＩＦＦ形式、ＪＰＥＧ形式、ＰｈＯtＯ ＣＤ形式ファイルを読み込む

こ とができます。

・高品質のフル カラー(1600 万色)画像 を扱えます。

・コントラスト、彩度、シヤープネ スを自動調整し、最適表示し ます。

・矩形、楕 円、ポ リゴン(多角形)、ペン、色によって自由にマ スク(指定領域)を作

成できます。

・マ スクで囲まれた特定の色を別 の自由な色に変更できます。

・ＯＬＥ ２.０に対応していますので、ＯＬＥ機能を備 えたアプ リケーションに画像を

貼り付け ることもできます。

Windo ｗｓ 95の[ワードパッド]または[ペイント]が削除されていると、[カラー

イメージユーティリティ]の起動時に｢ ｍｆｃａｎｓ32.dllファイルが見つかりませ

ん｣ という内容のエラーメッセージが表示されることがあります。その場合

は、[コントロールパネル]の[アプリケーションの追加と削除]でＷｉｎｄｏｗｓ 95

の[ワードパッド]、[ペイント]のどちらかをインストールしてください。
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■デ ィ ス プ レ イ の 設 定

イメージデータを高画質で表示するためには、お使いのディスプレイにあわせてカ

ラーイメージューティリティのディスプレイ設定の変更が必要です。

ディスプレイの設定は、[オプション]メニューの[ディスプレイ設定]で行います。

詳しくは、カラーイメージ ユーティリティのヘルプを参照してください。

色温度がD65 またはＤ５０の場合。お使いのディスプレイによっては、画像が全

体的にピンク色がかって表示される場合があります。

この場合は、色温度を「モニタ依存白色」に設定してください。

■ イ メ ー ジ デ ー タ を 編 集 す る

イ メージスキャナからもデータを読み込むことができますが、ここでは市販 されてい

るＰｈＯtＯ ＣＤサンプラーを使用して、ＰｈＯtＯ ＣＤに書き込まれてい るイメージデータを

読 み込んで編集 してみます。

詳しくはカラーイメージ ユーテ ィリテ ィのヘルプを参照してください。

①ＣＤ-ＲＯＭドライブに、ＰｈＯtＯ ＣＤサンプラーのＣＤ-ＲＯＭを挿入します。

②[ファイル]メニューの[開＜]コマンドを選択します。[開 ＜]ダイアログボックスが

表示されます。

③[ファイルの場所]と[ファイル名]を選択した後、[開く]ボタンを押します。ＰｈＯtＯ

ＣＤが読み込まれて[カラーイメージ ユーティリティ]ウィンドウにイメージデータ

が表示されます。

④[イメージ]メニューの[自動高画質化]コマンドを選択します。イメージデータが変

更されて、以前より自然に見えるようになります。

この他にもカラーイメージ ユーティリティにはさまざまな編集機能がついていま

すので、同様にしてイメージデータの加工を行ってください。

⑤[ファイル]メニューの[名前を付けて保存]コマンドを選択します。[名前を付けて

保存]ダイアログボックスが表示されます。

[保存する場所]を選択し、[ファイル名]を入力した後、[ファイルの種類]で保存す

るファイルの形式( ＢＭＰ、ＴＩＦＦ、ＪＰＧ) を選択して、[保存]ボタンを押します。

保存できるデータ形式について、詳しくはカラーイメージユーティリティのヘルプ

を参照してください。
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■ カ ラ ー イ メ ー ジ ユ ー テ ィ リ テ ィ の 注 意 事 項

・イ メージ スキャナで読み込む場合は、ＴＷＡＩＮ３２対応のイメージスキャナ ドラ

イバが必要です（16 ビットのＴＷＡＩＮドライバでの読み込みはサポートしていま

せ ん）。 ドライバの入手方法については、各 スキャナの発売元にお問い合 わせく

ださい。ま た、設定 方法につい ては、イ メージス キャナ に添付 されてい るマ

ニュアルを 参照してください。

。「カ ラーイ メージ ユーテ ィリテ ィ」ま たは 「イメー ジ スキャナ ユーテ ィ リ

ティ」がインストール され た状態では、 「ＰＣ-ＩＮ７００シ リーズ用ＴＷＡＩＮ３２ド

ライ バ」がインストールされています。 このドライバは、ＰＣ-IN700/ ４Ｃ,6C シ

リースのイ メージ スキャナを使用す る際に必要なドライ バですが、本ドライバ

の使用時には仮読 み込み中およびズーム中の中止はできません。

・ＮＥＣ製フルカラーイメージ スキャナ（ＰＣ-IN700/ ４Ｃ、ＰＣ-IN700/6C ）をご使用

の場合、読み取り時のパラメータ設定で、［色／ｙ補正］、［コントラスト］、［ブ ラ

イト］、［彩度］、［色合い］の各設定値は、既 定値で読み取りした場合に限って自動

的に最適化して画 像を表示します。

・圧 縮形式の種類によっては、読み込 めないビットマップフ ァイルがあります。

・圧縮形式お よびマ スクを考慮したＴＩＦＦフ ァイル は読み込むことはできません。

・ＣＭＹＫ形式のＪＰＥＧフ ァイルを読み込むことはで きませ ん。

・Ｐｈｏtｏ ＣＤ形式 の読み込みでは、Ｂａsｅサイズ（512 ×768 ）以外のファイル は読み

込むこ とはできませ ん。

・８ビットモノクロまたは24 ビットＲＧＢフルカラー以外のＪＰＥＧファイルは読み込

むこ とはできませ ん。

・ＰＣ-ＰＲ８２０/3 のプ リンタドライバによっては、独自の色変換が行えない場合が

あ ります。
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2。9　ディスクの内容を見る～FD/ＣＤ表示

ＦＤ／ＣＤ表示では、フロッピーディスクやＣＤ-ＲＯＭなどの内容をすぐに見たい場合、

初めて使用する方でも簡単にディスクの内容を表示できます。また、表示されている

ファイルを作成したアプリケーションで起動したい場合も、クリックするだけで簡単

に起動できます。

■FD/ ＣＤ 表 示 を 利 用 す る

ＦＤ/ＣＤ表示を起動してディスクの内容を表示します。

①[スタート]メニューの[プログラム]－[ＮＥＣユースフルバック]から[FD/ＣＤ表示]を

クリックし、タスクバーの[FD/ＣＤ表示]をクリックします。[ＦＤ/ＣＤ表示]ウィンド

ウが表示されます。

LI 」 PＣ-9821 Nb1 0/5 をお使いの場合、購入時の状態ではＣＤ-ＲＯＭアイコンは表
示されません。ＣＤ-ＲＯＭドライブを接続すると表示されます。

［FD/ ＣＤ表示］ウィンドウに表示されるアイコン

ア イ コ ン

１
　
　

１
や

ｅ

つ

内　容

ハードディスクの内容を表示します。

フロッピーディスクの内容を表示します。

ＣＤ-ＲＯＭ の内容を表示します。

［ＦＤ／ＣＤ 表 示 ］を 終 了 し ま す。
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②[FD/ＣＤ表示]ウィンドウの各アイコンをクリックすると、ディスクの内容が表示さ

れます。

ＣＤ-ＲＯＭの場合は、ＣＤ-ＲＯＭをドライブに挿入すると、自動的に内容が表示され

ます。

(お使いの環境により、画面の内容は多少異なります)

①[関連付けファイル]ボタン…………Ｗｉｎｄｏｗｓ 95に関連付けられたファイルを表示

します。

②[プログラムファイル]ボタン………プログラムファイルを表示 します。

③[関連付けファイル削除]ボタン……関連付けファイルを削除できます。

④[閉じる]ボタン………………………ドライブ内容の表示を終了します。

・フロッピーディスクドライブが２台以上接続されている場合、３台目以降のフ

ロッピーディスクドライプの内容は表示されません。

・再生用のプログラム(98 プレーヤなど)が自動起動するＣＤ-ＲＯＭでは、ＣＤ-

ＲＯＭの内容を自動的に表示することはできません。

・ フロッピーディスクドライブ1 台 と光磁気ディスク装置(ＭＯ)が 接続されてい

る場 合、光ディスクの内容は、２つ目の[ フロ ッピーディスク]ア イコンで表

示されます。

・PC カ ードの内容を表示するには、Ｗｉｎｄｏｗｓの[ エ クスプローラ] を利用して

ください。

・ 表示されるアイコンは、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 に 関 連づけられたファイルのアイコン

だけです。

・ 長いファイル名のファイルのアイコンは、 省略 して(…)表 示されます。

・[ 関 連付けファイル削除] ボタンで削除したファイルは、Ｗｉｎｄｏｗｓの[ゴ ミ箱]

に は入りません。



主なアイコン ��� 内　 容

���上位層のフォルダの内容を表示します。

下位のフォルダの内容を表示します。

ビットマップ形式のファイルです。左クリックすると［ペイント］が起動

し、ファイルの内容を加工・修正できます。

テキスト形式のファイルです。左クリックすると［メモ帳］が起動し、ファ

イルの内容を加工・修正できますo

ワ ードパッドで作成した文書ファイルです。左クリックすると［ワード

パッド］が起動し、ファイルの内容を加工・修正できます。

アプリケーションの操作方法などを説明しているヘルプファイルです。左

クリックするとヘルプの内容が表示されます。

● ●

XXXXX

懲

瘤

ヨ

タ

圖
[FD/ ＣＤ表示] ウ ィン ドウに 表示 され るＷｉｎｄｏｗｓ 95 に 関 連づけられたファイ

ルのアイコンには、 サウンドデータ(＊.ＷＡＶ)やビデオデータ(＊.ＡＶＩ)な どもあり

ます。

● アプ リ ケー シ ョ ンの 実 行

①ディスクの内容を表示しているウィンドウで、[プログラムファイル]ボタンをクリッ

クします。[プログラムファイル表示]ウィンドウに変わり、それぞれの[アプリケー

ション起動]アイコンが表示されます。

(お使いの環境により、画面の内容は多少異なります)

②起動する[アプリケーション起動]アイコンをクリックします。選択したアプリケー

ションが起動します。
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FＤ/ＣＤ表示では、ルートディレクトリにセットアッププログラムを持つＣＤ-

ＲＯＭをＣＤ-ＲＯＭドライブにセットすると自動的にセットアッププログラムを

検出し、実行する機能を持っています。

2。10オーディオＣＤ/ビデオＣＤ/フォトＣＤを再生する
～98 プレーヤ

オーディオＣＤ、ビデオＣＤ(カラオケＣＤ)やフォトＣＤに対応した再生用のアプリケー

ションが起動します。

●ＣＤの規格

98 プレーヤが対応しているＣＤの規格は次のとおりです。規格外のＣＤは再生できな

い場合があります。

・オーディオＣＤ

・ビデオＣＤ(Ｖｅrl.1)／カラオケＣＤ(Ｖｅrl.1)

・ビデオＣＤ(Ｖｅr2.０)

・フォトＣＤ

・フォトＣＤポー トフォリオ

■ ＣＤ を 再 生 す る

[スタート]メニューの[プログラム]-[アクセサリ]-[マルチメディア]をポイントし

て、[98プレーヤ]をクリックするとＣＤの種類に応じて、次のような画面が表示され

ます。

44

●オーディオＣＤの場合

総トラック数と総演奏時間か表示されています。

ボタンの操作方法については、後述する「■オーディオＣＤを聴く」をご覧くださ

い。



●ビデオＣＤ(カラオヶＣＤ)の場合

総トラック数が表示されます。

ボタンの操作方法については、後述の｢ ■ビデオＣＤ(カラオケＣＤ)を見る｣ をご覧くだ

さい。

プレイバックコントロール機能付きのビデオＣＤの場合は、プレイバックコン

トロールウィンドウも表示されます。詳しくは、「・ ビデオＣＤ（カラオケＣＤ）

を見る」をご覧ください。

●フォトＣＤの場合

1枚目の写真が表示されます。

ボタンの操作方法については、「■フォトＣＤを見る」をご覧ください。

■ オ ー デ ィ オ ＣＤ を 聴 く

オーディオＣＤ再生時のボタン操作について説明します。

[Ｏｐtｉｏｎ]をクリックすると、98 プレーヤの下に、拡張ボタンが表示されます。

●基本的な使い方

・再生／一時停止

[●・･]ボタン

[||]ボタン

・停止

[■] ボタン

・クリックすると、再生が始まります([||]に変わる)。

・クリックすると、一時停止します([●・･]に変わる)。

再度[●･]をクリックすると、一時停止した場所から再生しま

す。

・クリックすると再生を停止、または一時停止状態を解除しま

す。
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[■]ボタンで停止させた後[●･]をクリックすると先頭の曲に戻って再生を始め

ます。

・巻き戻し ／早 送り

[1●●]ボタン

[●,ﾑ●４]ボタン

・再生中、または一時停止中にクリックし続けると巻き戻し、ボ

タンを離すと再生します。

・再生中、または一時停止中にクリックし続けると早送り、ボタ

ンを離すと再生します。

画面の時間表示が変化します。ボタンを離すとそのとき表示されている時間か

ら再生を開始します。

一曲 の 頭 出 し　

[卜･･●] ボ タ ン

[●･l]ボタン

・再生中、または一時停止中にクリックすると、再生中の曲の先

頭に戻って再生します。

・再生中、または一時停止中に連続してクリックすると、一曲ず

つ再生する曲番号が戻ります。

・停止中に連続してクリックすると、クリックした数だけ戻って

再生します。

・再生中、または一時停止中にクリックすると、再生中の次の曲

から再生します。

・再生中、または一時停止中に連続してクリックすると、一曲ず

つ曲番号が先に進んで再生します。

・ＣＤ-ＲＯＭトレイのイジェクト

[●]ボタン　　　・停止中にクリックするとトレイがイジェクトされ、再度クリック

するとトレイが収納されます(本機では使用できません)。

イジェクト機能は、ＣＤ-ＲＯＭドライブによっては使用できない場合がありま

す。

・98 プレーヤの終了

[ＥＸｉt]ボタン ・クリッ クす ると、終了 します。

●[Optｉｏｎ]ボタンの使い方

・リピート[Ｃ] ボタン

クリックするたびに、リピート再生モードが1曲のみ、全曲へと切り替わり、インジケー

タが表示されます。

・演奏時間表示切り替え[(9) ボタン

クリックするたびに、表示ディスプレイ部分の時間表示が、現在のトラック内の演奏

経過時間か残り演奏時間に切り替わります。



・[Pr ｏｇrａｍ] ボタン

再生順序を指定できます。詳しくは、｢ オーディオＣＤ／ビデオＣＤの再生順序を指定

する｣ をご覧ください。

・ミュート[････] ボタン

左右の音声出力を同時にＯＦＦします。 音声出力が左右ともＯＦＦの場合に、こ のボタン

をクリックすると、左 右同時にＯＮになります。

ただし、ＣＤの再生中は使用できません。

・音声チャンネル[ ゆ1][略] ボタン

[●] ボタンは、左チャンネル、[略] ボタンは右チャンネルの音声出力のＯＮ/ＯＦＦを切

り替 えます。

・[状 態設定]ボタン

[自動再生]チェックボックスを選択すると、98 プレーヤの起動時に自動的に再生が始

まります。

[元の画像サイズで表示]ボタンと[カラオケ一覧表示]ボタンは利用できませ

ん。

■ ビ デ オ ＣＤ( カ ラ オ ヶ ＣＤ) を 見 る

ビデ オＣＤ 再生時 のボタン操作について説明 します。

[Ｏｐｉtｉｏｎ]を クリッ クする と、98 プ レーヤの下に、拡張ボタンが表示されます。

●基本的な使い方

基本的な操作は、オーディオＣＤとほとんど同じです。

前述の「■オーディオＣＤを聴く」の「●基本的な使い方」をご覧ください。

・ビデオＣＤの再生中にウィンドウサイズをひんぱんに変更すると、ビデオの

表示が乱れることがあります。このようなときは、98 プレーヤをいったん

終了させて再起動すると、表示が正常に戻ります。

・プレイバックコントロール機能に対応したビデオＣＤの再生時には、頭出し

機能は利用できません。
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●[Opt ｉｏｎ]ボタンの使い方

・リピート[ ○] ボタン

クリックするたびに、リピート 再生モードが1プ ログラムのみ、全プログラムへと切

り替 わり、インジケータが表示されます。

・[Ｐrｏｇrａｍ] ボタン

再生順序を指定できます。詳しくは、｢ オーディオＣＤ／ビデオＣＤの再生順序を指定

す る｣ をご覧ください。

・ミュート[Ｓ･･] ボタン

左右の音声出力を同時 にＯＦＦします。音声出力が左 右ともＯＦＦの場合に、このボタ

ンをクリックする と、左右同時にＯＮになります。

・音声チャンネル[ ゆI][略] ボタン

[●]ボタンは、左チャンネル、[略] ボタンは右チャンネルの音声出力のＯＮ/ＯＦＦを切

り替えます。

カラオケＣＤでは、カラオケ演奏とボーカル音声は、左右どちらかのチャンネ

ルに分かれて録音されています。ボーカル音声を消すときは、左右どちらか、

ボーカル音声が録音されているチャンネルの音声をほ消す必要があります。左

右どちらかの音声を消すときは、[ゆ1]または[峰] をクリックします。また、[･･･4]

をクリックすると、両方の音声を消すことができます。

・[元の画像サイズで表示]ボタン

ビデオＣＤの再生時に、ウィンドウのサイズを起動時のサイズに戻します。

・[カラオケ一覧表示]ボタン

カラオケＣＤの曲目が一覧表示されます。再生した曲目をクリックし、さらに[演奏]ボ

タンをクリックすると、すぐに再生が始まります。

・[状態設定]ボタン

[自動再生]チェックボックスを選択すると、98プレーヤの起動時に自動的に再生が始

まります。

[画像再生時にスクリーンセーバを起動しない]チェックボックスを選択すると、ビデ

オＣＤの再生時にスクリーンセーバを起動させないようにします。

・[演奏時間表示切り替え]ボタンは、利用できません。

・プレイバックコントロール機能を用いて独自のメニュー表示を行っているカ

ラオケＣＤでは、[カラオケ一覧表示]ボタン、[リピート]ボタン、および

[Ｐrｏｇrａｍ]ボタンは利用できません。



●プレイバックコントロールの使い方

プレイバックコントロール機能付きのビデオＣＤの再生時には、98 プレーヤとともにプ

レイバックコントロールウィンドウが表示されます。

・皿 ボタン

画面を表示します。

・圖 ボタン

前画面に戻ります。

・圖 ボタン

次画面に進みます。

・皿 ボタン

メニュー画面に戻ります。

・酉－Ｉ ボタン

数値を選択するときに使います。

１ －Ｉ の数字ボタンで番号を決定して 圖| ボタシをクリックするとヽ画面を表示

します。

・［▼］ボタン

プレイバックコントロールウィンドウをアイコン化します。

・㎜ml

番号表示部分をクリックすると、数字ボタンで選択された番号をキャンセルします。

各ボタンの機能は、ＣＤ-ＲＯＭにより多少異なっていますので、ＣＤ-ＲＯＭ添付

の説明書を参照してください。

■ オ ー デ ィ オＣＤ／ ビデ オＣＤの 再 生順 序 を 指 定 す る

①98プレーヤの[Ｏｐtｉｏｎ]ボタンをクリックします。

98プレーヤの下に拡張ボタンが表示されます。

②[Ｐrｏｇrａｍ]ボタンをクリックします。

[プログラム予約]ダイアログボックスが表示されます。
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・プログラムの再生中と一時停止中は、［Prｏｇrａｍ］ボタンは使用できません。

・プレイバックコン トロール機能に対応したビデオＣＤでは利用できません。

③[トラック]の一覧に表示されているプログラムのどれかをクリックし、[追加]ボタン

をクリックします。

[予約した曲]へ、選択したプログラムが登録されます。

予約済みのプログラムを解除するときは、［予約された曲］の一覧から解除した

い曲を選択し、［削除］ボタンをクリックします。また、すべての予約を解除す

るときは、［全削除］ボタンをクリックします。

④[ＯＫ]ボタンをクリックします。

予約内容を設定しない場合は[Ｃａｎｃｅ１]ボタンをクリックします。

⑤98 プレーヤの[●･]ボタンをクリックします。

登録した順序で再生を始めます。

■ フ ォ トＣＤ を 見 る

フォトＣＤ再生時のボタン操作について説明します。

[Ｏｐtｉｏｎ]をクリックすると、98 プレーヤの下に拡張ボタンが表示されます。
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●基本的な使い方

・自動表示／停止

[●･･]ボタン　　　 クリックすると、自動表示を行います。

[■]ボタン　　　 クリックすると、自動表示を停止します。

・表示

[14･●]ボタン　　 クリックする、巻き戻します(ポートフォリオの再生時のみ)。

[●参1]ボタン　　 クリックする、早送りします(ポートフォリオの再生時のみ)。

[1･●]ボタン　　　クリックすると、１つ前の写真に戻ります。

[●1]ボタン　　　クリックすると、次の写真を表示します。

・ＣＤ-ＲＯＭトレイのイジェクト

[血]ボタン　　　 停止中にクリックすると、トレイがイジェクトされ、再度クリッ

クするとトレイが収納されます(本機では使用できません)。

イジェクト機能は、ＣＤ-ＲＯＭドライブによっては使用できない場合がありま

す。

・98 プレーヤの終了

[ＥＸｉt]ボ タン　　98 プ レーヤを終了します。

●【Optｉｏｎ】ボタンの使い 方

・[Ｏｐｅｎ]ボタン

フォトＣＤに記録されている写真 のファイル名一覧を表示します。表示したいフォト

ＣＤのファイル名を選択し、[ＯＫ]ボタンを クリックします。

・[Liｓt]ボタン

フォトＣＤに記録されている写真を縮小一覧表示します。 写真をクリックすると、拡

大表示 します。

・[Siｚｅ]ボタン

クリックすると、[ＰｈｏtｏＣＤ画面サイズの設定]ダイアログボックスが表示 されます。

画面サイズを指定できます。

・[Ｃｏｌｏr]ボタン

クリックすると、[表示色数の設定]ダイアログボックスが表示されます。表示色数を

指定できます。

・[ｃｏｐy]ボタン

クリックすると、表示 されている写真をクリップ ボードビューアヘ コピーします。

[ＣＯｐy]ボタンをクリックするだぴに、新しい写真データがクリップボードに上

書きされ、前にコピーしたデータは消えてしまいます。コピーしたデータは次

のコピーを行う前に必ず保存してください。
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・[Ｓａｖｅ]ボタン

クリックすると、[ファイル名を指定する]ダイアログボックスが表示されます。ファ

イル名を指定して、写真をビットマップ形式のフ ァイル(.ＢＭＰ)として保存できます。

・[Ｅｘtｅｎｓｉｏｎ]ボタン

ＪＰＥＧに関する各種設定を行います。詳しくは、[Ｈｅｌｐ]ボタンをクリックして、オン

ライ ンヘルプをご 覧くだ さい。

フ ォトＣＤポ ートフォリオを再生している場合、［Ｏｐｅｎ］ボタン、［Liｓt］ボタン

の機能は利用で きません。

フォトＣＤポートフォリオのＣＤで、［Ｏｐｅｎ］ボタン、［Liｓt］ボタンの機能を利用

すると きは［Ｅｘtｅｎｓｉｏｎ］ボタンを選び、ダ イア ログボックス中の 「ＰｈｏtｏＣＤ

ポ ートフォリオのときはポー トフォ リオモードで再生」チ ェッ クボックスをOFF

に し て、 通常の98 プ レーヤとして利用してください。



2 ．11 英語モードフォントを使用する

日本語モードフォントのままで海 外製Ｗｉｎｄｏｗｓ 95アプ リケーションをＷｉｎｄｏｗs 95

で利用する場 合、著 作権(○)や登録商標(⑧)が正しく表示 されません。 そのため、使用

するフォントの一部を英 語モードフォントに切り替えて正しく表示する必要があ りま

す。ま た、その逆に英語モー ドのままで 日本語版Ｗｉｎｄｏｗs 95 アプ リケーションを

Ｗｉｎｄｏｗs 95 で利用す る場合 も、正 しく表 示されない 文字 があ ります。 それぞれの

モー ドでの表示状態につい ては、次 の通 りです。

�海外製Windows 95

アプリケーションを使用 �

日本語版Windows 95

アプリケーションを使用

日本語モードフォント �「Ｏ」→「ウ」、「⑧」→「ョム

「＼」→「￥」 �

正しく表示される

英語モードフォント �正しく表示される �［ウ」→「○」、「ョ」→「⑧ム

［￥」→「＼」

● 英 語 モ ー ド フ ォ ン ト へ の 切 り 替 え

使 用 す る フ ォン ト を 日本 語 モ ー ドか ら英 語 モ ー ド に 切 り替 え ます 。

①[ ス タ ー ト] メ ニ ュ ー の[ 設 定] －[ コ ン トロ ー ル パ ネ ル] か ら[ フ ォ ン ト] を 選択 し ま

す。[ Ｆｏｎtｓ]フ ォ ル ダ が 開 き ま す 。

②[ フ ァ イ ル] メ ニ ュ ー の[ 新 し い フ ォ ン トの イ ン ス トー ル] コ マ ン ド を選 択 し ま す。

[フ ォ ン トの 追 加] ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス が 表 示 さ れ ま す 。

③[ ド ラ イ ブ] に Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 が イ ン ス トー ル され てい る ド ラ イ ブ( 出 荷時 は｢ Ａ:｣)　　

を 指 定 し 、[ フ ォ ル ダ] に｢ ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＵＳＦＯＮＴ｣ を 指 定 し ま す 。

④[ フ ォ ン トの 一 覧] の リス トボ ッ ク ス に 、｢ ＥｎｇｌｉｓhModeFi ｘｅｄＳyｓ( Ｓｅt ＃6)｣ 、

｢ＥｎｇｌｉｓｈＭｏｄｅＳyｓtｅｍ( Ｓｅt 毒6)｣ 、｢ ＥｎｇｌｉｓｈＭｏｄｅＴｅrｍｉｎａｌ(Ｓｅt ＃6)｣ が 表 示

さ れ る こ と を確 認 して か ら 、[ す べ て 選 択] ボ タ ン を 押 した 後 、[ ＯＫ]ボ タ ン を 押 し

ま す 。[ Ｆｏｎtｓ]フ ォ ル ダ内 に 英 語 モー ド フ ォ ン ト が 追 加 さ れ 、 英 語 モ ー ド フ ォ ン

トに 切 り 替 わ り ま す 。

使用しているフォントが英語モードのままで、日本語版Ｗｉｎｄｏｗｓ 95アプリ

ケーションをＷｉｎｄｏｗｓ 95で利用すると、「ウ」、「ヨ」、「￥」が正しく表

示されなくなります。この場合、英語モードを日本語モードに切り替えてくだ

さい。
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● 日 本 語 モ ー ド フ ォ ン ト へ の 切 り 替 え

使 用 す る フ ォ ン トを 英 語 モ ー ド か ら 日本 語 モ ー ド に切 り 替 え ま す。

①[ ス タ ー ト] メ ニ ュ ー の[ 設 定] －[ コ ン トロ ー ル パ ネ ル] か ら[ フ ォ ン ト] を 選 択 し ま

す 。[ Ｆｏｎtｓ]フ ォ ル ダ が 開 き ま す 。

②[Ｆｏｎtｓ]フ ォ ル ダ 内 の｢ ＥｎｇｌｉｓhModeFi ｘｅｄＳyｓ(Ｓｅt 毒6)｣ 、｢ ＥｎｇｌｉｓｈＭｏｄｅ Ｓyｓ-

tｅｍ( Ｓｅt 毒6)｣ 、｢ ＥｎｇｌｉｓｈＭｏｄｅＴｅrｍｉｎａｌ(Ｓｅt 毒6)｣( 実 際 に は 名 前 が 短 ＜表 示

さ れ る 場 合 も あ り ま す) を 選 択 し、[ フ ァ イ ル] メ ニ ュ ーの[ 削 除] コ マ ン ドを 選 択 し

ま す。｢ こ れ ら の フ ォ ン ト を削 除 して も よ ろ し い で す か ？｣ と い うメ ッ セ ー ジ が 表

示 さ れ ま す 。[ は い] ボ タ ン を 押 す と 英 語 モ ー ドフ ォ ン トが 削 除 さ れ 、 日 本 語 モ ー

ドフ ォ ン ト に切 り 替 わ り ま す 。

使用しているフォントが日本語 モードのままで、海外版Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 ア プ リ

ケーションをＷｉｎｄｏｗｓ 95 で 利 用すると、著作権(○)や登録商標((E))が 正 し ＜表

示されなくなります。この場合、日本語モー ドを英語モードに切り替えてくだ

さい。



2
。12　LANｼﾘｰ

ｽﾞ の デ ー タ を 見 る

～ＬＡＮＰＬＡＮ/Ｇ、LANFILE 、ＬＡＮＷ ＯＲＤフ ァ イ ル の ク イ ック 表 示

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 では、Ｗｉｎｄｏｗsベ ースのアプ リケーションで作成 されたフ ァイルは、

アプリケーションを起動しなくても、クイ ックビューアでそ の内容を簡単に表示す る

こ とができます。 本機 では、ＬＡＮシ リー ズで作成 したフ ァイル もクイ ックビューア

で表示す ることができます。 クイックビューアで表示できるＬＡＮシリーズのフ ァイ

ル形 式については 、各 項を参照してくだ さい。

● フ ァイ ル を クイ ッ ク 表 示 す る

ファイルの内容をクイックビューアで表示します。

①[スタート]メニューの[プログラム]をポイントし[エクスプローラ]を起動するか、

またはデスクトップの[マイコンピュータ]をダブルクリックします。

②表示したいファイルを選択した状態で、マウスの右ボタンをクリックしホップ

アップメニューから[クイックビューア]を選択するか、同じ状態で、[ファイル]

メニューからの[クイックビューア]を選択してください。

[クイックビューア]が起動し、選択されたファイルの内容が[クイックビューア]

ウィンドウに表示されます。

● ク イ ッ ク 表 示 す る と き の 注 意

・ＬＡＮＰＬＡＮ/Ｇ ワ ー ク シ ー ト フ ァ イ ル の ク イ ッ ク 表 示 の 注 意 事 項

・ ク イ ッ ク表 示 の 対 象 と な る フ ァ イ ル は 、ＬＡ ＮＰＬＡＮ ／Ｇ( Ｗｉｎｄｏｗｓｓ版 、

Ｗｉｎｄｏｗｓｓ 95 版 、 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴｍ 版) ワ ー クシ ー ト フ ァイ ル(＊.ＤＳＴ) ま た は 文 豪

ＤＰ-ＰＬＡＮ の ワ ー クシ ー トフ ァイ ル(＊.ＤＳＴ) の み で す 。 マ ク ロ シ ー ト フ ァ イル

(＊．ＤＭＴ)やＰＴＯＳ版ＬＡＮシ リ ー ズ 、 文 豪ＰＬＡＮ の フ ァイ ル を クイ ッ ク表 示 す る

こ とは で き ませ ん。

・ クイ ッ ク表 示 機 能 は フ ァイ ル 内 容 の簡 易 表 示 を 目 的 とし て い ま す。　し た が っ

て 、 ワー クシ ー トに 設 定 され た書 式 情 報( 罫 線 ／ パ タ ー ン ／ 文 字 色 等) の 一 部 は

省 略 し て 表示 さ れ ま す 。

・最 大表 示 範 囲 は 、20 列 ×50 行 で す。

・ＬＡＮＦＩＬＥデ ー タ ペ ー ス フ ァ イ ル の ク イ ッ ク 表 示 の 注 意 事 項

・ クイ ッ ク 表示 の 対 象 とな るフ ァ イ ル は 、ＬＡＮＦＩＬＥ(Ｗｉｎｄｏｗsｌ版 、Ｗｉｎｄｏｗs1　

95 版) デ ィ レ ク ト リフ ァイル(＊．ＤＤＲ)に 関 連 付い て い る デ ー タベ ー スフ ァイ ル と

送 信 形 式 フ ァ イ ル(＊．ＤＤＳ)の み で す。 マ ク ロ シ ー ト フ ァイ ル(＊．ＤＤ Ｍ) や 帳 票

フ ァイ ル(＊．ＤＤＴ)、ＰＴＯＳ版ＬＡＮＦＩＬＥ、ＬＡＮＦＯＬＤＥＲ、 文 豪ＣＡＲＤ のフ ァイ

ル は クイ ッ ク表 示 で き ま せ ん。

・ ク イ ッ ク 表 示 機 能 は フ ァ イ ル 内 容 の 簡 易 表 示 を 目的 と し て い ま す。 し た が っ

て 、 デ ィ レ ク ト リフ ァ イル に設 定 され た 書式 情 報( 文 字色 ／ 文 字 フォ ン ト／ 文 字

サ イ ズ) の 一 部 は省 略 し て 表 示 され ま す 。
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・最大表 示桁数 は100 件までです。

・デ ィレ クトリファイル に関連付いてい るファイル がなく、同じディレクトリに

同 じ名 前のデータファイル が存在しない場合 、表 定義情報のみクイック表示 さ

れ 、デ ータは表示 されませ ん。

・表定義 のみで作成 したディレ クトリファイル をクイ ック表示した場合 、表定義

情 報のみクイック表示 され 、デ ータは表示 されませ ん。

・１レコードの表示幅が３４０バイ トを超える場合、３４０バイト以内の項目まで表示

し ます。

・ディレ クトリファイルに関連付いてい るデー タフ ァイルを読み込んでいる とき

にエラーが発生した場合、ディレクトリフ ァイルのエラーとしてメッセージが

表示 されます。

・ＬＡＮＷＯＲＤ文書ファイルのクイック表示の注意事項

クイック表示の対象とな るフ ァイル は、ＬＡＮＷＯＲＤ(Ｗｉｎｄｏｗｓ９版、Ｗｉｎｄｏｗs・95

版、Ｗｉｎｄｏｗs ＮＴｎ４版)文書ファイル(＊．ＤＷＤ)または文豪ＤＰ-ＷＯＲＤ の文書ファイル(

＊．ＤＷＤ)のみです。 ＰＴＯＳ版ＬＡＮシリーズのファイルを クイ ック表示す ることはで

きません。



2
。
１３　 Ｄ Ｏ Ｓ Ａ Ｐ イ ン ス ト ー ラ

Ｗｉｎｄｏｗs 95の動作環境を変更せず、ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのインストールを

行うことができます。また、既にインストールされているＭＳ-ＤＯＳアプリケーショ

ンのショートカットを作成したり、使用しているデバイスドライバの内容を確認/修

正することもできます。

次のようなＭＳ-ＤＯＳアプリケーションは、Ｗｉｎｄｏｗｓ上では実行できません。

・ フロッピーデ ィスクからの 起動が必要なアプリ ケーシ ョン

このようなアプリケーションは、Ｗｉｎｄｏｗｓを終了してＭＳ-ＤＯＳモードで再

起動してから実行して くだ さい。 起動方 法の詳細については、アプリケー

ションに添付しているマニュアルを参照して ください。

・ＡＤＤＤＲＶコマ ンドに対 応していないか な漢字変 換機 能を利用 するアプリ

ケーションや、終了後ＭＳ-ＤＯＳに戻 らないアプリケーション

このようなアプリケーションは、 後述の「アプリケーション を利用する際

の注意」を参照してください。

ここで「ショートカットを作成する」とは、「［スタート］メニューにアプリ

ケーションを登録する」という意味です。

アプリケーションをインストールする前にアプリケーション添付のマニュアル

をよく読んで、アプリケーションがインストール中にコンピュータを自動的に

リセットするかどうかを調べてください。

インストール中にコンピュータを自動的にリセットするアプリケーションは、

ＤＯＳ ＡＰインストーラではインストールできませんので、ＭＳ-ＤＯＳモードで

コンピュータを再起動して、手作業でインストールしてください。

手作業によるアプリケーションのインストールについては後述の「手作業によ

るアプリケーションの登録」を参照してください。
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■ ＭＳ-ＤＯＳア プ リ ケ ー シ ョ ン を イ ン ス ト ー ル し て シ ョ ー ト カ ッ ト

を 作 成 す る

ＤＯＳ ＡＰインストーラを使用して、新しくＭＳ-ＤＯＳアプリケーションをインストー

ルした後、ショートカットを作成するには、次の手順で行ってください。

58

●ＤＯＳ ＡＰイ ン ス ト ー ラ で の イ ン ス ト ー ル

ＭＳ-ＤＯＳアプ リケーシ ョンをＤＯＳ ＡＰイ ンストーラを使 用してイン ストール しま

す。

①[スタート] メニューの[ プログラム]をポイントし、[ＤＯＳアプリケーション]から

[ＤＯＳ ＡＰの登録] を起動 します。

[ＤＯＳアプ リケーシ ョンの登録]ダイ アロ グボックスが表示 されて、インストール

に必要な手順や注意事項が説明されます ので、確認しな がら[次へ]ボタンを押し

て進めてくだ さい。

②処理を進め てい くと、ＭＳ-ＤＯＳプロ ンプトが起動 して、ＭＳ-ＤＯＳモードのＤＯＳ

ＡＰインストーラの画面が表示されます。インストールするＭＳ-ＤＯＳアプリケー

ションのインストー ル手順にしたがって、 イン ストールを行って くだ さい。

Ａ= ￥ 》●

IS-００Ｓアプリケーションの マニ ュアルにし たか ってアプリケーション
の インストール( セット アッ プ) をけ ってく ださい 。

アプリケーションの イン スト ール終了後、Iｓ（ｘ)ｓの プロンブトに戻っ

たら、ExIT と入力し てリターンキーを押してください。このIS 一帥S

原li を鈴了してｗ,ndows に戻り ます。

注厦-(

Ｘ)Sアプリケーションの インスト ールプロ グラムで、∽・=IGSS　

／4JT(瓦ｘEC.ＢＡＴ を修正する／しないをl できる鳩゛は、必ず

Ｃｏ・=IG.SS ／4JTCIxEC, ａＡＴ を修正するli 択してく11 さい。
また、lS（X)S アプIZ －シ ンの インストール終 了哨に リセット　

(再起動) を促す4. かあ
召
ますが、行 わない でく ださい 。

イ　｜　　｜　 「　 ’」　 ‥ 丿 川　　 ヤン［ ］‥I， 卜l,･=「　 ∧」

LI 」

Lj

・ＭＳ－ＤＯＳア プ リケ ー シ ョ ンの イ ン ス ト ール 中 にＣＯＮ ＦＩＧ．ＳＹＳと

ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴの変更を選択する場面がある場合は、必ず “変更 する”を

選択してください。

・インストールに際して必要なファイルがハードディスクに存在しない場合、

以降の操作が正し ＜実行できない場合があります。

M Ｓ-ＤＯＳアプリケーションのインストール方法については、ＭＳ-ＤＯＳアプリ

ケーションに添付されているインストールまたはセットアップ関連のマニュア

ルを参照してください。



③ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのインストール終了後、ＥＸＩＴ腿 と入力するとＷｉｎ-

do ｗｓ 95の画面に戻ります。

M Ｓ-ＤＯＳアプリケーションのインストール後、リセット(再起動)の指示がある

場合がありますが、絶対に行わないでください。必ずインストール終了後は、

ＥＸＩＴ{il}と入力して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の画面に戻ってください

ＤＯＳ ＡＰインストーラでインストールできなかった場合は、後述の｢ 手作業によ

るアプリケーションの登録｣ を参照してインストールしてください。

④引き続き、[ＤＯＳアプリケーションの登録]ダイアログボックスが表示されて、イ

ンストールしたＭＳ-ＤＯＳアプリケーションを[スタート]メニューの[プログラム]

－[ＤＯＳアプリケーション]フォルダに登録する作業が行われますので、これ以降

の｢ インストールしたＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのショートカットの作成｣ の処

理を進めてください。また、登録しない場合は、[終了]ボタンを押して[ＤＯＳＡＰ

インストーラ]を終了してください。

● イ ン ス ト ー ル し た ＭＳ-ＤＯＳア プ リ ケ ー シ ョ ン の シ ョ ー ト カ ッ ト の 作 成

イン ストール したＭＳ-ＤＯＳアプ リケーション のショー トカ ットを 作成 します。

①ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションの起動方法 を選択する画面で、[コマンドで起動]また

は[自動的に起動]のどちらかを選択した後、[次へ]ボタンを押してＭＳ-ＤＯＳアプ

リケーシ ョンを起動するコマン ド名を入力する画面に進ん でください。

②コマンド名にはＭＳ-ＤＯＳアプリケーションの起動コマンドを入力する か、[参照]

ボタンを押して 起動用に作成、インストールした実 行ファ イル(＊.ＥＸＥ)、バッチ

ファイル(＊.ＢＡＴ)またはコマンドファイル(＊．ＣＯＭ)を選択した後、[ＯＫ]ボタンを

押し てください。

M Ｓ-ＤＯＳアプリケーションの起動コマンドについては、ＭＳ-ＤＯＳアプリケー

ションに添付されているインストールまたはセットアップ関連のマニュアルを

参照してください。

③選択したコマンドを表示しますので、確認した後、［次へ］ボタンを押してください。

次に、起動するＭＳ-ＤＯＳアプリケーションの登録名を指定する画面が表示されま

す ので、 アプリケーション名を 入力した後、［次へ］ボタンを押し てくだ さい。

④次にＭＳ-ＤＯＳアプリケーション の起動に必要なデバイスドライバや環境変数を設

定する作業が行われますので、これ以降の「ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションの起動用

ア イ コン のデ バイ スド ラ イバ、 環 境変数 の 設定 」の 処 理を 進め てく ださ い。

シ ョートカットの作成 が必要ない場合は、［終了］ボタンを押して［ＤＯＳ ＡＰインス

トーラ］を終了して くだ さい。

M Ｓ-ＤＯＳアプリケーションの起動に必要なデバイスドライバや環境変数につ

いては、ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションに添付されているインストールまたは

セットアップ関連のマニュアルを参照してください。
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● ＭＳ･ＤＯＳア プ リ ケ ー シ ョ ン の デ バ イ ス ド ラ イ バ 定 義 フ ァ イ ル の 編 集

インストールしたＭＳ-ＤＯＳアプ リケーション起動 用デ バイスドライ バ、環境変数を

設 定します。ただし、ＭＳ-ＤＯＳアプ リケーシ ョンのインストール時にＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳ

やＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴが変 更され た場合 は、こ の処理 は行えませ ん。

①［オプ ション］ボタンを押 します。［ＤＯＳアプリケーションの登録］ダイアログボッ

クスが表示されます。［デバイスドライバ定義ファイルの編集］プロパティシート

が表示されます。

便 用 ファイル粕 祠

… …… …… … …… …… … …… …… … …… …… … …… …… … …,i

1…………jぞ( ルｉ 寛 永)y ………|

|

… … … … …

Ｊ ご …………| ………雨i ………| ……………細 …………||

…… … …… …… … …… …… … …… …… … …… …… … …… …… … …… …… … ……

･ｉ 暁ﾌ,ｲﾙ(旦)………|

F　　OK　　 ｜ ‾ 扁ｾi ………|………無柚41j　l

②デバイスドライバを新規に追加する場合は、[追加]ボタンを押すと、デバイスド

ライバを選択する画面が表示されます。[ファイルの場所]、[ファイル名](デバイ

スドライハ名: ＊.ＤＲＶ)を選択した後、[開＜]ボタンを押すと[有効な内容]に新規

に追加したデバイスドライバが表示されます。

[追 加]は 、Ｗｉｎｄｏｗｓの[マ イ コンピュータ] または[ エクスプローラ] の[表 示]－[

オ プション] を実行して、[ すべてのファイルを表示] を チェックしてから行っ

て ください。

③すでに設定されているデバイスドライバを削除する場合は、［有効な内容］に表示

されているデバイスドライバを選択した後、［無効↓］ボタンを押します。デバイ

スドライバが［無効な内容］に移動します。

一度、削除したデバイスドライバを設定する場合は、［無効な内容］に表示されて

いるデバイスドライバを選択した後、［↑有効］ボタンを押します。

④デバイスドライバの設定内容が変更できたら、［更新］ボタンを押してください。

デバイスドライバの設定内容が更新されます。引き続き、環境変数の設定内容の

変更を行いたい場合は、［ＤＯＳ ＡＰ起動用ファイルの編集］タグを押してくださ

い。［ＤＯＳ ＡＰ起動用ファイルの編集］プロパティシートが表示されますので、こ

れ以降の「ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションの起動用ファイルの編集」の処理を進めて

ください。必要ない場合は、［キャンセル］ボタンを押して「ＭＳ-ＤＯＳアプリケー

ションの起動用メモリサイズの設定」の処理に進んでください。



・すでに設定されているデバイスドライバを編集したり、パラメータを変更す

る場合は、[有効な内容]に表示されているデバイスドライバを選択した後、

[編巣]ボタンを押します。[指定行の修正]ダイアログボックスが表示されま

す。行の修正をした後、[更新]ボタンを押すと、デバイスドライバのパラ

メータが更新されます。

・他のアプリケーションで使っているデバイスドライバ定義ファイルを共有す

る場合は、[ファイル変更]ボタンを押して共有するファイルを選択してくだ

さい。
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●ＭＳ-ＤＯＳア プ リ ケ ー シ ョ ン の 起 動 用 フ ァ イ ル の 編集

インストールしたＭＳ-ＤＯＳアプリケーション起動用環境変数を設定します。

①[ＤＯＳ ＡＰ起動用ファイルの編集]プロパティシートで環境変数を新規に追加する

場合は、[追加]ボタンを押すと、環境変数を入力するための画面が表示されま

す。環境変数を入力した後、[更新]ボタンを押すと[有効な内容]に表示されま

す。

②すでに設定されている環境変数を削除する場合は、[有効な内容]に表示されてい

る環境変数を選択した後、[無効↓]ボタンを押します。環境変数が[無効な内容]

に移動します。
削除した環境変数を設定する場合は、[無効な内容]に表示されているデバイスド

ライバを選択した後、[↑有効]ボタンを押します。

③環境変数の設定内容が変更できたら、[更新]ボタンを押して、[ＯＫ]ボタンを押し

てください。環境変数の設定内容が更新されて、[ＤＯＳアプリケーションの登録]

ダイアログボックスが終了し、メモリサイズを設定する画面に進みます。メモリ

サイズの設定が必要な場合は、｢ ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションの起動用メモリサイ

ズの設定｣ の処理を進めてください。

●ＭＳ-ＤＯＳアプ リケ ー シ ョン の 起 動 用 メ モ リサ イ ズ の 設 定

インストールしたＭＳ-ＤＯＳアプリケーションの起動用メモリサイズを設定します。

①[オプション]ボタンを押すと、 ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションを実行するディレク

トリを設定する画面が表示されます。
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②実行するディレクトリ名を入力した後、［次へ］ボタンを押します。設定内容が有

効になり、メモリサイズを設定する画面に進みます。

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜

③[コンベンショナルメモリ]、[ＥＭＳメモリ]、[ＸＭＳメモリ]、[環境変数の初期サ

イズ]を設定した後、[次へ]ボタンを押します。コマンド、実行ディレクトリ、メ

モリサイズの設定を確認する画面が表示されます。

④設定を確認した後、[次へ]ボタンを押します。 ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションが、

[スタート]メニューからアイコンを選択することで起動できるようになります。

●ＭＳ-ＤＯＳアプ リ ケー シ ョン を起 動 す る

[スタート]メニューの[プログラム]をポイントし、[ＤＯＳアプリケーション]にある

ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのアイコンを選択してください。起動したいＭＳ-ＤＯＳア

プリケーションが起動します。または、[ＤＯＳアプリケーション]フォルダを開いて

ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのアイコンをダブルクリックしてください。



■ ＭＳ-ＤＯＳア プ リ ケ ー シ ョ ン の シ ョ ー ト カ ッ ト を 作 成 す る

ＤＯＳ ＡＰインストーラを使用して、新しくＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのショート

カットを作成するには、次の手順で行ってください。

● ＭＳ-ＤＯＳア プ リ ケ ー シ ョ ン の シ ョ ー ト カ ッ ト の 作 成

ＭＳ-ＤＯＳアプ リケー ションのショートカッ トを作成します。

①[ＤＯＳ ＡＰショートカットの作成]を起動すると、[ＤＯＳアプ リケーションの登録]

ダ イア ログボックスが表示 されます。

②画面に表示される指示にしたがって、[次へ] ボタン を押して処理 を進めて くださ

い。ハードディスクにインストールされているＭＳ-ＤＯＳアプリケーションを起動

する コマンドを入力する画 面が表示されます。起 動コマンドを入 力す るか、[ 参

照] ボタンを押 して起動用に作成、また はインス トール されている実行ファイル

(＊.ＥＸＥ)、 バッチファイル(＊.ＢＡＴ)または コマン ドファイル(＊．ＣＯＭ)を選択 した

後、[ＯＫ]ボタンを押してください。

③アプリケーション名を設定する画面が表示されますので、アプリケーション名を

入力した後、[ 次へ]ボタンを押してください。 以降 のデバイスドライバ、 環境変

数、 メモリサイズの設定は、前 述の｢ ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションをインストール

してシ ョートカッ トを作成す る｣ で行 ったの と同 じ手順 で設 定して ください。

ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのショートカットが、[ スター ト]メニューの[プロ グ

ラム]-[ＤＯＳアプリケーショ ン]に登録されます。

● ＭＳ-ＤＯＳアプ リケ ー シ ョン の シ ョー トカ ッ トの 起 動

ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのショートカットを起動するには、次の２つの方法があ

ります。

・[スタート]メニューの[プログラム]一[ＤＯＳアプリケーション]からＭＳ-ＤＯＳアプ

リケーションのショートカットをクリックする

・[マイ コンピュータ]や[エクスプローラ]から￥Ｗｉｎｄｏｗｓ￥スタートメニュー￥プ

ログラムにある[ＤＯＳアプリケーション]フォルダを開いて、ＭＳ-ＤＯＳアプリケー

ションのショートカットをダブルクリックする

■ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのショートカットのデバイスドライ
バ、環境変数を変更する

シ ョー トカットのデバイ スドライ バの内容を変更 します。

① デバ イス ドラ イバ の内 容を 確認 する シ ョー トカ ット アイ コン を選 択 しま す。

ショートカットアイコンにマウスカーソルを近づけたまま右クリ ックするか、ま

たは、［エクスプロー ラ］の［フ ァイル］メニューを選択し、［デバイスドラ イバの変

更］を選択してください。使用してい るデバイスドライバの一覧が表示されます。

②以降のデ バイスドライバと環 境変数の設定につい ては、 「ＭＳ-ＤＯＳアプリケー

ションのデバイスドライバ定義ファイルの編集」と「ＭＳ-ＤＯＳアプリケーション

の起動 用ファイルの編集」の手 順を繰り返します。
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■ ＤＯ Ｓ ＡＰ イ ン ス ト ー ラ の 注 意 事 項

・かな漢字変換ド ライバ のみの登録はできませ ん。

・ＭＳ-ＤＯＳアプ リケー ションのインス トール終了後、 自動的 にリセットを行 う

(リセ ットボタンを押す以 外の操 作を受け付けない場合も含 みます)ＭＳ-ＤＯＳア

プ リケーションは登録 できませ ん。

・ＭＳ-ＤＯＳアプリケーションのインストール途中でエ ラーが発 生した場合 は、環

境設定フ ァイル(ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳ、ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴ)は変更 されたままの状態

に なります。

・ブロックデバイスを使用するＭＳ-ＤＯＳアプリケーションは、正常に動作 しない

こ とがあります。

・起動 コマ ンドにバ ッチ ファイル(＊．ＢＡＴ)を指定しているアイコンを起動した場

合、アプ リケーションを終了してもＭＳ-ＤＯＳプ ロンプ トが終了しないこ とがあ

ります。 ＥＸＩＴ腿 と入力してＭＳ-ＤＯＳプ ロンプ トを終了させてくだ さい。

・ＭＳ-ＤＯＳアプ リケーション固有 のかな漢字変 換ドライバを使用す るＭＳ-ＤＯＳ

アプリケーシ ョンは、ＭＳ-ＤＯＳプロンプ トが起動 した後でかな漢字変換 ドライ

バ を使用す る環境を作成( ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳ、ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴを変更) し、

ＭＳ-ＤＯＳアプ リケー ションのイ ンストールを行ってくだ さい。

・ＭＳ-ＤＯＳアプ リケ ーショ ンの動作 時に必 要な設定 を手作業 で行 う場合 は、

ＭＳ-ＤＯＳプロンプ ト終了前に行っ てく ださい。

■ 手 作 業 に よ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 登 録

ＤＯＳ ＡＰイン ストー ラでイ ンストールできない アプ リケーションは、本 項の説 明を

参考にして登録してください。以 下に具体的な操 作手順を説明します。あ らかじめ、

フォーマット済みのフロ ッピーディス クを1 枚用意してくだ さい。 なお 、説明は以 下

の前提で行い ます。お 使いのシ ステ ム構成 と異なる場合は、読 み替 えてください。

・Ｗｉｎｄｏｗｓがインストールされている内蔵ハードディス ク：Ａドライブ

・フロッピーディ スクド ライブ　　　　　　　　　　　　　　 ：Ｂドライブ

ＤＯＳ ＡＰイン ストー ラでイン ストール しよ うとして成功しなかった場合 は、手順 ①

から順に、そ うで ない場 合は手順⑦ からお 読みください。

①[ スタート] メニュー の[プロ グラム] をポイントし、[ エクスプローラ] を選 択しま

す。[ エ クスプローラ] ウィン ドウが表 示されます。

②[ 表示] －[オプション]を選択すると[オプション]ウィンドウが表示されます。[表

示]タブを選択し、[す べて のファイルを表示]を選択して、[ＯＫ]ボタンを押 しま

す。

③エ クスプローラで[Ｗｉｎｄｏｗｓ]フォルダを開 き、順に[スタート メニュー]、[プロ

グラム]、[ＤＯＳアプリケーション]と開 いていき、最後に[ＤＡＴＡ]フォルダ を開き

ます。

④[Ｘ_ＡＵＴＯ.ＢＡＴ]、[Ｘ_ＣＯＮＦ.ＳＹＳ](Ｘはドライブ名)の2 つのファイルをドラッ グ

ア ン ド ド ロ ッ プ で ド ラ イ ブ の ル ー ト デ ィ レ ク ト リ に コ ピ ー し ま す( 元 の

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳ、ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴは削除 しておきます)。
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⑤ コ ピ ー し た フ ァ イ ル を 選 択 し 、[ フ ァ イ ル] メ ニ ュ ー か ら[ 名 前 の 変 更] を 選 択 し

て、Ｘ_ＡＵＴＯ.ＢＡＴはＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴに 、Ｘ_ＣＯＮＦ.ＳＹＳはＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳに 名前

を 変 更 し ま す 。

⑥ コ ピ ー し た フ ァ イ ル を 選 択 し 、[ フ ァ イ ル] メ ニ ュ ー か ら[ プ ロ パ テ ィ] を 選 択 し

て、[ 属 性] の[ 隠 し フ ァ イル] の チ ェ ッ ク マ ー ク を 消 し ま す。

⑦ フ ォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク をＢ ドラ イ ブ に 挿 入 し、 Ｗｉｎｄｏｗｓの[ エ

ク ス プロ ー ラ] を 利 用 して 、Ａドラ イ ブの ル ー トデ ィ レク トリ に あるＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳ

とＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴの2 つ の フ ァ イ ル をＢド ラ イ ブ に コ ピ ー し ま す。

⑧ Ｂ ド ラ イ ブ に コ ピ ー し た フ ァ イ ル の 名 前 を 、 そ れ ぞ れ Ｃ Ｏ ＮＦＩＧ ．ＮＥＣ 、

ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＮＥＣに 変 更 し ま す。

⑨ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取 り 出 し ま す。

⑩ 起 動 中 の ア プ リ ケ ー シ ョン をす べ て 終 了 し、[ ス タ ー ト] メ ニ ュ ー の[ Ｗｉｎｄｏｗｓの

終 了] を 選択 し、[ ＭＳ-ＤＯＳモ ー ドで コ ン ピ ュー タ を再 起 動 す る] を 選 択 し ま す 。

⑨ ＭＳ-ＤＯＳモ ー ドで 再 起 動 し た ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン を イ ン ス トー ル しま す 。

インス トール 中にＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳやＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴを書き替えてもよいかど

うか確認されたら、 「書 き替えない」を選択して ください。確認メッセージが

表示されなかった場合は、アプリケーションのイ ンス トール終了後、⑦で用意

したフロッピーディスクをドライブに挿入して、 コマンドプロンプトから次の

ように 入力し ます。

ＣＯＰＹ Ｂ：￥ＣＯＮＦＩＧ．ＮＥＣ Ａ：￥ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳ 腿

ＣＯＰＹ Ｂ:￥ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＮＥＣ Ａ:￥ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴ腿

また、アプリケーションのイ ンス トール先や起動 ドライブとしてＡドライブ以

外のドライブを指定した場合、そこにＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳやＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴが存

在するとそれらのフ ァイルが書き替えられる可能性が あります。その場合は、

上記手順を参考にして、該当ドライブのＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳ、ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴを

復元してください。

⑩ＥＸＩ丁腿 と入力してコンピュータを再起動します。これ以降は前述の「ＭＳ-ＤＯＳ

アプリケーションのショートカットを作成する」を参照してください。
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■アプリケーションを利用する際の注意

市販のＭＳ-ＤＯＳアプリケーションには、使用するＭＳ-ＤＯＳのバージョンを指

定しているものがあります。ご使用の際には、アプリケーションが動作する

ＭＳ-ＤＯＳのバージョンを確認してください。

・ ＡＤＤＤＲＶコマンドでかな漢字変換用デバイスドライバが組み込めないアプリケー
ション、または終了してもＭＳ-ＤＯＳに戻らないアプリケーションの実行方法

①[エクスプローラ]で目的のプログラムのアイコンを選択します。

②[ファイル]メニューの[プロパティ]を選択します。

③[プロパティ]ウィンドウで[プログラム]を選択し、[詳細設定]ボタンを押します。

④[ＭＳ-ＤＯＳモード]にチェックマークをつけ[新しいＭＳ-ＤＯＳ設定を指定する]を選

択します。

⑤[ＭＳ－ＤＯＳモード用ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳファイル] と[ＭＳ－ＤＯＳモード用

ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴファイル]を記述します。

⑥[ＯＫ]ボタンを押して[プロパティ]のウィンドウに戻ります。

⑦[ＯＫ]ボタンを押して[プロパティ]のウィンドウを閉じます。

⑧[スタート]メニューの[Ｗｉｎｄｏｗｓの終了]を選択し、[ＭＳ-ＤＯＳモードでコン

ピュータを再起動する]を選択し、[はい]ボタンを押します。

⑨コンピュータが再起動したらアプリケーションを実行します。

・登録したアプリケーションの実行環境を詳細に設定するには

各プログラムの[プロパティ]で設定を行います。詳細はヘルプの[キーワード]画面

で[ＭＳ-ＤＯＳプログラム]の項目を検索し参照してください。

・登録したアプリケーションにオリジナルのアイコンを割り当てるには

各プログラムの[プロパティ]で設定をおこないます。次の手順でアイコンを割り当

ててください。

①[エクスプローラ]で目的のプログラムを選択します

②[ファイル]メニューから[プロパティ]を選択します

③[プロパティ]ダイアログボックスで[プログラム]を選択し、[アイコンの変更]ボ

タンを押します。

④[アイコンの変更]ダイアログボックスでアイコンを選択し、[ＯＫ]ボタンを押しま

す。

⑤[ＯＫ]ボタンを押して[プロパティ]のウィンドウを閉じます。
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2。14　密度変換ユーティリティを使用する

本機で画面の解像度を６４０×４８０ドットで使用していると、表示画面は、通常は本機

のカラー液晶ディスプレイの中央に表示され、両面いっぱいには表示されません（画

面の上下左右に黒い部分ができます）。

密度変換ユーティリティを使用すると、６４０×４８０ドットの解像度を使用している場

合でも、ディスプレイの画面いっぱいに拡大して表示されます。

● 拡 大表 示 モ ー ド に変 更 す る

拡大表示モードに変更するには、次の手順で行います。

①起動しているすべてのアプリケーションを終了します。

②［スタート］メニューの［プログラム］にある［アクセサリ］から［密度変換

ユーティリティ］を選択します。

［密度変換ユーティリティ］が起動します。

③「現在、通常表示モードで動作中です。拡大表示モードに変換します。新しい

モードを有効にするには、コンピュータを再起動する必要があります。再起動し

ますか。」というメッセージが表示されますので、再起動する場合は、［はい］

ボタンをクリックします。

再起動すると、拡大表示モードに変更されています。

● 通 常 の モー ド に戻 す

通常のモードに戻すには、次の手順で行います。

①起動しているすべてのアプリケーションを終｡了します。

②［スタート］メニューの［プログラム］にある［アクセサリ］から［密度変換

ユーティリティ］を選択します。

［密度変換ユーティリティ］が起動します。

③「現在、拡大表示モードで動作中です。通常表示モードに変換します。新しい

モードを有効にするには、コンピュータを再起動する必要があります。再起動し

ますか。」というメッセージが表示されますので、再起動する場合は、［はい］

ボタンをクリックします。

再起動すると、通常表示モードに変更されています。

・密度変換ユーティリティが使用できるのは以下の解像度と色数だけです。

・640 ×４８０ドット256 色

これ以外の解像度で密度変換ユーティリティを起動すると「現在の解像度／

色数ではモードの変更はできません」というメッセージが表示されます。こ

の場合、［ＯＫ］ボタンを押してください。

・拡大表示モードに変更した場合、文字や罫線などの太さが不均一になること

があります。
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2。15　その他の機能を利用する

■ Ｗ ｉｎｄＯ Ｗ Ｓア プ リ ケ ー シ ョ ン の 自 動 イ ン ス ト ー ル を 利 用 す る

本機 で は、 Ｗｉｎｄｏｗｓアプ リ ケ ー シ ョ ンの イ ン ス トー ル プ ロ グラ ム( ま た は セ ッ ト ア ッ

プ プ ロ グ ラ ム) が 入っ てい るＣＤ- ＲＯＭ をＣＤ- ＲＯＭ ド ライ ブ にセ ッ ト す る と 、 自 動的

にイ ン ス トー ル プ ロ グ ラ ム を 検 索 し 、 起動 す る こ とが で き ます 。

こ れ に よ り 、 Ｗｉｎｄｏｗｓアプ リ ケ ー シ ョ ン の イ ン ス ト ール が 簡 単 に 行 え ま す。

一 般 に 、 Ｗｉｎｄｏｗs ア プ リ ケ ー シ ョ ン の イ ン ス ト ール プ ロ グ ラ ム の フ ァ イ ル 名 は 、

sｅtｕｐ.ｅｘｅ、insta11.ｅｘｅな ど が多 く用 い ら れ てい ま す。 本 機 の 自 動イ ン ス トー ル を利 用

で き るア プ リ ケ ー シ ョン は 、 この よ うに一般的 なフ ァイ ル名(sｅtｕｐ＊.ｅｘｅ、inst＊.ｅｘｅ : ＊の

部 分は 任意) を 用い た デブ リケ ー ショ ンで す。

・ アプリケーションによっては、本機能が利用できない場合があります。

・ 本機能を利用するには、［FD/ ＣＤ表示］を起動しておく必要があります。

■アプリケーションからのＦＡＸ送信を利用する

FＡＸモデム内蔵モデルでは、以下の手順は必要ありません。 ＦＡＸモデム内蔵モ

デル以外のモデルをお使いの場合のみ、以下の手順を行ってください。

Windo ｗs 95 で[メモ帳]などのアプ リケーションから印刷機能を使用したＦＡＸ送信を

行 う場合には、[プ リンタ]フォル ダに(Ｗｉｎｄｏｗs 95 の[スター ト]メニューの[設 定]に

あります)、[Ｍｉｃｒｏsoft Ｆａｘ]を登録 してく ださい。 登録 方法は次のとお りです。

①[スタート]メニューの[設定]をポイントし、[コントロールパネル]を起動します。

②[アプリケーシ ョンの追加と削除]を起動し、[Ｗｉｎｄｏｗｓファイル] タブを選択しま

す。

③[ファイルの種類] の[Ｍｉｃrｏｓoft Ｆａｘ]のチェックボッ クスをチェッ クして[ＯＫ]ボ

タン をクリックします。

④コンピュータを再起動するか確認するメッセージが表示された場合は、[ はい] ボ

タンをクリッ クし、続い てＷｉｎｄｏｗｓ 95 を再起 動してください。

メッセージが表示されな かった場合、手順④ の操 作を行う必要はあ りませ ん。

これで、[プ リンタ]フォルダに[Ｍｉｃrｏｓoft Ｆａｘ]が登録されます。
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■ 通 信 速 度 を 指 定 す る 場 合 の ご 注 意

Ｗｉｎｄｏｗs 95では、従来の通信速度に加えて高速通信を設定できます。

ただし、アプリケーションによって使用できる通信速度は異なります。

■ メ デ ィ ア プ レ ー ヤ ー を 利 用 す る 場 合 の ご 注 意

メディアプレーヤーを利用すると、音声データ、MIDI による音楽データ、ＣＤオー

ディオ、アニメーション ファイルなどを再生できます。

次の手順で、［メディアプレーヤー］を起動して、利用できます。

①［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］をポイントします。

②［アクセサリ］をポイントします。

③［マルチメディア］をポイントします。

④［メディアプレーヤー］をポイントします。

メディア プレーヤーを利用するには、再生機器に対応したデバイス ドライバ

の組み込みが必要な場合があります。詳しくは、再生機器に添付されているマ

ニュアルをご覧＜ださい。

■ ビ デ オ ＣＤ( カ ラ オ ヶ ＣＤ) を 再 生 す る 場 合 の ご 注 意

本機には、ビデオＣＤなどの動画データを再生するためのソフトウェアが標準添付さ

れていますが、動画データの再生中に他のソフトウェアを実行させることなどによ

り、音飛びや画面の乱れが発生する場合があります。

■ ＣＤ-ＲＯ Ｍ を 利 用 す る 場 合 の ご 注 意

ＣＤ-ＲＯＭから起動しているプログラムを実行中に、ＣＤ-ＲＯＭを途中で取り出すと

以下のようなメッセージが表示されます。

ドラ イブＸ: のＣＤ-ＲＯＭ 読み 取 りエラ ー

シ リ アル番 号　 ＸＸＸＸ-ＸＸＸＸのＣＤ-ＲＯＭ＊＊＊＊＊を

ドラ イブＸ: に 入れ て くだ さい。

ＣＤ-ＲＯＭがドライブに入っている場合は、クリーニングが必要です。

ＯＫはＥｎtｅr、キャンセルはＥｓｃキーを押してください。 ＯＫ

この場合には、取り出したＣＤ-ＲＯＭをＣＤ-ＲＯＭドライブにセットしなおして図

キーを押してください。

なお、このメッセージで表示されるシリアル番号は無視してください。

第2 章　 本機の便利な機能 69

－
第
１

部
　
本
機
の
機
能
を
利
用
す
る



■ ＭＳ-ＤＯＳア プ リ ケ ー シ ョ ン 上 で の98 ス ラ イ ド パ ッ ド の 操 作 に つ い て

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95上でＭＳ-ＤＯＳアプリケーションを利用する場合の、98 スライドパッド

の操作に関する注意事項について説明します。

ＭＳ-ＤＯＳアプ リケーション上で98 スライドパッドを使用する場合、 ［コントロール

パネル］の［マ ウス］で左右のボタンを交換してい ると、パッドを操作してのタップ

や、ド ラッグを行 うこ とが でき ません。

こ の場合 、次の手順でボタン の設 定を初期状態に戻して ください。

①［スタート］ ボタ ンをクリックし、［設定］を ポイン トしま す。

②［コントロール パネル ］を起 動します。

③［マウス］ を起動 します。

［マ ウス］ のプ ロパティが表示 されます。

④［ボタンの選択 ］ボックスで 「右 きき用」を選択します。

⑤［ＯＫ］ボタンをクリックします。

これで、ＭＳ-ＤＯＳアプ リケーション上でパッドを操作しての クリ ックやドラッ グを

行 うこ とができます。

なお 、ＭＳ-ＤＯＳアプ リケーシ ョン内で左右 のボタン の設 定を変更 した場合、ＭＳ-

ＤＯＳアプ リケーションを 終了 してＷｉｎｄｏｗｓの画面に戻っ たとき、 パッドを操作 して

のタップ やドラ ッグができない ことがあります。

こ の場合 には再度、Ｗｉｎｄｏｗｓの［マウス］でボタンを設定してくだ さい。

98 スライ ドパ ッドについ ては、別冊の『ガイ ドブ ック』を参照してくだ さい。

■ ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 追 加 と 削 除 に つ い て の ご 注 意

[コントロールパネル]の[アプリケーションの追加と削除]では、本機購入時にインス

トールされているアプリケーションを削除することができますが、アプリケーション

によっては、削除すると追加できないものがあります。このようなアプリケーション

を追加するためには、本機の再セットアップが必要になります。 ＰＣ-9821Nb10/5 で

は、再セットアップするためにはシステムのバックアップを行ったディスクまたは別

売のバックアップ用のディスクが必要になります。削除する場合は、十分注意してく

ださい。
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ＭＳ－ＤＯＳコマンド、

ドライバの利用

この章では、ＵＳＫＣＧＭコマンド、ＡＶＧＤＲＶコマンド、ＡＶＳＤＲＶコマンドなど、

ＭＳ-ＤＯＳコマンドやドライバなどの使用方法や注意事項について説明しています。
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3 ．1 Ｕ Ｓ Ｋ Ｃ Ｇ Ｍ コ マ ン ド

ＵＳＫＣＧＭコマンドは、ユーザが定義する文字パターン(ユーザー定義文字、または外

字)を作成したり、ファイルへの保存やファイルから読み出したりするユーティリティ

です。また文字パターンをメモリに読み込んだり、プリンタに送って印字したりする

こともできます。

●ＵＳＫＣＧＭコ マ ン ドの 書 式

ＵＳＫＣＧＭコマンドは、次の書式でコマンドプロンプトから実行します。

ＵＳＫＣＧＭ[[< ｄ：〉][<パス名〉]<ファイル名〉][/Ｐ]

〈ファイル名〉を指定すると、指定されたファイルを外字ファイル(ユーザー定義文字パ

ターンを格納したファイル)として読み込み、その内容をパーソナルコンピュータ本体

内のメモリに登録します。また、すべてのパラメータを省略すると、機能を選択する

メニューが表示されます。

ＵＳＫＣＧＭコマンドのオプションスイッチ

スイッチ � 機　　能

/P �＜ファイル名 〉で指定した外字ファイルの内容をプリンタに送ります。以後

そのプリンタはその文字パターンを印字できるようになります。
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●ＵＳＫＣＧＭ コ マ ン ド を使 用 す る

ここでは、メニューを利用してＵＳＫＣＧＭコマンドを実行します。

●ＵＳＫＣＧＭ コ マ ン ドの 起 動

コマンドプロンプトからＵＳＫＣＧＭコマンドを起動します。

①[スタート]メニューの[プログラム]で[ＭＳ-ＤＯＳプロンプト]を選択します。[ＭＳ-

ＤＯＳプロンプト]が起動してＭＳ-ＤＯＳのコマンドプロンプトが表示されます。

②コマンドプロンプトから次のように入力して、ユーザー定義文字管理ユーティリ

ティ(ＵＳＫＣＧＭ)を実行します。ユーザー定義文字管理ユーティリティの機能を選

択するメニューが表示されます。

ＵＳＫＣＧＭ 腿

ＵＳＫＣ ＧＭ コマ ンド V ｅr.X.XX

CoPyrilht （C ）NEC Cor ｐｏrａtion X χ××,χχχχ

CｏｐｙriSht （C ）NEC Cor ｐｏrｏtｉｏｎ χχXX ，Xχχχ

㎜ 摺

ユーザー定義文字ファイルの更新

システムの更新

システムへの登録

プリンタへの登録

終　 了

矢印秀一で項目を選択し、リターンキーを押してください

● ユ ー ザ ー 定 義 文 字 フ ァ イ ル の 作 成

ユーザー定義文字ファイルを作成します。

①機能選択画面で、[ユーザー定義文字ファイルの作成]を
ｍ 匯]
で選択した後、図 を

押します。ユーザー定義文字ファイルの作成画面が表示されます。

ＵＳ ＫＣＧ Ｍコマ ンド Vｅr.X.XX

ユーザー定義文字ファイルの作成

文字パターンサイズ　 Ｓ－＝i

出力ファイル名 gll:1,（111･ ’I :り: ぺ

矢印キーで文　バターンサイズ(ド･､卜〉を選択し、リターンキーを押してください溜 じ に7; ４ 謐 ぶ ぼ に) 鱗ll 辿 な げ錨



②ユーザー定義文字ファイルの作成画面で、[文字パターンサイズ]と[出力ファイル

名]を設定します。

③ユーザー定義文字ファイルの作成を確認するメッセージが表示されますので、確認

の後国 語 を押してください。ユーザー定義文字ファイルが作成されます。

● ユ ー ザ ー 定 義 文 字 フ ァ イ ル の 更 新

ユーザー定義文字ファイルを更新します。

①機能選択画面で、[ユーザー定義文字ファイルの更新]を田[E] で選択した後、腿 を

押します。ユーザー定義文字ファイルの更新画面が表示されます。

ＵＳＫＣＧＭコマンド

ユーザー定義文字フアイＭy)更新

入力対象　　　　 ＝ ミ皿Ji

Ｖｅｒ． Ｘ ．ＸＸ

入力ファイル名　 皿＝・l＝

出力ファイル名　 圖麗Ｚ皿－一

Cop ｙrlght （C ）NEC Cor Ｐｏr●tion XXXX,XXXS

矢印キーで入力対象を選択し、１ターンキーを押して ださい
(ＥＳＣ キーを押すと処理を中

忙
し、機能選択画面に4 ります)_

システム

②ユーザー定義文字ファイルの更新画面で、［入力対象］、［入力ファイル名］、［出力

ファイル名］を設定します。

③ユーザー定義文字ファイルの更新を確認するメッセージが表示されますので、確認

の後[y]腿 を押してください。ユーザー定義文字ファイルが更新されます。

●システムの更新

システムを更新します。

①機能選択画面気[ システムの更新]を田[ 口で選択した後、隨を押します。システ

ムの更新画面が表示されます。

U ＳＫＣＧＭ Ｖｅr.X.XX

現在のコード:7621

文字パターン；

ｊ

前進　　 ０

Ｂ： 後進

Ｃ： 肖1除

Ｒ： 反転

Ｓ： 参照

Ｅ： 終了

オフ

オン

１：上へ

↓：下へ

←: 左へ

→: 右へ

ESC:処理中止 Ｈ： ホーム

ＪＩＳコード:
(7621-767E,7721-117E)

一
・
一
一

！

一
一

一

一
一
一
一

一
ｌ
ｌ

一

Ｉ

一
一
ｉ

一
一
一
一

一
一
一

一

一
・
一
一

一

Ｓ

一
・
一
一

一
一
一
一

・
一
ｉ

一
一
一
一

一
一

Ｓ

一
一
・

‐

１

…

Ｓ

・

…

１

：

Ｊ

・

5 ・ ‘ ・ ’10 ・ ” ・15
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②システムの更新画面で、システムの更新を設定します。

③システムの更新を確認するメッセージが表示されますので、確認の後国 語 を押し

てください。システムが更新されます。

● ユ ー ザ ー 定 義 文 字 フ ァ イ ル の シ ス テ ム へ の 登 録

ユーザー定義文字ファイルをシステムに登録します。

①機能選択画面で、[システムへの登録]を田 口]-Ｃ選択した後、腿 を押します。シス

テムヘの登録画面が表示されます。

ＵＳ ＫＣＧ Ｍコマ ンド

システムへの登録

Vｅr.X.XX

入力ファイル名　 皿－ll－－

Cop ｙrilht （C ）NEC Cor ｐｏrａtｉｏｎ χχχχ,χχχχ

智ひjに鉢料仙石琵仙j 旨認鮎欝 － ゛゙ ”）

〉I

②システムへの登録画面で、[入力ファイル名]を設定します。

③システムへの登録を確認するメッセージが表示されますので、確認の後〔y〕腿 を押

してください。ユーザー定義文字がシステムへ登録されます。

ユーザー定義文字をシステムへ登録するには、コマンドプロンプトから次のよ

うに入力する方法もあります。

ＵＳＫＣＧＭ　〈 ドラ イブ 名〉<パ ス名〉<入 力フ ァイル 名〉腿



● ユ ー ザ ー 定 義 文 字 フ ァ イ ル の プ リン タ へ の 登 録

ユーザー定義文字ファイルをプリンタに登録します。

①機能選択画面で、［プリンタへの登録］を田 田 で選択した後、図 を押します。プリ

ンタヘの登録画面が表示されます。

Ｕ ＳＫＣ ＧＭコ マンド

プリンタへの登録

入力対象 フ ァイル

Vｅr.S.XX

入力ファイル名　 Ｓ・Ｚ●･＝一

CｏＰｙrilht（C ）NEC Co ｒporａtion XXXX,XXXX

登録するファイル を入力してください（’ した場二はＵ９《CG24.ＳＹＳとなります）
（ＥＳＣキーを押1 と処理を中止し、楸

諌 瓢 謡
に晨ります）

②プリンタへの登録画面で、[入力ファイル名]を設定します。

③プリンタへの登録を確認するメッセージが表示されますので、確認の後[y]腿 を押

してください。ユーザー定義文字がプリンタへ登録されます。

ユーザー定義文字をプリンタへ登録するには、コマンドプロンプトから次のよ

うに入力する方法もあります。

ＵＳＫＣＧＭ　〈ドラ イブ 名〉<パ ス名〉<入 力フ ァイル 名〉/ Ｐ 腿
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３。２　ＡＶＧＤＲＶコマン ド、ＡＶＳＤＲＶコマンド

拡張グラフィ ックドライバ(ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳまたはＡＶＧＤＲＶ．ＥＸＥ)と拡張サ ウンド ド

ライバ(ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳまたはＡＶＳＤＲＶ．ＥＸＥ)を合 わせて、拡 張マルチメディア対応

ドライバといい ます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95では、これらに該 当す るマルチメデ ィア機能 がインストール時に 自動的

に組み込まれます が、ＭＳ-ＤＯＳモー ドでマルチメデ ィア対 応のＭＳ-ＤＯＳアプ リケー

ションを使用す る場合 は、これらの ドライバをインストール する必 要があ ります。

■ Ａ ＶＧ ＤＲＶ コ マ ン ド に つ い て

ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳは拡張 グラフィ ック機 能を利 用するた めのデ バイ スドライ バです。

ウィンドウア クセラレータ機能を使用しない で、グラフィック表 示を256 色以上に表

示するこ とができます。ＡＶＧＤＲＶコマンドでＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳを組み込むこ とによっ

て、拡張グラフィ ックス機能が利用できるよ うになります。

● ＡＶＧＤＲＶコ マ ン ド の 書 式

次の書式で[メモ帳]や[ＤＯＳ環境設定ユーティ リティ]などのテ キストエディタを利用し

て、ＡＤＤＤＲＶ用定義ファイル 、またはＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳに記述します。

ＤＥＶＩＣＥ＝[<d:〉][<パ ス 名〉]ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ[ ／ＥＩ／ＣＩ／ＳＩ／Ｒ]

ＡＶＧＤＲＶコマンドのオプションスイッチ

スイッチ � 機　　能

/E

/C

/S

/R �

ドライバの一部をEMS メモリに組み込み､ メインメモリの消費を抑えますo

数値演算コプロセツサを使用します｡数値演算コプロセツサが実装されてい

る場合にのみ指定できます。

描画系の機能を切り離して、設定系の機能のみを組み込みます。

拡張グラフイツクドライバの常駐を解除します。ただし、ＡＤＤＤＲＶコマン

ドやCONFIG.SYS で設 定して組み込んだ場合は、解除できません。

76



●ＡＶＧＤＲＶコ マ ン ドを 使 用 す る

拡張グラフィックドライバは、ＭＳ-ＤＯＳモードのコマンドプロンプトから常駐プロ

グラムとして組み込むことができます。また、必要ない場合はメモリへの常駐を解除

することもできます。

拡張グラフィックドライバの組み込み

拡張グラフィックドライバをメモリに常駐プログラムとして組み込むには、次のよう

に入力してください。

ＡＶＧＤＲＶ図

拡張グラフィックドライバの解除

拡張グラフィックドライバをメモリから解除するは、次のように入力してください。

ＡＶＧＤＲＶ　／Ｒ[ｉｌ]

必要に応じてオプションスイッチを設定してください。

● ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ、 ＡＶＧＤＲＶコ マ ン ド の 注 意 事 項

・ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ、ＡＶＧＤＲＶコマ ンドは、コンピ ュー タ本体が拡張 グラフ イッ

クス機能をサポートしてい る機 種のみ、利用することができます。

・ＭＳ-ＤＯＳプ ロンプ トでは、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 のシステムの ドライバ が動 作す るた

め、ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ、ＡＶＧＤＲＶコマン ドは使用しないでくだ さい。

・ＡＶＧＤＲＶコマンドのスイ ッチ/Ｒでは、ＡＤＤＤＲＶコマンドやＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳで

組 み込 んだＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳを常駐解除す るこ とはできませ ん。

・ＡＶＧＤＲＶで/Ｅスイ ッチを指定す る場合 は、次のことを確認 してくだ さい。

・ページフレームがＣ００００Ｈ～ＣＦＦＦＦＨの連続 した６４ＫＢであるこ と

・連続した４ペ ージ以上のＥＭＳメモ リが使用 可能であること

■ ＡＶＳＤＲＶ コ マ ン ド に つ い て

ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳは拡張サ ウンド機能を利用する ためのデバイ スドライ バです。 ＰＣＭ

音源を標 準搭載している機種、またはＰＣ-9801-86 、ＰＣ-9801-73 相当 のサ ウン ド

ボードを取 り付けてい る機種で利用できます。 ＡＶＳＤＲＶコマンドでＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳ

を組 み込むこ とに よっ て、拡張サ ウンド機 能が利 用できるよ うに なります。

● ＡＶＳＤＲＶコ マ ン ド の 書 式

次の書式で<メモ帳〉や〈ＤＯＳ環境設定ユーティリティ〉な どのテキストエディタを利用

して、ＡＤＤＤＲＶ用定義ファイル 、ま たはＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳに記 述します。

ＤＥＶＩＣＥ＝[<ｄ：〉][<パ ス名〉]ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳ[ ／ＥＩ／ＦＩ／ＰＩ／Ｒ]
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AＶＳＤＲＶコマ ンドのオプションスイッチ

スイッチ � 機　　 能

/E

/F

/P

/R �

ドライバの一部をＥＭＳメモリに組み込み、メインメモリの消費を抑えます。FM

音源機能のみを組み込みます。

ＰＣＭ 音源機能のみを組み込みます。

拡張サウンドドライバの常駐を解除します。ただし、ＡＤＤＤＲＶコマンドやCONFIG.SYS

で設定して組み込んだ場合は、解除できません。

●ＡＶＳＤＲＶコ マン ド を使 用 す る

拡張サウンドドライバは、ＭＳ-ＤＯＳモードのコマンドプロンプトから常駐プログラム

として組み込むことができます。また、必要ない場合はメモリへの常駐を解除するこ

ともできます。

・拡張サウンドドライバの組み込み

拡張サウンドドライバをメモリに常駐プログラムとして組み込むには、次のように入

力してください。

ＡＶＳＤＲＶ腿

・拡張サウンドドライバの解除

拡張サウンドドライバをメモリから解除するは、次のように入力してください。

ＡＶＳＤＲＶ　／Ｒ 腿

必要に応じてオプションスイッチを設定してください。

● ＡＶＳＤＲＶ.ＳＹＳ、 ＡＶＳＤＲＶコ マ ン ド の 注 意 事 項

・インストール時に2 種類のデバイ スドライバを同時に選択 した場合、デバイ スド

ライバが正しくインストールされないことがあります。必ず1 種類 のみ選択して

くだ さい。

・ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳはコンピュータ本体が拡張サウンド機能 をサ ポートしている機

種 のみ、ＡＶＳＤＲＶコマ ンドは、コンピュータ本体がＦＭ 音源 とＰＣＭ 音源をサ

ポー トしている機 種のみ、利用す るこ とができます。

・ＭＳ-ＤＯＳプ ロンプ トでは、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 のシステ ムの ドライバ が動 作するた

め、ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳ、ＡＶＳＤＲＶコマ ンドは使用しないでください。

・ＡＶＳＤＲＶコマン ドのスイッチ/Ｒでは、ＡＤＤＤＲＶコマ ンドやＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳで

組み込んだＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳを常駐解除するこ とはできません。

・ＡＶＧＤＲＶで/Ｅスイ ッチを指 定する場合は、次のこ とを確認 してください。

・ペー ジフレー ムがＣ００００Ｈ～ＣＦＦＦＦＨの連続した６４ＫＢであること

・連続し た４ページ以上 のＥＭＳメモ リが使 用可能であるこ と



3。3　日本語入力機能

[ＭＳ-ＤＯＳプ ロンプ ト]上ではＷｉｎｄｏｗｓ95のかな漢 字変換 、またはＤＯＳかな漢字変換

を使用 し 日本語 の入力 が行えま す。 ＤＯＳか な漢字変 換が組 み込まれ ていない 場合

は、自動的 にＷｉｎｄｏｗｓ95 のかな漢字変換 が動 作し、入力でき るしくみに なっていま

す。

ＤＯＳかな漢字変換 の組 み込み方 法は以下の とお りです。

①[ スタート] メニューの[ プログラム]から[ＭＳ-ＤＯＳプロ ンプ ト]を起動します。

② システムメニューの[ プロパティ] をクリックします。

[ＭＳ-ＤＯＳプ ロンプ トのプ ロ パティ]画面が表示 されます。

③[ プログラ ム]タブ画面の[ バッチファイル] に以下のように 入力し ます。

ＤＯＳＩＭＥ．ＢＡＴ

④[ＭＳ-ＤＯＳプロンプトのプロパティ]画面 で[ＯＫ]ボタンをクリックします。

本 機 で は あ ら か じ め 上 記 操 作 でＮＥＣＡＩ Ｄ ＯＳか な 漢 字 変 換 を組 み 込 む 設 定 に し てあ

りま す 。 ＮＥＣＡＩ Ｄ ＯＳか な漢 字 変 換 は Ｗｉｎｄｏｗｓ95 のＮＥＣＡＩＩＭＥ９５と辞 書を 共 有 し

て お り 、 登録 した 単 語や 学習 情 報 をそ の まま 使 用 す る こ とが で き ます 。 辞 書 を 切 り 替

え たい 場 合 は 、 Ｗｉｎｄｏｗｓ95 のＮＥＣＡＩＩＭＥ９５、 環 境 設 定 の[ 辞 書] タ ブ で 行 っ て く だ さ

い 。

なお、Ｗｉｎｄｏｗs95 がイ ンストール されているドライブ（通常 は 「Ａ:」）のルー トデ ィ

レクトリにあるＤＯＳＩＭＥ.ＳＹＳファイル（ＡＤＤＤＲＶ用 定義フ ァイル）の内容を書き替え

れ ば、お 好みのＤＯＳかな漢字変換 に変 更す ることもできます。

Windo ｗｓ95 上 で Ｗｉｎｄｏｗｓ３.1の かな漢字変換をお使いの場合は、［ＭＳ-ＤＯＳ

プロンプト］ではＤＯＳかな漢字変換による日本語入力しか行えません。

A ＤＤＤＲＶによりＭＳ-ＤＯＳかな漢字変換を組み込む場合は、 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 用の

「ＫＫＣＦＵＮＣ．ＳＹＳ」 を使用して ください。 通常 「ＫＫＣＦＵＮＣ．ＳＹＳ」 は、

Ｗ ＩＮＤＯ Ｗ Ｓデ ィ レ ク トリ に あ り ま す。 な お 、 従来 のＭ Ｓ－ＤＯ Ｓ 用

ＫＫＣＦＵＮＣ.ＳＹＳは使 用できません。
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３。４　ＣＤ－ＲＯＭ ド ラ イ バ

ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳ、ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴの編集方 法は、 「第４章　 環境設 定ユーティ リ

ティについて」の 「ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴを編集す る」を参照し てく

だ さい。

● 現 在の ＭＳ-ＤＯＳ設 定 を使 う場 合

現在のＭＳ-ＤＯＳ設定を使う場合、ＭＳ-ＤＯＳモード上でＣＤ-ＲＯＭドライブを使用す

るには、次の手順で行ってください。

①ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳに次の内容を追加し、接続されているＣＤ-ＲＯＭドライブに対応し

たＣＤ-ＲＯＭドライバを登録します(Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 がインストールされているドラ

イブおよびディレクトリをＡ:￥ＷＩＮＤＯＷＳ、インストールしたＣＤ-ＲＯＭドライバ

をＮＥＣＣＤ.ＳＹＳとします)。

<追 加 す る 内 容 〉

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭ ＭＡＮＤ￥ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ ／Ｄ：ＣＤ_ １０１

②ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴに 次 の 内 容 を 追 加 し ま す(ＣＤ- ＲＯＭ を 割 り 当 て る ド ラ イ ブ をＱ

ド ラ イ ブ と し ま す) 。

<追 加 す る 内 容 〉

Ａ：￥ＷＩＮＤＯＷ Ｓ￥ＣＯＭ ＭＡＮＤ￥ＭＳＣＤＥＸ ／Ｄ：ＣＤ_１０１ ／Ｌ：○

コ ン ピ ュ ー タ 内 蔵 の ＣＤ- ＲＯ Ｍ ド ラ イ ブ と ＳＣＳ１１モ ー ド ま た は ＳＣＳ１２モ ー ド 用

ＣＤ- ＲＯＭ ド ラ イ ブ を 同 時 に 使 用 す る 場 合 は 、 上 記 手 順 ① 、 ② そ れ ぞ れ の< 追 加

す る 内 容 〉を 、 次 の よ う に 読 み 替 え て く だ さ い 。

< 手 順 ① で 追 加 す る 内 容 〉

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯ Ｗ Ｓ￥ＣＯ Ｍ ＭＡＮＤ￥ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ ／Ｄ：ＣＤ_ １０１

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯ Ｗ Ｓ￥ＣＯ Ｍ Ｍ ＡＮＤ￥ＮＥＣＣＤＢ．ＳＹＳ ／Ｄ：ＣＤ_ １０２

<手 順 ② で 追 加 す る 内 容 〉

Ａ：￥ＷＩＮＤＯ Ｗ Ｓ￥ＣＯ Ｍ Ｍ ＡＮＤ￥Ｍ ＳＣＤＥＸ ／Ｄ：ＣＤゴ101 / Ｌ:Ｏ

Ａ:￥ＷＩＮＤＯ Ｗ Ｓ￥ＣＯ Ｍ Ｍ ＡＮＤ￥Ｍ ＳＣＤＥＸ /Ｄ:ＣＤ_102 / Ｌ:Ｒ

③ＭＳ-ＤＯＳモー ドを起 動します。[Ｗｉｎｄｏｗｓの終了]か ら[ＭＳ-ＤＯＳモードでコン

ピュータ を再起動す る]を選択するか、[ＭＳ-ＤＯＳプロンプトのプロパティ] ダイ

アログボックスの詳細設定で、[ＭＳ-ＤＯＳモー ド]およ び[現在のＭＳ-ＤＯＳ設定を

使う] チェックボック スをＯＮに設定し、ＭＳ-ＤＯＳプロンプ トを起 動してくださ

い。
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● 外 付 け 用 ＣＤ･ＲＯＭ ド ラ イ ブ を 使 う 場 合

本機 で外付け （ＳＣＳＩ-1またはＳＣＳ１２モード）用ＣＤ-ＲＯＭドライブ を使用するには

次の手順で 行っ てください。

① ［ス ター ト］メ ニュー の ［プログ ラム］ から ［ＭＳ-ＤＯＳプロン プ ト］ を起 動します。

② コマ ン ドプロ ンプ トか ら次の よう に入力 して、 カ レン トデ ィレク トリ を変更 しま す。

ＣＤ ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ腿

③ 次 の よ う に 入 力 して 、ＮＥＣＣＤ.ＳＹＳの フ ァイ ル 名 をＮＥＣＣＤ．０ＲＧに 変 更 し ま す 。

ＣＯＰＹ ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ ＮＥＣＣＤ．０ＲＧ 腿

④ 次 の よ う に 入 力 し て 、ＮＥＣＣＤＢ.ＳＹＳをＮＥＣＣＤ.ＳＹＳに コ ピー し ま す。

ＣＯＰＹ ＮＥＣＣＤＢ．ＳＹＳ ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ 腿

「上 書 き し ま す か 」 の メ ッ セ ー ジ が 表 示 され た ら 「y 腿 」 と 入 力 し て くだ さい 。

⑤ 「● 現在の ＭＳ-ＤＯＳ設定 を使 う場合」 を参 照し て、ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳ、ＡＵＴＯＥΞＸＥＣ.ＢＡＴ

を 変更 し て くだ さい。

上記手順を行 うと本機内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブは使用できなくなります。

上記手順を行ったあとで、本機内蔵ＣＤ-ＲＯＭドライブを使用する場合は、次

の手順でＣＤ-ＲＯＭドライバを元に戻してください。

①［スタート］メニ ューの［プログラム］から［ＭＳ-ＤＯＳプロンプト］を起

動 します。

② コマンドプロンプトから次のように入力して、カレントディレクトリを変更します。

ＣＤ ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ腿

③ 次のように入力して、ＮＥＣＣＤ.ＳＹＳを元に戻し ます。

ＣＯＰＹ ＮＥＣＣＤ.０ＲＧ ＮＥＣＣＤ.ＳＹＳ図

「上書きしますか」のメッセージが表示されたら「y 腿 」と入力してください。

● 新 し い ＭＳ-ＤＯＳ設 定 を 指 定 す る

新しいＭＳ-ＤＯＳ設定を指定する場合、ＭＳ-ＤＯＳモード上でＣＤ-ＲＯＭ ドライブを使

用す るには、次の手順で行ってく だ さい。

①[スター ト]メニュー の[プログラム] から[エクスプローラ] を起動 し、新しいＭＳ-

ＤＯＳ設定を指定したいプロ グラム をクリックします。

プロ グラム名 が反転表示 されま す。

②[エ クスプロー ラ]の[ ファイル]メ ニュー から[プロパテ ィ]をクリックします。

③[ プログラム]タ ブをクリックして、[詳 細設定]ボ タンをクリックします。

④[ＭＳ-ＤＯＳモー ド]お よび[新しいＭＳ-ＤＯＳ設定 を指定す る]チェックボッ クスを

ＯＮに設 定し、ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳ、ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴのリ ストボ ックスに、次の内容

を追 加し ます(Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 がイ ンストール されているドライブおよびディ レク

ト リをＡ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ、インス トール したＣＤ-ＲＯＭ ドライバをＮＥＣＣＤ.ＳＹＳ、

ＣＤ-ＲＯＭ を割り当てる ドライ ブをＱドライブとします)。
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<ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳに 追 加 す る 内 容〉

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯＷ Ｓ￥ＣＯＭ ＭＡＮＤ￥ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ ／Ｄ：ＣＤ １０１
－

<ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴに 追 加 す る 内 容〉

Ａ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭ ＭＡＮＤ￥ＭＳＣＤＥＸ ／Ｄ：ＣＤ_ １０１ ／Ｌ：Ｑ

⑤[ＯＫ]ボタンをクリックして、[プログラムの詳細設定]画面を閉じます。

⑥[ＯＫ]ボタンをクリックして、[プロパティ]の画面を閉じます。

⑦[エクスプローラ]で新しいＭＳ-ＤＯＳ設定を指定したプログラムをダブルクリック

して、ＭＳ-ＤＯＳモードで起動します。

●ＣＤ･ＲＯＭ ド ライ バ の 注 意 事 項

インストール時に2種類以上のドライバを同時に選択した場合、ドライバが正しくイ

ンストールされないことがあります。必ず1 種類のみ選択してください。
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この章では、ユースフルバックをインストールして利用できる、ＤＯＳ環境設定ユー

ティリティ、98 環境設定ユーティリティなど、ＭＳ-ＤＯＳ環境設定ユーティリティ追加

機能の使用方法や注意事項について説明しています。

ＤＯＳ環境設定ユーティリティ

従 来 か ら のＭＳ-Ｄ ＯＳの環 境 やＭＳ-Ｄ ＯＳアプ リケ ー シ ョ ン を 引 き続 き ご 利 用 に な る 方

の た め に 、ＤＯＳ環 境 設 定 ユ ー テ ィ リテ ィ を 用 意 し てい ま す。 Ｄ ＯＳ環 境 設 定 ユ ー テ ィ

リ テ ィ は 、 シ ス テ ム 構 築 フ ァ イ ル( Ｃ Ｏ Ｎ ＦＩＧ ．ＳＹ Ｓ) と 自 動 起 動 フ ァ イ ル(

Ａ ＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴ) を ＭＳ-Ｄ ＯＳモ ー ドで 快 適 にご 利 用 に な るた めの 設 定 を 変 更 し ま

す。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の 起 動 ド ライ ブ のル ートデ ィ レク トリにＣＯＮＦＩＧ５ＹＳ、ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴ

を 作成 し ます 。 既 にＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳが 存在 す る場 合 は そ れ を 更 新 し ま す。

LI 」 Windo ｗｓ 95 は 、 従来のＷｉｎｄｏｗｓ 3.Ｘの ようにＭＳ-ＤＯＳをベースに動作は し

ていませんので、ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴの設定変更による影響 は

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 に は ありません。

■ ＣＯ ＮＦＩＧ. ＳＹＳ と ＡＵＴＯ ＥＸＥＣ.ＢＡＴ を 編 集 す る

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳやＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴはテ キスト形式のファイル なので、［メモ帳］など

のテ キストエデ ィタで編集 ／更新するこ とができます。　しかし、 このＤＯＳ環境設 定

ユーテ ィリティを使用す ると、より簡 単に編集 ／更新するこ とがで きます。

● ＣＯ ＮＦＩＧ. ＳＹＳ と ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴ の 編 集

ＤＯＳ環 境 設定 ユ ーテ ィ リテ ィで 、ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴを編 集 しま す。

①[ ス タ ー ト] メ ニ ュ ー の[ 設 定] か ら[ コ ン ト ロー ル パネ ル] を 起 動 し ま す。
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②[ＤＯＳ環境]を起動してください。[ＤＯＳ環境のプロパティ]ダイアログボックスが

表示されます。

CONFIG. ＳＹＳと ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴの 編 集を行い ます

設 定 項目

庫6･ が 勅･ 口　･･･････i･7711771117111711

口 Ｂ Ｒ Ｅ Ａ Ｋ

F ＥＵＳﾒﾓﾘ　　’ 函1 ………|

C ＯＮＦＩＧ.ＳｙＳ の 内 容

ＤＥＶＩＣＥ=Ａ:￥SN( Ｘ)WS ￥HMEMSYS　　　　　　　　　　　　14I謝 謡 ２ 鸚 温 ま 慧 な　　　　　 ≧lde

ｖicehilh= Ａ:￥ＷＩＮ〔Ｘ〕ＷＳ￥kkcfｕｎｃ.ｓｙｓ　　　　　　　　　　 ぷこI°LA

卵 叩, Ｖり　
………………………………………………………………………………………………

Ｊ

ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴ の 内 容

畷EC 卜幻OFF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾐ･I

ＰＡＴＨＡ:￥ＷＩＮＤＯＷＳ;Ａ:￥Ｓ ＮＤＯＷＳ￥ＣＯｋ●jAND 派:￥ＤＯＳ;Ａ:¥　　　

回jSET TEKf

！=Ａ:￥EX)S　　　　　　　　　　　　　　　　　y｡･l. ｊ

ＳＥＴＤＯＳＯＲ=Ａ:￥ＤＯＳ　　　...　　　　
…………………………………Li

』

L ……………ｉ ｉ:1 ………………| ……………浴ﾖ 鯵 …… 】

|
…………・‘ …………| ………６ ………| ………耐 ………|

_ _ _

③[設定項目]の[ＣＤ-ＲＯＭ]、[ＥＭＳメモリ]、[ＢＲＥＡＫ]を設定 し、[ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳの

内容]を変更します。[詳細]ボタンを押すと、[ＥＭＳメモリの設 定]ダイアログボッ

ク スが表示されます。

べｰｼ 数

/Eｵｱｼl ン

/ＵＭＢｵｱｼl ン/

ＨIＧＨSＣＡN

19

…… …………………………………………………………………………… …………………………………

最 大668 べｰｼ ま で

[ 伊 唇 夕 り

………………………………………………………J

1 伊 島 価?

……………………… ……………………………Li

』

! 伊 作 糾

‥

ヽ

… … … ……………………… … ……LiJ

l

… … … … …

叫

… … … … …|ﾚ

… … … ４ﾝｾ'ﾚ … …… ｜

④[ ページ数]、[/Ｅオプシ ョン]、[ ／ＵＭＢオプション]、[／ＨＩＧＨＳＣＡＮ]を設定した

後、[ＯＫ]ボタンを押します。

⑤編集 した い内容 を直接 入力して設 定するに は、[ 編集]ボタン を押してくだ さい。

[ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳの内容] と[ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴの内容]が表示されます。

⑥入力した変更内容を有効にするには[保存]ボタン を押してくだ さい。[ＤＯＳ環境の

プロパティ]ダイアログボックスに戻ります。

⑦今までのＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳとＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴの設定を有効にする場合は、[ＯＫ]ボタ

ンを押してください。 また、元に戻す場合は、[元に戻す]ボタ ンを押 して くだ さ

い。



● ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳの 設 定 内 容

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳは、ＭＳ-ＤＯＳモードで使用するハードウェア の構成やメモリの環境 を

設定するファイルです。

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳは、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の起動す るドライブのルー トディレクトリに作成され

ます。ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳの設 定項 目については、次の通りです。

・ＣＤ-ＲＯＭ

ＭＳ-ＤＯＳモ ー ドで 使 用 す るＣＤ- ＲＯＭ の ドラ イ バ を組 み 込み ます。 次 の 書 式 で指 定

さ れ ま す。

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ￥ＮＥＣＣＤ．ＳＹＳ ／Ｄ：ＣＤ_ １０１

オプションスイッチ � 機　　 能

/D:CD_101 /L:y �ＣＤ-ＲＯＭ を使用するための指定をします。ｙはＣＤ-ＲＯＭ を割り当てるド

ライブ名です。

M Ｓ-ＤＯＳモードでＣＤ-ＲＯＭを使用するには、ＣＤ-ＲＯＭドライバを組み込ん

だ後に、ＭＳＣＤＥＸ.ＥＸＥを実行する必要があります。

<書式例〉

Ａ:￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＣＯＭＭＡＮＤ￥ＭＳＣＤＥＸ.ＥＸＥ /Ｄ:ＣＤ_101

なお、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 用のＣＤ-ＲＯＭドライバがインストールされていなけれ

ば、ＣＤ-ＲＯＭのチェックボックスは選択できません。

・ＢＲＥＡＫ

プログラムまたは処理の実行を中止するＩＣＴＲＬけ回 キーの機能を、ディスクを対象

とした読み書き作業などに拡張したり、設定の解除をします。次の書式で指定され

ます。

ＢＲＥＡＫ＝［ ＯＮＩＯＦＦ ］

オプションスイッチ � 機　　 能

ＯＮ

ＯＦＦ �

プログラムまたは処理の実行を中止する機能を拡張します。

拡張する設定を解除します。
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・ＥＭＳメ モ リ

プ ロテ ク トメ モ リをＥＭＳメモ リ とし て使 え る よ うに し ま す。 また 、 コ ンペ ン シ ョナ

ル メ モ リ を 節約 す る た め に 、ＵＭ Ｂメ モ リを 使 用 で き ま す 。 次 の 書 式 で 指 定 され ま

す。

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＷＩＮＤＯ Ｗ Ｓ￥ＥＭ Ｍ３８６．ＥＸＥ ［ＲＡＭ Ｉ ／Ｐ＝ＸＸＸ Ｉ ／

Ｅ＝ＸＸＸＸ-ＹＹＹＹ Ｉ ／ＵＭＢ Ｉ ／ＨＩＧＨＳＣＡＮ ］

オプションスイッチ � 機　　 能

ＲＡＭ　　　

／Ｐ=ＸＸＸ

／Ｅ=ＸＸＸＸ-ＹＹＹＹ　

／ＵＭＢ　

／ＨＩＧＨＳＣＡＮ �

上位メモリの未使用メモリ領域をコンベンショナルメモリのように利用でき

ます。

使用するページ数を指定します。指定できる範囲は、O ～664 です。

ＵＭＢとしてアロケートしない範囲を設定します（ＭＳ-ＤＯＳと同様）ｏ

ＲＡＭ と同等です。

ＵＭＢまたはＥＭＳとして使う上位メモリが使用できるかどうかをチェックす

るように指定します。



4。2　98環境設定ユーティリティ

メモリスイッチの内容を変更／表示します。メモリスイッチとは、コンピュータ本体

内の専用メモリに保持されているソフトウェア的なスイッチです。ＢＯＯＴ装置等を変

更したいときは、この９８環境設定ユーティリティでメモリスイッチの内容を変更して

ください。

● パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タの シ ス テム 環 境 を設 定す る

98 環境設定ユーティリティで、本機のシステム環境を設定(メモリスイッチの変更)し

ます。

①[スタート]メニューの[設定]から[コントロールパネル]を起動します。

②[98 環境]を起動すると、[98 環境の設定のプロパティ]ダイアログボックスが表示

されます。
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③[ＲＳ-232C の設定]の[転送速度]、[キャラクタ長]、[パリティ]、[ストップビッ

ト]、[Ｘパラメータ]と[ＢＯＯＴ装置の設定]の[ＢＯＯＴ装置]を設定します。

④設定を有効にする場合は、[ＯＫ]ボタンを押してください。変更しない場合は、

[キャンセル]ボタンを押してください。
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項　　目 � 内　　容

[転送速度]　[

キャラクタ長]　　

レ刈 ティ]　[

ストップビット]　[

Ｘ パラメータ][

ＢＯＯＴ装置の設定] �RS-232C

の設定で、モデムのデータ転送速度を設定します。複数の速度で

通信できるモデムもあるので、モデムのマニュアルを調べて、双方のシステ

ムに使える通信速度を選んでください。RS-232C

の設 定で､2 台の コンピュータ間でやり取りされる各データパケッ

トのデータビット数を設定しますoRS-232C

の設定で、転送データのパリティ属性の種類を設定します。RS-232C

の設定で、転送データの終了ビット数を設定します。RS-232C

の設定で、ＸＯＮ／ＸＯＦＦ制御を設定します。

システムを起動するディスク装置を指定します。

RＳ-232C やＢＯＯＴ装置の設定は、ＭＳ-ＤＯＳモードのＳＷＩＴＣＨコマンドで設定

することもできます。次のように入力してください。

ＳＷＩＴＣＨ 腿

●98 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィ の 注 意 事 項

・メモリスイッチを変更した後は、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を一度終了させ、コンピュータ

を再起動してください([Ｗｉｎｄｏｗsの終了]で｢ コンピュータの電源を切れる状態

にする｣ を選択してください)。 再起動する際は、Ｗｉｎｄｏｗs 95 を終了後、

[ＨＥＬＰ]キーを押しながら、リセットスイッチを押し、システムセットアップメ

ニューのメモリスイッチを｢ 保持する｣( コンピュータ本体のディップスイッチ

ＳＷ２-5をＯＮ)にしてください(コンピュータ本体のディップスイッチＳＷ２-5を

ＯＮにしないと、変更したメモリスイッチの内容は保持されません)。
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本章では、本機添付のボードや別売の周辺機器の利用方法および注意事項について説明

します。

サウンド機能を利用する

本機では、本体内蔵のサウンド機能、またはオプションのサウンドボードや周辺機器

を増設して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95上でマルチメディア機能を利用することができます。

利用できるマルチメディアの各機能、必要な周辺機器について次の表に示します。

ぶ犬､ 鴛
� ウェーブフォームデ

ータの録音、再生 �MIDI
データの再生 �MIDI

デー タの録音、

再生

PC-9821 Na1 2 � ○ � ○ � ○注1

PC-9821 Nb1 0 � ○ � × � △注2

○ ：本体内蔵 のサ ウンド機能で利用 できます。

△ ：オプ ショ ン機器 の増設で利用でき ます。

× ：利用でき ませ ん。

注1　 外部MIDI 音源＊を使用す る場合 はＭＩＤＩ／ＪＯＹＳＴＩＣＫ変換 ケーブルＡ/Ｂ

(ＰＣ-9821N- Ｋ０７、ＰＣ-9821N- Ｋ０８)をプ リンタコネ クタに接続す るこ

とに より、利 用できます。

注2　 ローランド(株)製Ｓｏｕｎｄ Ｃａｎｖａs ＳＣＰ-55 などの増設により利用できます

＊　 外部MIDI 音源 は、ローランド(株)製 のＳＣ-55 、ＣＭ-３００、ＣＭ-５００など

のＧＥＮＥＲＡＬ ＭＩＤＩ規格対応 音源の使 用を推 奨します。

LI 」

ｌ

・MIDI デー タの録音を行うには、別途アプリケー ションが必要です。

・MIDI デー タの再生 をFM 音源で行 う場合、同時に再生 できる音 の数

が限られ てい るため、再生で きない デー タがあります。

・MIDI データの再生をＦＭ音源で行う場合、外部MIDI 音源をつないだ

場合よ りも音質が悪くなります。

・サウン ドボード（ＰＣ-9801-86 ）を利用する場合、本体内蔵スピー

カーからオーデ ィオＣＤの音がでなくなります。

・９８ＮＯＴＥメ ニュー のマイクボリュームに関する設定は、Ｗｉｎｄｏｗｓ

では無効に なります。

サ ウンドボードなどの新しいハードウェアを増設する場合は、［コント

ロールパネル］の ［ハー ドウェア］アイコンを起動 して、ハー ドウェ

ア のセ ットアップが必要です。ハードウェアのセ ットア ップについて

は、「Ｍｉｃrｏｓoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 ファー ストステップガイド」を参照し

て ください。
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２　 Ｐ Ｃ カ ー ド を 利 用 す る

■32 ビ ッ ト ま た は16 ピ ッ トＰＣ カ ー ド サ ポ ー ト を 選 択 す る

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95上でＰＣカー ドを使用す る方 法は、32 ビットＰＣカードサ ポート(以 降、

32 ビット)と16 ビットＰＣカ ードサ ポート(以 降、16 ビ ット)の2 種類あります。　どちら

のＰＣカード サポー トを利 用するかは、使用す るＰＣカードにより異なります。

・ＮＥＣ製品のＰＣカード(ＰＣ-9801 N-J01 を除 ＜)のみを使用する場 合

32 ビ ットＰＣカードサポート

・販売元からＷｉｎｄｏｗｓ 95用 ドライバが提供されているＰＣカードを使用する場合

32 ビットＰＣカードサポート

・ 販売 元か らＷｉｎｄｏｗｓ ９５用 ドラ イ バが提 供さ れて いな いＰＣカー ド(ＰＣ-

9801N-J01 を含 む)を使用 する場合

16 ビットＰＣカードサポート

Ｗｉｎｄｏｗs 95 用 ドライ バの有無 は、ＰＣカードの販売元にお問い 合 わせください。

・１６ビットでＰＣカードを使用する場合は、バイパーターミナルなど

の32 ビットアプリケーションからＰＣカードを使用できない場合が

あります。

・１６ビットと32 ビットの両方を同時に利用することはできません。

■32 ピットでＰＣカードを利用する

(1)ＰＣカードを利用するための手順

本機では、購入時に32 ビットＰＣカードサポートに設定されているた

め、通常は以下の手順は必要ありません。 １６ビットＰＣカードサポー

トから３２ビットＰＣカードサポートに変更する場合に以下の手順を

行ってください。

PＣカードサポートを16 ビットから32 ビットに変更する場合は、以下の操作を行って

Ｗｉｎｄｏｗsのヘルプを参照してください。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を起動します。

②［スタート］ボタンをクリックしてメニューを表示します。

③［ヘルプ］を起動します。

④［目次］の画面で［トラブルシューティング］を選択します。

⑤表示された項目から［ＰＣカード（ＰＣＭＣＩＡ）に関する問題］を選択します。

⑥［ＰＣカードを挿入しても自動的にインストールされません］を選択します。

以降は、［ヘルプ］の指示にしたがって操作を行うと、32 ビットでＰＣカードをご利用

になれます。
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(２)ＰＣカ ー ドを 初 め て 使 用 す る

本機にＰＣカードを挿入すると、次のダイアログボックスが表示され、各ＰＣカードご

とに必要な設定が自動的に行われます。

讐

ﾊｰﾄ

で:ﾝjl::ｼﾌﾑT:!PIJ:: しﾄｩZ

アをｲｯｽﾄｰ1ししています。　

？ ×

LIL｣ この作業には数十秒かかりますので、設定が終了するまでしばらくお

●　待ちください。

なお、同じＰＣカードを挿入した場合、２回目以降は上記の画面が表示されません。

■16 ビ ッ ト で ＰＣ カ ー ド を 利 用 す る

16 ビットでＰＣカードをご利用になる場合は、「ＰＣカードサポートソフトウェア」をイ

ンストールする必要があります。

（1）ＰＣカ ー ドサ ポ ー ト ソフ トウ ェア イン ス トー ル デ ィス ク の 作 成

次の手順であらかじめ「ＰＣカードサポートソフトウェアインストールディスク」（以

降 「インストールディスク」）を作成して下さい。

以下の手順では、次のものが必要です。準備しておいてください。

・２ＨＤフロッピーディスク１枚

このフロッピーディスクには、あらかじめ「インストールディスク」と書

いたラベルを貼っておいてください。

① 本機 の電源をＯＮにします。 「Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動し ています。。 。」とい う

メッセージが表示されますので、〔EI 〕キーを押して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動メニュー

を表 示させます。

②Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動 メニ ューか ら、 「コマンドプロンプトのみ」を選択します。

③コマン ドプロンプトか ら次 のように入力します。

ＣＤ ￥ＰＣＣＡＲＤ 腿

ＣＰＣＲＤＣＦＧ ＜フ ロッピ ー ディ スク ドラ イブ 名〉:図

④画 面に表示さ れるメッセージ にしたがって 、フォーマ ットしてよい２ＨＤフロ ッ

ピーデ ィスク（「イン ストールデ ィスク 」）を フロッピー ディスクドライブにセッ

トし てください。

⑤何かのキーを押すと、フロッピ ーディスクのフォーマットを開始します。 フォー

マット した後、 「イン スト ールディスク」 の作成 が行われます。

な お 、 イ ン ス ト ー ル の 作 業 を 行 う 前 に 、 「イ ン ス ト ー ル デ ィ ス ク 」 の

ＲＥＡＤＭＥ．ＰＣＣファイルを よくお 読みくだ さい。

第5 章　 ハードウェアの利用 91

－
第
１

部
　
本
機
の
機
能
を
利
用
す
る



92

（2 ）「16 ビ ッ ト ＰＣカ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ ェ ア 」を イ ン ス ト ー ル す る

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95上で、ＷＩＮＳＴＣＲＤ．ＥＸＥは使用できませ ん。以 下の操 作を行ってくださ

い。

①本機の電源 をＯＮにして 「Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動しています‥ 。」の メッセー ジ

が表示 されたら、11･・lキー を押 して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動 メニュー を表示 させま

す。

②Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動メニューから、「コマ ンドプロンプトのみ」を選択します。

③ 「イ ンス トー ルディスク」 をフ ロッピ イディスク ドライブにセットします。

④コマンドプロンプトか ら次のよ うに入力して、カレントドライブとディレクトリ

を 「インストールディスク」が挿入されているドライブの「ＷＩＮＤＯＷＳ」ディレク

トリに変更します。

＜フ ロ ッピ イデ ィ スク ドラ イ ブ名〉：腿

ＣＤ ￥ ＷＩＮＤＯＷＳ隨

⑤ 「インストール ディスク」にある以下のファイルをＷｉｎｄｏｗｓ 95 がインストール

されてい るドライブの「ＷＩＮＤＯＷＳ」ディレクトリにコピー します。

ＳＳＸＶＩＮ ＣＳ．Ｄ ＬＬ

Ｃ Ａ ＲＤ ＶＩＥ ＸＶ．ＩＮｌ

ｌＶＣＡ ＲＤ ＣＦ Ｇ ．Ｄ Ａ Ｔ

ＣＡ ＲＤ ＶＩＥＸＶ．ＥＸ Ｅ　　 ＣＡ Ｒ Ｄ ＶＩＥＩＶ ．Ｈ ＬＰ

ＣＡ ＲＤ Ｔ Ｏ Ｏ Ｌ．Ｅ ＸＥ　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ Ｔ Ｏ ＯＬ ．Ｈ ＬＰ

ＳＳＶＲ Ｄ Ｄ ．３８６

ＣＯＰＹ ／Ｙ ＊。＊< Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５のド ライ ブ名〉：￥ＷＩＮＤＯＷＳ 隨

⑥コマンドプロンプトか ら次の ように入力して、ＩＮＳＴＣＡＲＤ.ＥＸＥを起動し、｢ＰＣ

カードサポートソフトウェア｣ をインストールします。インストー ルが終了して

もリセッ トスイッチを押さない でくだ さい。

ＣＤ ￥ 図

ＩＮＳＴＣＡＲＤ 図

⑦テ キ ストエ デ ィタ(ＥＤＩＴ．ＥＸＥな ど) を 使用 し て、ＳＹＳＴＥＭ．ＩＮＩフ ァイ ルの

[386Enh] セク ションに、 以下の行を追加します。

ＳＹＳＴＥＭ.INI ファイルは 、Ｗｉｎｄｏｗs 95 がイン ストールされてい るドライブ の

｢ＷＩＮＤＯＷＳ｣ ディレ クト リにあ ります。

[３８６Ｅｎｈ]

ＤＥＶＩＣＥ＝〈ＸＭｎｄｏｗｓ95 の ドライブ名〉:￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＳＶＲＤＤ.386 ← こ の行 を追 加

⑧ リ セ ッ ト ス イ ッ チ を 押 し て 、 シ ステ ム を 再 起 動 さ せ て く だ さ い。

「１６ビ ッ ト ＰＣカ ー ド サ ポー ト ソフ ト ウ ェ ア 」 が ご利 用 で き ま す。

ＰＣ-9801N づ01/J05 を 使 用 す る 場 合 は 、 「（5 ）16ビ ッ ト でＰＣ-9801N づ01/J05 を 利

用 す る 」 の 操 作 を 行 っ て く だ さ い。



（3）「16 ビットＰＣカードサポートソフトウェア」を削除する

PＣ-9801 N-J01 /J05 を使用している場合は、この操作を行う前に

「（6）「16 ビットＰＣカードサポートソフトウェア」を削除する場合の

ご注意」の操作を行ってください。

Ｗｉｎｄｏｗs 95 上で、ＷＣＡＲＤＣＦＧ．ＥＸＥは使用できません。32 ビットでＰＣカードを

利 用する設定を 行うと、自動的に 「16 ビット ＰＣカ ードサポート ソフ トウェ ア」は

使用できなくなります。「・32 ビ ットでＰＣカードを利用す る」の操作を行ってくださ

1xゝ。

再度 「16 ビットＰＣカードサポー トソフトウェア」を利用するときは、「（４）「16 ビッ

ト ＰＣカード サポー トソフ トウェ ア」を登録す る」 の操 作を行い ます。

（4 ）「16 ビ ッ ト ＰＣカ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ ェ ア 」を 登 録 す る

Ｗｉｎｄｏｗs 95 上で、ＷＣＡＲＤＣＦＧ．ＥＸＥは使用できません。 以下の操作を行っ てくだ

さい。

「16 ピット ＰＣカードサポートソフトウェア」を登録すると、32 ビッ

トでＰＣカードは使用できなくなります。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動 します。

② ［スタート］ボタン をクリックしてメニュー を表示します。

③ ［ヘル プ］ をクリ ックして ［トピックスの検索 Ｗｉｎｄｏｗｓのヘルプ］を起動しま

す。

④ ［キ ーワード］の画面で 「ＰＣ」と入力 します。

⑤表示 された項目から「使 用できないようにす る」を選択します。

32 ビットで ＰＣカー ドを使用できない ようにす ると、「16 ビットＰＣカードサポー

トソフ トウェ ア」が使用できます。

以 降は、「Ｗｉｎｄｏｗｓのヘ ルプ」の指示に したがっ て、操 作を行 うと 「16 ビ ット ＰＣ

カードサ ポー トソフト ウェア」がご利用 できます。

（５）１６ビ ッ ト でＰＣ-9801 N-J01 /J05 を 利 用 す る

モデ ムカード（ＰＣ-９８０１Ｎ-J01 ）とＦＡＸモデムカー ドセ ット（ＰＣ-９８０１Ｎ-J05 ）を利用

す るに は、「（2）「16 ビ ット ＰＣカー ドサポート ソフト ウェア」をイ ンストールす る」

の設 定を行った後、以 下の操 作を行っ てく ださい。

①本機の電源 をＯＮにして 「Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動しています‥ 。」のメッセー ジが

表示 されたら、〔11 〕キー を押して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動 メニューを表示させます。

②Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動メニューから、「コマンドプロンプトのみ」を選択します。

③コマ ンドプロンプトか ら次 のように入力して、 カレントディレ クトリ を、 Ｗｉｎ-

do ｗｓ 95 がインストールされているドライブの「￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ」ディレ

クトリに変更します。

ＣＤ ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ 図
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④ 「￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ 」 デ ィ レ ク トリ に あ る 以 下 の フ ァ イ ル の 名 前 を 変 更 し

て、 保 存 し て お き ま す。

ＣＯＭＭ ．ＤＲＶ

例 「ＣＯＭＭ ．ＤＲＶ」 の フ ァ イ ル名 を 「ＣＯＭＭ ．９５」 に 変 更 し ます

ＲＥＮ ＣＯＭ Ｍ．ＤＲＶ ＣＯＭ Ｍ．９５ 隨

⑤ 「ＰＣカ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ ェ ア イ ン ス ト ール デ ィ ス ク 」 （ 以 降 「イ ン ス ト ー

ルデ ィ ス ク 」） を フ ロ ッ ピ イデ ィ スク ド ラ イ ブ に セ ッ トし ま す 。

⑥ コマ ン ドプ ロ ン プ トか ら 次 の よ う に 入 力 し て、 カ レ ン ト ドラ イ ブ と デ ィ レ ク トリ

を 「イ ンス トー ル デ ィ ス ク」 が 挿 入 さ れ て い る ド ライ ブ の 「ＷＩＮＤＯＷＳ」 デ ィ レ

ク ト リ に 変 更 し ま す。

＜フ ロ ッ ピ イ デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 名 〉：図

ＣＤ ￥ＷＩＮＤＯＷＳ 図

⑦ 「イ ン ス トール デ ィ ス ク」 に ある 以下 の フ ァ イル を、 Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 が イ ン ス トー ル

され て い る ドラ イ ブの 「￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ 」デ ィ レ ク トリ に コピ ー しま す。

ＣＯＮyIM.ＤＲＶ　　 ＶＣＤ.３８６　　 ＣＯＭＢＵＦＦ.３８６　　 ＮＥＣＣＯＭ Ｍ.ＤＲＶ

ＣＯＰＹ ＣＯＭＭ.ＤＲＶ 〈ＸＭｎｄｏｗs 95のドライブ名〉哨 ∧/ＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ 図

ＣＯＰＹＶＣＤ.386 〈Ｗｎｄｏｗｓ 95の ﾄﾞﾗｲ ﾌ 名゙〉:￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ 腿

ＣＯＰＹ ＣＯＭＢＵＦＦ.386 〈Windo ｗs 95のドライブ名〉:￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ 図　

ＣＯＰＹ ＮＥＣＣＯＭＭ.ＤＲＶ 〈XMndo ｗｓ 95のドライブ名〉第 ∧/ＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ 腿　

⑧ テ キ ス トエ デ ィ タ（ＥＤＩＴ．ＥＸＥ な ど）を 使 用 し て 、ＳＹＳＴＥＭ ．ＩＮＩフ ァ イ ル の

［386Enh ］セ ク シ ョ ン を次 の よ う に 編 集 し ま す。

ＳＹＳＴＥＭ.INI フ ァ イ ル は 、 Ｗｉｎｄｏｗs 95 が イ ン ス ト ール さ れ て い る ド ライ ブ の

「ＷＩＮＤＯＷＳ」 デ ィ レ ク ト リに あ り ます 。

［386Enh ］: 呂VjTｻ

＊ＶＣＤ

：

↓

[386Enh]

;Ｄ Ｅ ＶＩＣＥ ＝＊ＶＣＤ

ＤＥＶＩＣＥ＝<Windo ｗs 95 の ドライブ名〉：￥ Ｗ ＩＮ ＤＯ Ｗ Ｓ￥ＳＹＳＴＥ Ｍ ￥ＶＣ Ｄ ．３８６

ＤＥＶＩＣ Ｅ＝〈 Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５の ドライブ名〉：￥ Ｗ ＩＮ ＤＯ Ｗ Ｓ￥ＳＹＳＴＥＭ ￥Ｃ Ｏ Ｍ Ｂ ＵＦＦ ．３８６

⑨ＳＹＳＴＥＭ.INIファイルの最後に［DiｓpatｃｈＣｏｍｍ ］セクションを追加します。

追加内容は、ドライブＡの 「￥WIN31 」ディレクトリにあるＳＹＳＩＮＩ.ＤＡＴファイル

を参 照してください。



ＰＣ-9801 N- Ｊ０５をＣＯＭ４でご使用の場合は、ＳＹＳＴＥＭ．ＩＮＩファイルの[Di

ｓｐａtｃｈＣｏｍｍ]セクションを、次のように修正します。

[DisｐａtｃｈＣｏｍｍ]ｽ ｽ゙ﾞUUj!L 二

Ｗｉｎｄｏｗs 95のドライブ名〉:￥

↓

[Dispat ｃｈＣｏｍｍ]

ＣＯＭＭ４.DRV ＝〈Ｗｉｎｄｏｗｓ 95の ドライブ名〉:¥WINDOWS¥SYSTEM¥ ＦＡＸＣＯＭＭ.DRV

ＦＡＸＣＯＭＭ．ＤＲＶはＰＣ９８０１ Ｎ-J05 に 添 付 さ れ て い ま す 。 Ｗｉｎｄｏｗｓ95

が イ ン ス トー ル さ れ て い る ドラ イ ブ の￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ に な

い 場 合 は コ ピ ー し て お い て く だ さ い 。

⑩再起動後、ＰＣ-9801 N-J01 /J05が有効になります。

（6）「16ビットＰＣカードサポートソフトウェア」を削除する場合のご注意

「（５）１６ビットでＰＣ-9821 N-J01 /J05 を利用する」の手順を行った

場合は、 「16 ビットサ ポートソフトウェア」を削除する前に、必ず次

の手順 を行ってください。

①本機の電源 をＯＮにして 「Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動しています…」のメ ッセー ジが表

示 された ら〔EI 〕キー を押して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動メニューを表示させます。

②Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動 メニューか ら 「コマンドプロンプトのみ」 を選択します。

③コマ ンドプロンプトか ら次の ように入力して、 カレントディレ クトリを、Ｗｉｎ-

do ｗｓ 95 がインストールされているドライブの「￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ」ディレ

クトリに変更します。

ＣＤ ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ 図

④ 「￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ」ディ レクトリにある以下のファイルの名前を変更し

て、 保存しておきます。

ＣＯＭＭ．ＤＲＶ

例 「ＣＯＭＭ．ＤＲＶ」のファイル名 を 「ＣＯＭＭ ．３１」に変 更します

ＲＥＮ ＣＯＭＭ．ＤＲＶ ＣＯＭＭ．３１ 腿

⑤ 「（５）１６ビットでＰＣ-9801 N-J01 /J05 を利用する」で変更した、以下のファイ

ルの 名前を元に戻しま す。

ＣＯＭＭ．９５
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例 「ＣＯＭＭ．９５」のフ ァイル名 を 「ＣＯＭＭ．ＤＲＶ」に変 更します

ＲＥＮ ＣＯＭＭ．９５ ＣＯＭＭ．ＤＲＶ図

⑥テ キ スト エデ ィ タ(ＥＤＩＴ．ＥＸＥな ど) を使 用し て、ＳＹＳＴＥＭ．ＩＮＩファ イル の

[386Enh] セクションを次のように編集 します。

ＳＹＳＴＥＭ.INI フ ァイルは、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 がイ ンストール されているドライブ の

｢ＷＩＮＤＯＷＳ｣デ ィレクトリにあ ります。

[３８６Ｅｎｈ]

;Ｄ Ｅ ＶＩＣＥ= ＊Ｖ ＣＤ

Ｄ ＥＶＩＣＥ=〈 Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５の ド ラ イ ブ 名 〉:￥ Ｗ ＩＮ Ｄ Ｏ Ｗ Ｓ￥ＳＹ ＳＴ ＥＭ ￥ Ｖ ＣＤ.３８６

ＤＥＶＩＣＥ＝〈Ｗｉｎｄｏｗs 95 の ド ラ イ ブ 名 〉：￥ ＷＩＮ ＤＯ ＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ Ｙ ＣＯＭ ＢＵＦＦ．３８６

↓

[386Enh]ﾌﾌ17 とで

＊ＶＣＤ

:

5 ．3
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5 ．4 ドッキングステーション、および拡張バス変
換コネクタを利用する

一 一 一一 一 一　 二 鶯　　]

……………………四 四 四大

●ＰＣカードサポートソフトウェアの使用についてのご注意

本機でドッキングステーション(ＰＣ-9821N- Ｕ０４/Ｕ０５)、または拡張バス変換コネク

タ(ＰＣ-9821N- Ｕ０７)を利用する場合、ＰＣカードサポートソフトウェアの使用方法に

ついては、必ず本機添付の｢ ＰＣカードサポートソフト ウェアマニュアル｣ を参照し

てください。同名のマニュアルが上記製品にも添付されていますが、内容が一部異な

ります。

5。5　周辺機器用のドライバを利用する

本機には、周辺機器を利用する際に必要なドライバが添付されています。

ドライバは以下の場所に、種類に応じて分類し、格納しています。

Ｗｉｎｄｏｗｓ　９５がインストール されてい るハードディスク（Ａドライブ）の

［ＤＲＩＶＥＲＳ］［ＤＲＩＶＥＲＳ２］フォルダ

ドライバの機能やセットアップ方法およびお問合わせ先については、各ドライバの

ＲＥＡＤＭＥファイルをご覧ください。
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第６章　インターネットの利用

本章では、本機でインターネットを利用する方法や注意事項について説明します。

LI 」 FＡＸモデム内蔵モデルをお使いの場合は、この章を読む必要はありません。
ＦＡＸモデム内蔵モデル添付の「インターネットスタートガイド」を参照して、

インターネットをご利用＜ださい。

6。1　インターネット接続の設定をする

圃 接 続 す る た め の 準 備

本機でインターネットに接続するには、次の準備が必要です。

・モデムの準備

本機でインターネットを利用するには別売のモデムやモデムカード（以降、モデ

ム）が必要です。また、Ｗｉｎｄｏｗs 95でモデムが使えるように設定する必要があり

ます。モデムの設定方法については、「モデムを設定する」で説明します。

・プロバイダとの契約

プロバイダとは、インターネットにあなたのコンピュータをつなげてくれる会社で

す。あなたのコンピュータはプロバイダを通じてインターネットと接続されます。

プロバイダと契約すると、プロバイダからインターネット接続に必要な情報（IPア

ドレス、電子メールアドレスなど）を入手できます。

プロバイダは、それぞれ独自のサービス内容や料金体系をもっています。ご利用状

況に合ったプロバイダと契約してください。

なお、本機 にはＮＥＣのプ ロバイダ 「ｍｅsｈ」と簡単に契約するためのソフト 「ｍｅｓｈオ

ンラインサインアップ 」が用意されています。 「ｍｅｓｈオンラインサインアップ」につ

いては、 「ＮＥＣのインターネットサービス 「ｍｅｓｈ」 と契約する」で説明します。

98



■モデムを設定する

（1 ）モデ ム を接 続 す る

本機とモデム、モデムと電話回線を接続します。接続方法については、「ガイドブッ

ク」およびモデムに添付のマニュアルを参照してください。

(2) モ デ ム を 設 定 す る

Ｗｉｎｄｏｗs95 でモデムが使 えるように設 定します。

①本機 の電源 をＯＮにして、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動しま す。

モデムカードをお使いの場合は、本機でＰＣカードを使えるように設定する必

要があります。 ＜わしくは、「第5 章 ハードウェアの利用」およびカード添

付のマニュアルを参照してください。

②［スタート］メニューの［設定］から［コントロールパネル］を起動します。

③［コントロールパネル］から［モデム］を起動します。

④［モデムウィザード］が起動します。画面の指示にしたがって、お使いのモデムを

設定してください。

⑤［モデムウィザード］の途中で［所在地情報］画面が表示された場合は次の設定を

します。

・国番号：リストから「日本（81 ）」を選択します。

・市外局番：住んでいる場所の市外局番を入力します。

・外線発信番号：特に設定する必要はありません。

・ダイアル方法：プッシュホン回線の場合は「トーン」を、ダイアル回線の場合

は「パルス」を選択します。

⑥「モデムは正常にセットアップされました」の画面が表示されたら、［完了］ボタ

ンを選択してください。

再起動するかどうかのメッセージが表示された場合は、［はい］ボタンを選択し

て、Ｗｉｎｄｏｗsを再起動してください。
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■ ＮＥＣの イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス 「ｍｅＳｈ」 と 契 約 す る

ここでは、［ｍｅｓｈオンラインサインアップ］でのオンラインサインアップの方法につ

いて説明します。

m ｅｓh以外のプロバイダと契約する場合は、ここで説明している手順を行う必

要はありません。プロバイダと契約し、各種情報を入手したら、「接続するた

めの設定を行う～インターネットセットアップウィザード」に進んでくださ

い。

（1）オ ン ラ イ ン サ イ ン ア ッ プ の 準 備

あなたのコンピュータから、回線を使って、ＮＥＣのプロバイダ「ｍｅｓｈ」と契約する

方法をオンラインサインアップといいます。

オンラインサインアップは、次の条件を満たしている方に限らせていただきます。

・18 歳以上の方

一本人名義のクレジットカードでｍｅｓh利用料金が決済できる方

使用できるカードは以下のものです。

ＶＩＳＡ ＪＣＢ ＤＣ ＵＣ 日本信販 ＭＣ ＡＭＥＸ ダイナース オリェント 地方銀

行発行のクレジットカード

・ｍｅｓh契約約款に同意される方

次の場合には、本機添付の「ｍｅｓhウェルカムキット」の裏面の契約申込書に

必要事項に記入の上、お申し込みください。

・18 歳未満の方

・本人名義のクレジットカードをお持ちでない方

・オンラインサインアップがうまくいかなかった方

オンラインサインアップの前に次のものを準備してください。

・ クレジットカード（本人名義のもの）

・ 本機に添付の「ｍｅｓhウェルカムキット」

・ メモと筆記用具

（2 ）オ ン ラ イン サ イン ア ップ の 起 動

① Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を起動します。

② ［スタート］メニューから［プログラム］をポイントし、［コミュニケーショ

ン］にある［ｍｅｓh オンラインサインアップ］を選択します。

［ｍｅsｈ オンラインサインアップ］が起動します。

③ 画面のメッセージをよくお読みになったあと、［継続］ボタンをクリックしてく

ださい。

④ 「最新の契約約款、利用料金表、サービス内容をご覧になりますか」というメッ

セージが表示されます。［ＯＫ］ボタンをクリックしてください。
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m ｅsｈに関す る次の情報が表示されます。

・契約約款

・利用料金表

・サービス内容

・アクセスポイント

「Ｃ＆Ｃインターネットサービス契約約款」が表示されます。

ｍｅｓhでの料金体系が表示され ます。

ｍｅｓhが提供するサービス内容 です。

ｍｅｓhに接続するためのアクセスポイント（電話 をかける

場所）の一覧です。最寄りのアクセスポイントの電話番号

をあ らか じめメモしておいてください。

それぞれの情報を表示するには、各情報のタブをクリックします。

各画面で画面のスクロールボタンをクリックすると文章の上下の内容が表示されま

す。よくお読みください。

［最新表示］ボタンをクリックすると、［通信設定］の画面が表示されます。

お使いのモデムに関する各項目を入力して、［設定終了］ボタンをクリックす

ると、ｍｅｓhと通信して、最新の情報を入手できます。

（3 ）各 種 情 報 項 目の 入 力 ・設 定

・サインアップの開始

①各種の情報を読み終えたら、［サインアップ開始］ボタンをクリックします。

②次の画面が表示されます。
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この画面で、サインアップのための次の情報を入力します。

一個人情報

・ カード情報や使用機種

・ 回線・メールアカウント

・ 通信設定

次の項目に移るには、その項目をマウスでクリックするか、または、キーボードの
ぽii]キーを押してください。

・個人情報

氏名、住所、電話番号などを入力します。

画面下部のガイドにしたがって、すべての項目を入力してください。すべて入力し

たら、［カード情報等］タブをクリックします。

・カード情報等の入力

カード情報や入会方法、使用機種などを入力します

画面下部のガイドにしたがって、すべての項目を入力してください。

なお、「入会方法」は以下のように設定します。

一会員種別：リストから優待会員を選択します

・優待会員用ＩＤ：添付の「ｍｅｓhウェルカムキット」を参照して、IDを半角で入力

します。

・パスワード：添付の「ｍｅｓhウェルカムキット」を参照して、IDを半角で入力し

ます。

すべて入力したら、［回線・メールアカウント］タブをクリックします。

・回線・メールアカウントの入力

回線・メールアカウントを入力します。

画面下部のガイドにしたがって、すべての項目を入力してください。

すべて入力したら、［通信設定］タブをクリックします。

・通信設定の入力

通信する際のモデム設定を入力します。

モデムのポートや回線の種別、通信速度などを、お使いのモデムに合わせて設定し

てください。また、モデムコマンドは、ほとんどの場合、既定値のままで動作可能

ですが、正常に動作しない場合は、モデムに添付のマニュアルを参照して設定して

ください。

・設定の終了

すべての項目を入力したら、［設定終了］ボタンをクリックします。

・契約約款同意の再確認

［ｍｅsｈ契約約款同意の再確認］画面が表示されます。契約約款に同意する場合は

［はい］ボタンをクリックします。

通信状態画面が表示されますので、しばらくお待ちください。



（4）情 報 の 入 手

インターネット接続に必要な情報を入手します。

①しばらくすると［各種情報表示］画面が表示されますので［ＯＫ］ボタンをクリッ

クしてください。

ｍｅsｈに関する各種情報が表示されます。

この画面は、オンラインサインアップ終了後に［ｍｅｓh オンラインサインアッ

プ］を再起動して、［前回情報］ボタンをクリックしても表示されます。

［ID情報クリア］ボタンをクリックとオンラインサインアップで入手した情報

をハードディスクから削除してしまいます。このボタンは、あなたの個人情報

やIDなどを第三者に見られないようにするためのものです。不用意にクリック

しないよう注意してください。また、このボタンを使用する場合は、使用前

に、ID情報などをメモしておいてください。

②［ID情報］タブをクリックし、［登録情報］に表示されている次の内容をメモして

ください。

。「ユーザー名」

・「パスワード」

。「メールアドレス」

・「メールパスワード」

③［アクセス情報］タブをクリックし、表示されている次の内容をメモしてくださ

い。

・ Ｄｏｍａｉｎ Ｎａｍｅ Ｓｅrｖｅr

“/”（スラッシュ）で区切られて２つ分表記されています。

・ ＭａｉｌＳｅrｖｅr（ＭａｉｌＧａtｅｗａy）
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④ ［アクセスポイント］タブをクリックし、表示されている次の内容をメモして
ください。

・ 最寄りのアクセスポイントの電話番号

（5）オ ン ラ イ ン サ イ ン ア ッ プ の 終 了

これでオンラインサインアップは終了です。

次にインターネットに接続するための設定を行います。

表示されている画面で［Win95 インターネット設定］ボタンをクリックすると、［イ

ンターネットセットアップウィザード］が起動します。

「接続するための設定を行う～インターネットセットアップウィザード」に進んでく

ださい。

■ 接 続 す る た め の 設 定 を 行 う ～ イ ン タ ー ネ ッ ト セ ッ ト ア ッ プ ウ ィ

サ ー ド

ｍｅｓｈのオンラインサインアップなどで、プロバイダから必要な情報を入手したら、イ

ンターネットに接続するための設定を行います。設定は［インターネットセットアッ

プ ウィザード］で行います。

準備するもの

［インターネットセットアップ ウィザード］では次の情報が必要になります。

これらの情報はプロバイダと契約すると、プロバイダから提供されます。あらかじ

め用意しておいてください。

・プロバイダの名前

・プロバイダのアクセスポイントの電話番号

・あなたのID（ユーザー名）とパスワード

・ＤＮＳサーバーアドレス

・電子メールのアドレスおよびメールサーバーのアドレス

●インターネットセットアップウィザードの起動

① Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を起動します。

②［スタート］メニューから［プログラム］をポイントし、［アクセサリ］の［イン

ターネットツール］にある［インターネットセットアップウィザード］をクリック

します。

［ｍｅｓh オンラインサインアップ］から［インターネットセットアップウィ

ザード］を起動するには、次の手順で行います。

①［ｍｅｓh オンラインサインアップ］の［ｍｅｓh オンラインサインアップ登

録情報］画面で、［Ｗｉｎ９５インターネット設定］ボタンをクリックしま

す。

②［Ｗｉｎ９５インターネット設定］画面が表示されます。内容をよくお読みくだ

さい。接続するための設定を行う場合は［ＯＫ］ボタンをクリックします。
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③ ［インターネットセットアップウィザード］が起動します。［次へ］ボタンをク

リックしてください。

これ以降で、前の画面に戻って設定を変更したい場合は、［戻る］ボタンをク

リックしてください。

④［接続方法］画面が表示されます。ここで［すでに別のサービスプロバイダのアカ

ウントがある］を選択して、［次へ］ボタンをクリックします。
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⑤［インターネ ットメール］の画面が表示されます。ここでＭｉｃrｏｓoft Ｅｘｃｈａｎｇｅを

使ってインターネット メールの送受信を行う場合は［行う（推奨）］を選択しま

す。［次へ］ボタンをクリックします。

⑥［ファイルのインストール］画面が表示されます。そのまま［次へ］ボタンをク

リックしてください。ファイルのインストールがはじまります。

［ファイルのインストール］画面は、必要なファイルがすでにインストールされ

ている場合は表示されません。

⑦［モデムの選択］画面が表示された場合は、下矢印ボタンをクリックして、お使い

のモデムを選択してください。選択したモデムが表示されているのを確認して、

［次へ］ボタンをクリックします。



⑧［サービスプロバイダ情報］画面が表示されたら、ご利用のプロバイダの名称を入

力してください。入力したら［次へ］ボタンをクリックします。

⑨［電話番号］の画面が表示されたら、契約しているプロバイダのアクセスポイント

の電話番号を、市外局番と市内局番に分けて入力します。また、［国番号］には

「日本」を選択します。入力したら、［次へ］ボタンをクリックします。

⑩［ユーザー名とパスワード］画面が表示されたら、プロバイダから提供されたあな

たのID（ユーザー名）とパスワードを入力してください。入力したら、［次へ］

ボタンをクリックします。

(画面のユーザー名は架空のものです。)

⑨[IPアドレス]画面が表示されたら、[インターネットサービスプロバイダが自動的

に割り当てる]が選択されていることを確認して、[次へ]ボタンをクリックします。
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⑩［ＤＮＳサーバーアドレス］画面が表示されたら、プロバイダから指定されたＤＮＳ

サーバーのIPアドレスを入力してください。［ｍｅｓhオンラインサインアップ］で

サインアップした場合は、［別のＤＮＳサーバー］には、オンラインサインアップで

入手したＤｏｍａｉｎ Ｎａｍｅ Ｓｅrｖｅrの2 つ目のアドレスを入力します。

⑩［インターネットメール］画面が表示されます。インターネットメールを利用す

る場合は［インターネットメールを使う］のチェックボックスをクリックして、

チェックをつけます。また、次のことを入力します。

［電子メールのアドレス］　　　　　 ：プロバイダから提供されたメールアドレス」

［インターネットメールのサーバー］ ：プ ロバイダから提供されたメールサー

バーのアドレス

入力した ら、 ［次へ］ボタンをクリックします。

⑩［Ｅｘｃｈａｎｇｅのプロファイル］画 面が表示された場合は、そのまま［次へ］ボタン

をクリックします。

⑩［セットアップ完了］画面が表示されます。 ［完了］ボタンをクリックして くださ

い。

⑩これで設定は完了です。 「Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動します」 のメッセージ が表示された

場合は、［はい］ボタンをクリックして ください。

Ｗｉｎｄｏｗsが自動的に再起動します。

これでインターネットに接 続するための設 定が完了しました。次にイン ターネットに

実際に接続します。



一度、［インターネットセットウィザード］で設定を行っている場合、

［Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動します］のメッセージは表示されません。

6。2　インターネットに接続する

インターネットに接続するための設定が完了したら、実際に接続してみましょう。

ここではインターネットに接続して、ＮＥＣのホームページを見ます。

（1）イ ン タ ー ネ ッ トエ ク ス プ ロ ー ラ の 起 動

①［スタート］メニューから［プログラム］をポイントし、［アクセサリ］の［イン

ターネット ツール］にある［インターネットエクスプローラ］をクリックしま

す。または、デスクトップにある［インターネット］をダブルクリックします。

［インターネットエクスプローラ］が起動して、［接続］画面が表示されます。

ダイアルのプロパティの設定を1 度も行っていない場合は、ここで［ダイアル

のプロパティ］ボタンをクリックします。

・［所在地情報］画面が表示された場合は、［国番号］に「日本」を、［市外

局番］に、ご自分の市外局番を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

・［ダイアルのプロパティ］画面が表示された場合は、画面に表示されている

内容が正しいかどうか確認して、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

・［ダイヤルのプロパティ］の画面が［インターネットエクスプローラ］の画

面の後ろにかくれて、見えなくなった場合は、タスクバーに表示されている

［接続］をクリックしてください。

②［接続］画面で、パスワードを入力してください。入力したら、［接続］ボタン

をクリックします。

しばらくすると接続が完了し、ＮＥＣのホームページが表示されます。

以降は、マウスポインタが手の形になるところをクリックすれば、いろいろなページ

が表示 されます。インターネットをお楽しみください。
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Windo ｗｓ 95 起動時に[Ｗｉｎｄｏｗｓパスワードの入力]画面が表示されない場

合、および表示されてもユーザ名、パスワードを入力しないで使用している場

合は、[接続]画面の[パスワードの保存]チェックボックスは選択できません。

本機では購入時には[Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 パスワード]の画面は表示されないように

なっているため、インターネットに接続する際の[接続]画面の[パスワードの保

存]チェックボックスは選択できません。[Ｗｉｎｄｏｗｓパスワードの入力]画面の

設定については、｢[ パスワード保存]チェックボックスを有効にする｣ を参照

してください。

インターネットエクスプローラのくわしい使い方については、インターネット

エクスプローラのヘルプを参照してください。

(2) イン タ ー ネ ッ トエ ク ス プ ロ ー ラ の 終 了( 接 続 の 終 了)

ここでは、インターネットエクスプローラの終了方法と、接続の終了について説明し

ます。

①［インターネットエクスプローラ］の右上のlil ボタンをクリックします。

［インターネットエクスプローラ］が終了します。

②［切断］画面が表示されますので、［はい］ボタンをクリックします。
接続が終了しました。

■ ［ パ ス ワ ー ド の 保 存 ］ チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス を 有 効 に す る

Ｗｉｎｄｏｗs 95起動時に ［Ｗｉｎｄｏｗs 95パスワードの入力］画面が表示 されない場合、およ

び表示 されてもユーザ名とパスワードを設定していない場合は、イ ンターネットに接続

す る際の［接続］画面の ［パスワードの保存］チェ ックボックスは選択できません。

本機では、ご購入時には ［Ｗｉｎｄｏｗｓ 95パ スワードの入力］の画面は表示 されないよ

うになってい ますので、インターネ ットに接続する際の ［接 続］画面の［パスワード

の保 存］チェッ クボ ックスは選択で きませ ん。

［Ｗｉｎｄｏｗｓ 95パ スワードの入力］の画面が表示されない場合は、［コントロー

ルパネル］の［ネットワーク］でネットワークコンポーネントの設定を行うと、

［Ｗｉｎｄｏｗｓ 95パ スワードの入力］の画面が表示されるようになります。

また、表示されてもユーザ名とパスワードを設定していない場合は、次の手順で、

［Ｗｉｎｄｏｗs 95パスワードの入力］の設定をしてください。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を起動します。

②［Ｗｉｎｄｏｗｓパスワードの入力］画面が表示されたら、［ユーザー名］に名前を入

力します。

また、［パスワード］を指定する場合は、パスワードを入力します。

１ １ ０



パスワードは特に指定する必要はありません。また、ここで入力するパスワー

ドはプロバイダから入手したパスワードとは関係がありません。

パスワードを指定した場合は、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95を起動するたびに、パスワードの

入力画面が表示されますので、パスワードを忘れないようにしてください。

③[Ｗｉｎｄｏｗｓパスワードの入力]画面で[ＯＫ]ボタンをクリックします。

④｢ パスワードをもう一度入力してください｣ のメッセージが表示されます。

手順②でパスワードを指定した場合は、もう一度入力して[ＯＫ]ボタンをクリック

します。

手順②でパスワードを指定しなかった場合は、そのまま[ＯＫ]ボタンをクリックし

ます。
これで、[接続]画面で、レ ス々ワードの保存]チェックボックスが選択できるように

なります。

■メールを使うための設定を行う

本機でインターネットメールを使用するには、インターネットセットアップ

ウィザードでインターネットメールを使うよう設定する必要があります。

①［スタート］メニューの［設定］にある［コントロールパネル］をクリックしま

す。

②［コントロールパネル］から［メールとファックス］をダブルクリックして起動し

ます。

③［インターネットメールの設定のプロパティ］画面で［インターネットメール］を

選択して、［プロパティ］ボタンをクリックします。

第6 章　インターネットの利用 １１ １

－第
１
部
　
本
機
の
機
能
を
利
用
す
る



112

④［インターネットメール］の［全般］画面で次のことを入力します。

・フルネーム……半角のローマ字であなたの名前を入力します

・パスワード……プロバイダから提供されたメールパスワードを入力します。

その他の項目は、インターネットセットアップウィザードで設定した内容が入力

されていますが、正しく入力されていない場合は、入力しなおしてください。

⑤［接続］タブをクリックして、表示された画面で次の確認をします。

・［モデムを使用して接続］にチェックが付いていること

・［ダイアル時に使用する接続］にインターネットセットアップウィザードで選

択した接続先が入力されていること

・［オフラインにして、リモートメールを使用］にチェックが付いていること

設定されていない場合は正しく設定しなおしてください。

⑥［ＯＫ］ボタンをクリックします。



⑦ ［イ ン タ ー ネ ッ ト メ ー ル の 設 定 の プ ロ パ テ ィ］ 画 面 で、 ［ＯＫ］ ボ タ ン を ク リ ッ

ク し ます 。

メ ー ル を 使 う た め の 設 定 が 完 了 し ま し た 。

メ ー ル の 送 受 信 は Ｍｉｃrｏｓoft Ｅｘｃｈａｎｇｅを使 用 し ま す 。　Ｍｉｃrｏｓoft Ｅｘｃｈａｎｇｅを

起 動 す る に は 、 デ ス ク トッ プ の ［受 信 トレ イ ］ を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て くだ さ い。

Mjcr ｏｓoft Ｅｘｃｈａｎｇｅの く わ し い 使 い 方 に つ い て は 、 Ｍｉｃrｏｓoft Ｅｘｃｈａｎｇｅの

ヘ ル プ を 参 照 し て く だ さ い 。
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他のソフトウェアを
利用する

Windo ｗｓ3.1、ＭＳ-ＤＯＳやＯＳ/2 など、別売のソフト

ウェアを本機で利用するために必要な知識や注意事項

について説明しています。

第1章　ＭＳ･ＤＯＳを利用する

第2章　Ｗｉｎｄｏｗｓを利用する

第3章　ＯＳ/2を利用する

第4章　その他のソフトウェアを利用する



第1 章　ＭＳ－ＤＯＳを利用する

１
．
１

本章では、別売のＭＳ-ＤＯＳを本機でご利用になる場合の設定や、アップグレードの

手順について説明します。

M Ｓ－ＤＯＳ ６．2/5．0A の 利 用

ここでは本機で別売の 「ＭＳ-ＤＯＳ６.2」、お よび 「日本語ＭＳ-ＤＯＳ５.０Ａ」（以降ＭＳ-

ＤＯＳ ５.０Ａ）を利用す る場合に必要となるアップ グレードの手順について説明します。

１
Windo ｗｓ 95 が イ ン ストール されてい る領域およびＭＳ-ＤＯＳをインストール

する領域が 圧縮されている場合 は、 その領域を展開してか らインストールや

アップグレー ドを行って ください。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 が イ ン スト ール されてい る領域を解放 して、ＭＳ-ＤＯＳをインス

トール する場合は、 領域を解放 する前に作業が必要とな ります。 後述の く参

考〉を参照してください。 ただし、ＭＳ-ＤＯＳ６.2およびＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａ以外の

ソフトウェアをアップグレードする場合は、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の領 域を解放しない

でください。

本機 で別売のＭＳ-ＤＯＳ６.2お よびＭＳ-ＤＯＳ５．０Ａを利用 するには 、必ず 次の手順 で

ア ップ グレードを行っ てください。

(1) シ ステムディスクのアップグ レー ド

(2) インストールしたＭＳ-ＤＯＳのアップグレード

ここで は、これらの手順につい て詳しく説明し ます。

(1)システムディスクのアップグレード

１

以下の手順では、次のものが必要です。準備しておいてください。

・インストールを行うバージョンの「システムディスク」（別売）

・２ＨＤフロッピーディスク１枚

Windo ｗｓ 95の領域を解放して、ＭＳ-ＤＯＳをインストールする場合は、別途

フロッピーディスクが必要となります。その際は指示にしたがって用意してく

ださい。詳しくは後述の<参考〉を参照してください。

１１６



は じめに 、 「ＭＳ-ＤＯＳｘ.ｘｘシ ステムデ ィスク＃1」に対してア ップ グレードを行い ま

す。万一のアクシデントに備 えて、システ ムディ スクの複製を作成し、複製に対して

ア ップ グレードを行い ます。

①本機の電源 をＯＮにして、 「Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動しています…」の メッセージが表

示されたら、キー ボードの〔E:亘〕キーを押してＷｉｎｄｏｗｓ 95 起動メニューを表示さ

せます。

②Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動メニューか ら「コマン ドプロンプトのみ」を選択します。

③ＦＯＲＭＡＴコマンドを使っ て、あ らかじめ用意しておいた２ＨＤフロ ツピーディ ス

クを初期化し ます。

用意した２ＨＤフロ ッピーディスクをフロ ッピーディス クドライブ にセット後 、コ

マンドプ ロンプ トから次のように入力 し、1.25M バイトでフォー マットします。

〈ドライブ名〉には、あ らかじ め用意してお いた２ＨＤフロッピーデ ィスクをセ ッIヽ

したフロ ッピーデ ィス クドライブ を指 定します。

ＦＯＲＭＡＴ　 ＜ドラ イブ 名〉:　/Ｕ　/ Ｍ 図

このフロ ッピーディスクには、 「アップ グレー ド済みシ ステムディ スク＃1」 と書

い たラペルを貼っておい てください。

④ＤＩＳＫＣＯＰＹコマンドを使って「システムディ スク毒1 」の複製を作成します。

複製 はあらかじめ用意した 「アップ グレー ド済みシ ステムデ ィスク＃1」に作成し

ます。

ＤＩＳＫＣＯＰＹコマン ドの使用 方法は コマンドプロンプ トで次のよ うに入力して、

確認 してくだ さい。

ＤＩＳＫＣＯＰＹ ／？ 隨

⑤フロ ッピ ーディスクドライブに 「アップグレー ド済み システムディス ク毒1 」を

セッ トします。

⑥コマン ドプロンプトから次 のように入力し、ア ップグレードを実行し ます。

＜ドライブ 名〉には 「アップ グ レード済みシ ステ ムディス ク＃1」をセットしている

ドライブ名 を指定します。

・ＭＳ-ＤＯＳ６.2をア ップ グレー ドする 場合

ＣＤ ￥ＤＯＳ６２腿

ＵＰＤＯＳ６２　＜ド ライ ブ名〉：腿

・ＭＳ-ＤＯＳ５．０Ａをアップグ レードする場 合

ＣＤ ￥ＤＯＳ５０Ａ〔ｉｌ〕

ＵＰＤＯＳ５０Ａ　＜ドラ イブ 名〉：図

⑦「アップグレード済みシステムディスク毒1 」を使って、ハードディスクまたはフ

ロッピーデ ィス クヘ のインストー ルを行います。

ＭＳ-ＤＯＳのインストール方法については、各バージョンのＭＳ-ＤＯＳのマニュアルを

ご覧ください。
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「アップグレード済みシステムディスク毒1」はこのディスクを作成した環境

でのみ使用できます。ＣＤ-ＲＯＭドライブなどのハードウェア構成を変更する

と、正常にＭＳ-ＤＯＳをインストールできない場合がありますので、最初から

アップグレードをやりなおしてください。

（2）イン ス トー ル したＭＳ-ＤＯＳの ア ッ プ グ レー ド

引き続き、「アップグレード済みシステムディスク＃1」を使ってインストールした

ＭＳ-ＤＯＳを再度アップグレードします。

①ＭＳ-ＤＯＳをインストールしたハードディスク、またはフロッピーディスクから起動

します。

ＤＯＳシェルの画面が表示された場合は、キーボードの〔!:ｌ 〕キーを押して終了して

ください。

②コマンドプロンプトから次のように入力して、カレントドライブをＷｉｎｄｏｗｓ95　

がインストールされているハードディスクのドライブに変更します。

〈ドライブ名〉にはＷｉｎｄｏｗs95 のドライブを指定してください。

＜ドライブ名〉:［11］

③コマンドプロンプトから次のように入力し、カレントディレクトリを変更した

後、アップグレードを実行します。

〈ドライブ名〉にはＭＳ-ＤＯＳをインストールしたドライブを指定します。

ハードディスクにインストールした場合はディレクトリ名も指定してください。

・ＭＳ-ＤＯＳ６.2をアップグレードする場合

・フロッピーディスクにインストールした場合

ＣＤ ￥ＤＯＳ６２〔ｉｌ〕

ＵＰＤＯＳ６２　＜ドライブ名〉： 図

・ハードディスクにインストールした場合

ＣＤ ￥ＤＯＳ６２腿

ＵＰＤＯＳ６２　＜ドライブ名〉：￥［ディレクトリ名］図

・ＭＳ-ＤＯＳ５.０Ａをアップグレードする場合

・フロッピーディスクにインストールした場合

ＣＤ ￥ＤＯＳ５０Ａ腿

ＵＰＤＯＳ５０Ａ　＜ドライブ名〉： 腿

・ハードディスクにインストールした場合

ＣＤ ￥ＤＯＳ５０Ａ腿

ＵＰＤＯＳ５０Ａ　＜ドライブ名〉：￥［ディレクトリ名］腿

④アップグレードが終了したら、再起動してアップグレードしたＭＳ-ＤＯＳをお使い

ください。
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なお、ＭＳ-ＤＯＳ ５.0A で本機の内蔵ＣＤ-ＲＯＭ ドライブ を使用す る場合 は、 「1.３

ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａでの本機内蔵ＣＤ-ＲＯＭ ドライブ の使用」をご覧になり、ＣＤ-ＲＯＭ ド

ライブ の設 定を行ってく ださい。

● 参 考　 ＷｉｎｄＯｗS 95 の 領 域 を解 放 してＭＳ-ＤＯＳを イ ン ス トー ル す る

ここでは別売のＭＳ-ＤＯＳをｗindo ｗｓ 95がインストールされている領域を解放して

インストールする場合の手順について説明します。

別売のＭＳ-ＤＯＳをＷｉｎｄｏｗs 95 がイン ストール されてい る領域を解 放してイン ストー

ルするに は、 必ず次の手順で行っ てください。

1. システムディスクのアップグレード

アップ グレー ドに必 要なフ ァイル のバッ クアップ、お よび 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎs

アップ グレードディスク」の作成を行います。 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎsア ップ グレー

ドディスク」はＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａで本機 内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブ を使用する場 合に必

要です。

ＭＳ-ＤＯＳ ５．０Ａで本機内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブを使用する場合は、別売の

「日本語ＭＳ-ＤＯＳ ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」が必要です。

ＭＳ-ＤＯＳで フォ ーマ ッ ト 済 み の２ＨＤフ ロ ッ ピ ーデ ィ ス ク が 必 要 で す。

・ＭＳ-ＤＯＳ ６.2、 ま たはＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａをインストールする場合　　　: ２枚

・ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａで本機内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブをお使いになる場合 ：１枚

次に手順を説明します。

①「（1）システムディスクのアップグレード」の手順①～⑥を行います。

②フロッピーディスクドライブに用意したフロッピーディスクをセットし、コマン

ドプロンプトから次のように入力します。

〈ドライブ名〉にはフロッピーディスクをセットしたドライブを指定します。画

面の指示にしたがってフロッピーディスクを入れ替えてください。

・ＭＳ-ＤＯＳ６.2をインストールする場合

ＣＤ ￥ＤＯＳ６２ 腿

ＦＢＡＣＫ６２　 ＜ド ライ ブ名〉：腿

・ＭＳ-ＤＯＳ５.０Ａをインストールする場合

ＣＤ ￥ＤＯＳ５０Ａ 図

ＦＢＡＣＫ５０Ａ　＜ドラ イブ 名〉：腿

ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａで本機内蔵のＣＤ-ＲＯＭ ドライブ をお使いになる場合は、 さらに次

のように入力します（別売 の 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎs」が必要にな ります）。

第1 章　 ＭＳ-ＤＯＳを利用する 119

－
第
２

部
　
他
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
る



ＣＤ ￥ＣＤＥχ図

ＭＡＫＥＣＤＦＤ　 ＜ドラ イブ 名〉：図

作成 したフロ ッピーデ ィスクに 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎsアップ グレー ドデ ィス

ク」と書い たラベル を貼ります。

③ 「（1 ）システムデ ィスク のアップグレード」の手順⑦ を行い ます。

2｡ インストールしたＭＳ-ＤＯＳのアップグレード

引き続き、「アップグレード済みシステムディスク＃1」を使ってインストールした

ＭＳ-ＤＯＳを再度アップグレードします。　　　　　゙

①ＭＳ-ＤＯＳをインストールしたハードディスクから起動します。

ＤＯＳシェルの画面が表示された場合は、キーボードの〔口 〕キーを押して終了させ

ます。

②フロッピーディスクドライブに「1.システムディスクのアップグレード」の手順

②で作成した「バックアップディスク＃1 」をセットします。

③コマンドプロンプトから次のように入力し、カレントドライブを「バックアップ

ディスク＃1 」をセットしたドライブに変更して、アップグレードに必要なファ

イルをハードディスクにリストアします。

〈ドライブ名1〉にはフロッピーディスクのドライブを、〈ドライブ名2 〉には

ＭＳ-ＤＯＳをインストールしたドライブ名を入力します。
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・ＭＳ-ＤＯＳ６.2をインストールした場合

＜ドライブ名１〉：腿

ＦＢＡＣＫ６２　＜ドライブ名２〉：腿

〈ドライブ名2 〉:［il］

・ＭＳ-ＤＯＳ５.０Ａをインストールした場合

＜ドライブ名Ｄ ：図

ＦＢＡＣＫ５０Ａ　〈ドライブ名2 〉:〔il〕

＜ドライブ名２〉：腿

④以降は、「（2）インストールしたＭＳ-ＤＯＳのアップグレード」の手順③以降を行

います。



１。２　ＭＳ－ＤＯＳ ６．２で の 複 数 台ＣＤ－ＲＯＭ ド ラ イ ブ の
利 用

M Ｓ-ＤＯＳ ６.2上でＣＤ-ＲＯＭドライブを複数台同時に使用することができます。ここ

では、ＣＤ-ＲＯＭドライブの複数台接続の設定方法や注意事項を説明します。

次のＣＤ-ＲＯＭドライブを接続している場合は、複数台接続の設定はできませ

ん。

・弊社製以外のＣＤ-ＲＯＭドライブ

・ＰＣ-ＯＤＸ

・ＰＣ-ＣＤ６０/7

M Ｓ-ＤＯＳ ６.２上で接続できるＣＤ-ＲＯＭ ドライブはＳＣＳＩ接続が４台まで、ＣＤ-

ＲＯＭドライブベイのＣＤ-ＲＯＭドライブを合わせた、最大5 台 までです。

● ＣＤ-ＲＯＭ ド ラ イ ブ の 複 数 台 接 続 の 設 定

ＣＤ-ＲＯＭ ドライブ の複数 台接続 の設定は、ＩＮＳＴＣＤコマンドを使用 して行い ます。

ＩＮＳＴＣＤコマ ンドは、起動ドライブのＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイル とＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴ

ファイルにＣＤ-ＲＯＭ の複数 台接続 の設定を自動的に行い ます。

ＩＮＳＴＣＤコマン ドを使用す るには、次の条件が全 て満たされている必要があ ります。

・１台目のＣＤ-ＲＯＭドライブが使用可能な設定になってい る。

・ハー ドディスクにインストールされ てい るＭＳ-ＤＯＳ６.2から起動している。

・ＭＳ-ＤＯＳ ６.2がインストール されているデ ィレク トリが、環境変数ＤＯＳＤＩＲに

正 しく設 定されている。

・ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴファイルの中のＭＳＣＤＥＸ行のパラメータ 「/Ｌ:」 で指定 した

ドライブ番号が、増設するＣＤ-ＲＯＭドライブのドライブ番号を連続 して確保で

き る設定になっている。

ＩＮＳＴＣＤコマンドを実行するには、コマンドプロンプトから次のように入力します。

ＩＮＳＴＣＤ 腿

IＮＳＴＣＤコマンドはＷｉｎｄｏｗｓのＭＳ-ＤＯＳプロンプ トおよびＤＯＳシェルか らは

実 行で きま せん。
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ネットワークドライブが存在する場合や、ＳＵＢＳＴコマンドなどで設定し た仮

想ドライブが存在する場合、ＩＮＳＴＣＤコマンド実行後に以下の現 象が起こるこ

とがあります。

・ネットワークドライブが使用できなくなる

・ＳＵＢＳＴコマ ンドなどで設定し た仮想ドライブが使用できなくなる

・ＣＤ-ＲＯＭドライブが使用できなくなる

このよ うな場合は、次の手順でＣＤ-ＲＯＭドラ イブの接続設定を再度行うと、

従来の環境どおりにご利用になれます。

①ＩＮＳＴＣＤコマ ンドでＣＤ-ＲＯＭドライブの接続設定を行う。

②ＳＥＤＩＴなどのエディタを使用して、ネットワークドライブや仮想ドライブ

のドライブ指定やＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴファイルの中のＭＳＣＤＥＸ行のパラ

メータ「/L:」 の ドライブ指定を他の ドライブの割り当てと重複しないよ

う変更する。

● ＣＤ-ＲＯＭ ド ラ イ ブ の 複 数 台 接 続 の 解 除

ＣＤ-ＲＯＭ ドライブの複数台接続の設 定を解除するには、次の手順で行ってください。

①ＳＥＤＩＴ な ど の エ デ ィ タ を 使 用 し て 、Ｃ ＯＮＦＩＧ ．ＳＹＳ フ ァ イ ル お よ び

ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴフ ァイルのＣＤ-ＲＯＭの設 定行の先頭に 、す べて「ＲＥＭ」を追

記し、ＣＤ-ＲＯＭドライブの接続設定を無効にします。

例< ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイル〉

Ｒ Ｅ Ｍ Ｄ Ｅ Ｖ ＩＣＥ ＝ Ａ ：￥ Ｄ Ｏ Ｓ￥ Ｎ Ｅ Ｃ Ｃ Ｄ ．ＳＹ Ｓ ／Ｄ ：Ｃ Ｄ １ ０１
－

Ｒ Ｅ Ｍ Ｄ Ｅ Ｖ ＩＣ Ｅ ＝ Ａ ：￥ Ｄ Ｏ Ｓ ￥ Ｎ Ｅ Ｃ Ｃ Ｄ Ｂ ．Ｓ Ｙ Ｓ ／Ｄ ：Ｃ Ｄ Ｂ　
－

〈ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＢＡＴファイル〉

ＲＥＭ Ａ：￥ＤＯＳ￥ＭＳＣＤＥＸ ／Ｄ：ＣＤ １０１ ／Ｌ：Ｑ ／Ｄ：ＣＤ Ｂ
－　　　　　　　　　　　－

②リセットスイッチを押して、本機を再起動 します。

③ＣＵＳＴＯＭコマンドで、再度ＣＤ-ＲＯＭの設 定を行います。

④ＳＥＤＩ丁などのエデ ィタを使用 して、ＡＵＴＯＥＸＥＣ.ＢＡＴファイルの中 のＭＳＣＤＥＸ行

のパラメータ 「/L:」にドライブ名を指定 します。

⑤リセットスイッチを押して、 本機 を再起動すると、ＣＤ-ＲＯＭドライブの複数台接

続が解除されます。
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● 複 数 台接 続 時の ＣＤ-ＲＯＭア プ リケ ー シ ョン 使 用 上 の ご 注 意

・ＣＤ-ＲＯＭアプリケーションを使用する場合。複数台のＣＤ-ＲＯＭドライブのう

ち先頭以外のドライブにＣＤ-ＲＯＭをセットすると、正常に動作しないものがあ

ります。

この場合には、ＣＤ-ＲＯＭアプリケーションを先頭のＣＤ-ＲＯＭドライブにセッ

トしなおしてお使いください。

・ＣＤ-ＲＯＭアプリケーションによっては、ＣＤ-ＲＯＭドライブが複数割り当てら

れた状態では動作しないものがあります。

この場合には、接続しているＣＤ-ＲＯＭドライブを1台にするなど、ＣＤ-ＲＯＭド

ライブが1台しか割り当てられていない状態にしてください。

１。３　ＭＳ－ＤＯＳ ５．０Ａで の 本 機 内 蔵ＣＤ－ＲＯＭ ド ラ イ

ブ の 利 用

PＣ-9821 Na1 2 、ＰＣ-9821 Nb1 0/S1 0F 、Nb10/S8 に関連した内容です。

なお、ＰＣ-9821 Nb1 0/5 でＣＤ-ＲＯＭドライブベイに別売の増設用ＣＤ-ＲＯＭドラ

イブを取り付けた場合も以下の手順が必要です。

「1.１ ＭＳ-ＤＯＳ６.2/5.０Ａの利用」の手順にしたがって、ア ップグレー ドした後、以下

の操作を行 うと、ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａで、本機に内蔵のＣＤ-ＲＯＭ ドライブまたはＣＤ-ＲＯＭ

ドライブベイに取り付けた増設用ＣＤ-ＲＯＭ ドライブが利用できるよ うになります。

ＣＤ-ＲＯＭドライブを使用するには、あらかじめ別売の 「日本語ＭＳ-ＤＯＳ ＣＤ-

ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」（以降 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」）が必要です。

Windo ｗｓ 95がインストールされている領域を解放して、ＭＳ-ＤＯＳをインス

トールした場合は後述の〈参考〉を参照してください。

① イ ン ス ト ー ル し たＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａを 起動 し ま す 。

ＤＯＳシ ェル の画 面 が表示 され た場 合は 、 キー ボー ドの1↑･3j キ ー を 押 して終了 してく

ださい。

② ＭＳ-ＤＯＳ ５．０Ａを イ ンス トー ル し た ド ラ イ ブ に 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」 を イ ン

ス ト ー ル し ま す。

イ ン ス トー ル 方 法 につ い て は 、「ＣＤ- ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」 に 添 付 のマ ニ ュ アル を 参

照 し て く だ さい 。

③ コマン ドプロ ンプトか ら次の よう に入力して 、ＣＤ-ＲＯＭ ドライ バをアッ プグレ ードし

ま す。

〈ド ラ イブ 名1 〉 に はＷｉｎｄｏｗｓ95 が イ ン ス トー ル さ れ てい る ド ライ ブ 名 を 、 くド

ライ ブ 名2 〉 と　〈デ ィ レ ク ト リ名 〉 には 、 手順 ② で 「ＣＤ- Ｒ ＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎs 」 を

イ ン ス ト ール し た ド ラ イブ 名 、 デ ィ レ ク ト リ名 を 指 定 し て く だ さ い。
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〈ドライブ名1〉:¥CDEX ￥UPCDEXT.EXE ＜ドライブ名2〉:¥<ディレクトリ名〉腿

終了メッセージが表示 されたら 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」のアップ グレードは終了です。

次回のＭＳ-ＤＯＳ５.０Ａの起動時から 、本機 に内蔵 のＣＤ-ＲＯＭ ドライブ がご使用にな

れます。

● 参 考

Ｗｉｎｄｏｗs 95 の領域を解放して、ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａをインストール した場合、ＭＳ-ＤＯＳ

５.０Ａで本機 内蔵 のＣＤ-ＲＯＭ ドライブ を使用するには、次の手順で行います。

①「ＭＳ-ＤＯＳ ５．０Ａで本機内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブを利用す る」 の手順①、②を

行った後で 「1.１　ＭＳ-ＤＯＳ ６.2/5.０Ａの利用」の 〈参考 〉の手順で作成した、

「ＣＤ-ＲＯＭ ＥｘtｅｎｓｉｏｎＳ アップグレー ドディスク」をフロッピーディスクドライ

ブにセットします。

②コマンドプロンプトから次のように入力して、ＣＤ-ＲＯＭドライバをアップグレードし

ます。

〈ドライブ名1 〉には手順①で 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎｓ アップ グレードディスク」

をセットしたフロッピーディスクドライブ名 、 〈ドライブ名2 〉と くディレクトリ

名〉は 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎｓ」をインストール した ドライブ名、ディレ クトリ

名を指定してください。

＜ドライブ名1 〉:￥ＵＰＣＤＥＸＴ.ＥＸＥ 〈ドライブ名2 〉:￥< ディレクトリ名〉図

終了メ ッセージが表示されたら、 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎs」のアップ グレードは終了

です。

次回のＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａの起動時 から、本機に内蔵のＣＤ-ＲＯＭ ドライブ がご使用にな

れます。

１。４　 ＭＳ－ＤＯＳ ６．２の 機 能

本機で使用できるアップグレードしたＭＳ-ＤＯＳ ６.2の強化機能は次のとおりです。

●ＰＯＷＥＲコ マ ン ド

ＰＯＷＥＲコマンドは、ＭＳ-ＤＯＳシステムやアプリケーションソフトの動作を監視し

て、本機をパワーセーブ（消費電力制御）状態にします。

本機は９８ＮＯＴＥメニューの「省電力の設定」メニューでパワーセーブモードの設定が

可能ですが、ＰＯＷＥＲコマンドを使用することで、ＭＳ-ＤＯＳシステムレベルでのパ

ワーセーブが可能になります。なお、機種によっては、ＰＯＷＥＲコマンドは初期設定

で組み込まれている場合があります。
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本体の「省電力の設定」の「パワーセーブモード」を｛設定しない卜 こしてご

使用＜ださい。

なお、設定方法については別冊の『ガイドブック』をご参照ください。



・ＰＯＷＥＲコマンドの組み込み

ＰＯＷＥＲコマンドを使用す るには 、ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイル に次の一行を追加して本

機を再起動しま す。

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＤＯＳ￥ＰＯＷＥＲ．ＥＸＥ

ＰＯＷＥＲコマンドは、ＵＭＢメモリに十分な空き容量が存在する場合、組み込み時に

自動的にＵＭＢメモ リを利用 します。

また、ＰＯＷＥＲコマン ドには 次のよ うなスイ ッチ があります。

DEVICE ＝Ａ:¥DOS¥POWEREXE[ ＡＤＶ[:MAX I REG I MIN]I STD 1 0FF][/ ＬＯＷ]

AＤＶ［: ＭＡＸＩＲＥＧＩＭＩＮ］

アプ リケーションソフトや ハー ドウェアのアイドル（何 もしていない時

間）を検出して、本機 をパワーセ ーブ動作状態にします。 ＭＩＮ、ＲＥＧ、

ＭＡＸの順にパワーセーブ される度合いが高くなりますが本機の動作速度

が遅くな る可能性 も大きく なります。動 作速 度に問題 が発生す る場合

は、ＭＩＮを指定してください。これらの指定を省略した場合は、ＲＥＧ指定

の状態で動作します。

ＳＴＤ　　 ＰＯＷＥＲコマンドの機能を無効にして、システ ムセット アップメニュー

の省電力 の設定を有効にします。

ＯＦＦ　　 ＰＯＷＥＲコマンドの機能及びシ ステ ムセットアップ メニ ューの省電力の

設 定を無効にします。

／ＬＯＷ　 ＵＭＢメモ リに十分な空き容量 がある場合で も、ＵＭＢメモ リを使用しま

せ ん。

ＰＯＷＥＲコマンドは、ＡＤＤＤＲＶコマンドでは組み込まないでください

・ＰＯＷＥＲコマンドの動作の変更

ＰＯＷＥＲコマンド組み込み後に動作の設定を変更する場合は、コマンドラインから次

のように指定します。スイッチの内容は組み込み時と同様です。

ＰＯＷＥＲ ［ＡＤＶ［：ＭＡＸ Ｉ ＲＥＧ Ｉ ＭＩＮ］ＳＴＤ Ｉ ＯＦＦ］腿

ＰＯＷＥＲコマンドを組み込んでいない場合、コマンドラインからの設定変更は

できません。

● Ｍ ＡＸＬＩＮＫ-ＬＩＴＥ

こ こで は 、ＭＳ-Ｄ ＯＳ６.2に 添 付 され て い るマ ニ ュ アル に 記述 され てい る 「ＭＡＸＬＩＮＫ

Ｌ汀Ｅ」 の 補 足 事 項 を説 明 し ます 。

ＭＡＸＬＩＮＫ- ＬＩＴＥは 最 大115.2KbpS で の 高 速 通 信 に 対 応 し て い ます 。

・ＭＡＸＬＩＮＫ．ＤＲＶの ス イ ッ チ

ＭＡＸＬＩＮＫ．ＤＲＶ の スイ ッチ は 次 の と お りで す。

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＤＯＳ￥ＭＡＸＬＩＮＫ．ＤＲＶ［／１ １／２ １／３］［／Ｗ ］［ ／Ｅ］
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１

２

／

／

/3

/Ｗ/

Ｅ

本機内蔵シリアルインターフェイスを使用します（デフォルトの値）。

拡張ＲＳ-232C 第２回線を使用します。

拡張ＲＳ-232C 第３回線を使用します。

相手機のＭＡＸＬＩＮＫコマンドが実行されるまで待機します。

相手機のドライブをすべて交換可能なドライブとして処理します。

・ Ｍ ＡＸＬＩＮ Ｋ ．ＥＸＥ の ス イ ッ チ

Ｍ Ａ ＸＬＩＮ Ｋ ．Ｅ ＸＥ の ス イ ッ チ は 次 の と お り で す 。

Ｍ Ａ ＸＬＩＮ Ｋ ［ ／１ １ ／２ １ ／３ ］［ ／Ｓ Ｏ Ｉ ／Ｓ ５ １ ／Ｓ ３ １ ／ＳＩ Ｉ ／Ｓ９ １ ／Ｓ４ ］　

／１　　　 本 機 内 蔵 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ イ ス を 使 用 し ま す （ デ フ ォ ル ト の 値 ）。

/2　　　 拡 張 ＲＳ-232C 第 ２ 回 線 を 使 用 し ま す 。

/3　　　 拡 張 ＲＳ-232C 第 ３ 回 線 を 使 用 し ま す 。

/ＳＯ　　 転 送 速 度 を115200bpS に 設 定 し ま す 。

/S5　　 転 送 速 度 を57600bpS に 設 定 し ま す 。

/S3　　 転 送 速 度 を ３８４００ｂｐＳに 設 定 し ま す 。

/SI　　 転 送 速 度 を19200bpS に 設 定 し ま す 。

/S9　　 転 送 速 度 を9600bpS に 設 定 し ま す （デ フ ォ ル ト の 値 ）。

/Ｓ４　　 転 送 速 度 を4800bpS に 設 定 し ま す 。

● 高 分 解 能 ク ロ ッ ク デ バ イ ス

ＨＲＴＩＭＥＲ．ＳＹＳは、ＭＳ-ＤＯＳで1/ １００秒単位での時刻 の取 得／設定を行 う場合に使

用する高分解能クロックデバイ スです。

・ＨＲＴＩＭＥＲ.ＳＹＳの組み込み

高分解能 クロックデバイスを使用す るにはＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイルに次のような一行を

追加して本機を再起動 します。

ＤＥＶＩＣＥ＝Ａ：￥ＤＯＳ￥ＨＲＴＩＭＥＲ．ＳＹＳ

HＲＴＩＭＥＲ.ＳＹＳは、ＡＤＤＤＲＶコマン ドを使用して組み込まないでください。

また、 オンラインヘ ルプ の注意 事項も必ずお読みください。
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１。５　 ＭＳ－ＤＯＳ ５．０Ａの 機 能

本機で使用できるＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａの主な強化機 能は 次のとお りです。

●２ＨＤ(1.44M バ イ ト) フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク

本機のフ ロッピーディ スクドライブ では、２ＨＤ(1.2M バイト)、２ＤＤ(６４０Ｋバイト)フ

ロッピーディ スクに加 え、２ＨＤ(1.４４Ｍバイト)フロッピーディスクの読 み書きができ

ます。これらのフロ ッピーディスクは自動的に種類が判別 され、読み書きされます。

また、ＦＯＲＭＡＴコマン ドやＤｌＳＫＣＯＰＹコマン ドも、この機能に対応してい ます。

●ＦＤＮＣＯＰＹコ マ ン ド

ＦＤＮＣＯＰＹコマンドは、同じ内容のフロッピーディスクを複数枚作成するコマンドで

す。 コマンドプ ロンプ トから、 次のよ うな書式で実行してくだ さい。

ＦＤＮＣＯＰＹ[( 送り 側ド ライブ 名)[( 受け 側ド ライブ 名)]] 腿

〈送り側ドライブ名〉 には、 コピー元(マ スク)のフロッピ ーディ スクをセ ットしたド

ライブ名を指定します。また、 〈受け側ドライブ名〉には、コピー先のドライブ名を

指定します。

1台のフロッピーデ ィスクドライブで コピーする場合は、 〈受け側 ドライブ名〉を省

略できます。両方のドライブ名 を省略した場合は、メニュー画面が表示されます。 メ

ニュー画面では画面の指示に した がって操作してください。

FＤＮＣＯＰＹコマンドは、複数枚のフロッピーディスクにコピーするために拡張メ

モリやハードディスクを使用します。拡張メモリが使用できない環境や、ハード

ディスクに空 き容量がない場合は、その旨の メッセージが表示されま すの で

ＤＩＳＫＣＯＰＹコマ ンドを使 用して ください。

また、ＡＳＳＩＧＮ、JOIN 、ＳＵＢＳＴコマンドで置き換えたドライブに対しては、

ＦＤＮＣＯＰＹコマンドは使用できません。

●ＲＳ-232C イ ン タ ー フ ェ イ ス の 利 用

本機は、ＲＳ-232C インターフェイスで19200bpS の通信速度が利用でき、ＳＷＩＴＣＨコ

マント とＳＰＥＥＤコマン ドのボーレートの選択肢 に 「19200 」 が追加 されます。

ＳＷＩＴＣＨ コマン ドとＳＰＥＥＤ コマ ンドの詳細につい ては、ＭＳ-ＤＯＳ５.０Ａに添付の

『ＭＳ-ＤＯＳ５.０Ａ ステ ップアップ マニュアル 』を参照 してください。

● マ ル チ メ デ ィ ア 機 能 を 利 用 す る

ここでは、マルチメデ ィアアプ リケーションの利用について説明します。

ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａ上でマル チメデ ィアアプ リケーションを利用 する場 合は、マルチメ

ディア対応ドライバ（拡張グラフ ィックドライバ と拡張サ ウンドドライ バ）を、必要に

応じてＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａに組み込まなければなりませ ん。

拡張サウンドドライバはＰＣ-9821 Na1 2 でご利用になれます。それ以外の機種で

は拡張サウンドドライバに関する記述は読む必要はありません。
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拡張グラフィックドライバを組み込むと、256 色を使用したグラフィックが描画でき

るようになります。また、拡張サウンドドライバを組み込むと、ＦＭ音源6音、ＳＳＧ

音源3音、リズム音源6音を使用する音楽演奏や、録音、再生を行うアプリケーションを

利用できるようになります。

組み 込みには、次の ２つ の方法があります。

・コマンドプロンプトから常駐プログラムとして組み込む 方法(メモ リを有効活用

できます)

・ＡＤＤＤＲＶコマンドやＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイルで、デバイスドライバとして組み込

む方 法

ここでは、それぞれの組み込む 手順 を説明 します。

Ｗｉｎｄｏｗs 3.1が起動してい る状態であれば、終了 させ てコマンドプ ロンプトの状態に

してから、次の手順に従ってください。

・コマンドプロンプト から常駐プログラムとして組み込む場 合

コマン ドプロンプ トからマルチメディア対応ドライバを組み込む方法と、常駐を解

除する方法を説明します。

①拡張グラフィ ツクドラ イバ(ＡＶＧＤＲＶ.ＥＸＥ)を組み込みたい場合は、次のよ うに入

力します。 入力後は、ＡＶＧＤＲＶが組み込まれて常駐します。

ＡＶＧＤＲＶ隨

②拡張サウンドドライバ(ＡＶＳＤＲＶ.ＥＸＥ)を組み込みたい場合は。次のように 入力し

ます。 入力後は、ＡＶＳＤＲＶが組み込まれて常駐します。

ＡＶＳＤＲＶ図

③組み込んだドライバが必要でなくなれば､ 組み込んだ逆順に次のように入力して常

駐を解除します。

ＡＶＳＤＲＶ ／Ｒ腿

ＡＶＧＤＲＶ ／Ｒ腿

・ コマンドプロンプトから組み込んだものは、ＤＥＬＤＲＶを使って解除するこ

とはできません。

・ 拡張グラフィツクドライバと拡張サウンドドライバの組み 込み、および解除

は、Ｗｉｎｄｏｗｓ上の［ＭＳ-ＤＯＳプロ ンプト］からは行わないで ください。

Ｗｉｎｄｏｗｓを実行中の 場合は、 必ず終了させてから行ってください。

拡張グラフィックドライバと拡張サウンドドライバの書式は、次の通りです。

【拡張グラフィツクドライバの書式】

ＡＶＧＤＲＶ［／Ｅ］［／Ｃ］［／Ｓ］［／Ｒ］



/Ｅ　　 ドライバの一部をＥＭＳメモリに読み込み、メインメモリの消費を抑えま

す。

/Ｃ　　 数値演算コプロセ ッサを使います。 数値演算コプロセ ッサが実装され て

いる場合にのみ指 定できます。

/Ｓ　　 設定系の機能のみを組 み込み、描画系 の機能は組み込まれませ ん。

/Ｒ　　 常駐を解除します。 ただし、ＡＤＤＤＲＶコマンドやＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイ

ルで組み込んだものは解除 できませ ん。

【拡張サ ウンドドライ パの書式】

ＡＶＳＤＲＶ［／Ｅ］ ［／Ｆ］［ ／Ｐ］［／Ｒ］

／Ｅ　　ドライバの一部をＥＭＳメモ リに読み込み、メイン メモリの消費を抑えま

す。

/Ｆ　　ＦＭ音源機能 のみを組み込みます。

/Ｐ　　ＰＣＭ 音源機 能のみを組み込みます。

/Ｒ　　 常駐を解除 します。 ただし、ＡＤＤＤＲＶコマン ドやＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイ

ルで組み込 んだものは解除できませ ん。

拡張グラフィックドライバと拡張サウンドドライバの組み込みにあたって、／

Ｅスイッチ を指定する場 合は、 次の条件を満たしている必要があります。

・ あらか じめＥＭＳドライバを組み込んであること

・ ページフレームがＣ００００Ｈ～CFFFFH の 連 続した６４ＫＢであること

一連続し た４ページ以上のＥＭＳメモリが使用可能なこと

ＥＭＳメモリについては、ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａのマニュアルを参照してください。

（１）ＡＤＤＤＲＶコ マ ン ド でデ バ イ ス ド ラ イ バ と し て 組 み 込 む 方 法

こ こ では 、 マ ル チ メ デ ィ ア 対応 ド ライ バ を 組 み 込 む た め のＡＤＤＤＲＶ定義 フ ァイ ル と

し て 用 意 さ れ て い る 「ＡＤＤ ＡＶＤ ．ＤＥＶ 」 を 使 っ て 、 拡 張 グ ラ フ ィ ッ ク ド ライ バ

（ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ）と拡 張 サ ウン ド ドライ バ（ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳ）を 組 み込 む方 法を 説 明 しま

す。

なお 、「ＡＤＤＡＶＤ．ＤＥＶ」 の 記述 に次 の とお り 追加 す る こ とに よ り、 スイ ッチ（/Ｅ、/

Ｆ、/ Ｐ、/ Ｃ 、/Ｓ）を 指定 し て組 み 込む こ と がで きま す。 た だ し/Ｒ を 指 定す る こ とはで き

ま せ ん。

ＤＥＶＩＣＥ＝ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳ　［／Ｅ］［／Ｆ］［／Ｐ］

ＤＥＶＩＣＥ＝ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ　［／Ｅ］［／Ｃ］［ ／Ｓ］

① 「ＡＶＳＤＲＶ
ｏ
ＳＹＳ」と 「ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ」 の あ るデ ィ レ ク トリ を 、ＣＤコ マ ン ド を

使 っ て 、 カ レ ン トデ ィ レ ク ト リ に して く だ さ い。

② コ マ ン ドプ ロ ン プ ト か ら、 次 の よ う に 入 力 し ま す 。

ＡＤＤＤＲＶ ＡＤＤＡＶＤ．ＤＥＶ腿
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③組み込んだドライバが必要なくなれば、コマンドプロンプトから次のように入力

します。

ＤＥＬＤＲＶ腿

（2 ）ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイルで、デバイス ドライバと して組み込む方法

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイルに変更を加えることで、マルチメディア対応ドライバを組み

込むこ とがで きます。

ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイルを修正するには、次の２つ の方法があります。

・ＣＵＳＴＯＭコマンドを利用する

ＣＵＳＴＯＭ コマンドを使ってマルチ メディア対応ドライバを組み込 みます。

ＣＵＳＴＯＭ コマ ンドの詳細については、ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａのマ ニュアルを参照してくだ

さい。

①ＣＵＳＴＯＭコマンドを起動して、「ＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイルの作成 ／更新」を選択し

ます。

②メニュー画面から「次画面」を選択し、次画面が表示されたら「画面入出力」 を選

択 します。

③ 「拡張グ ラフィック」「拡張サウンド」の項目が表示 されますので、「使用する」

「使用しない」 を選択してください。

・エディタなどを使用する

ＳＥＤＩＴコマ ンドや 市販 のエディタ ソフトなどを使用して、ＣＯＮＦＩＧ．ＳＹＳファイルの

最終行に、次の行 を追加 してくだ さい。

なお、/Ｒ以外 のスイ ッチ（/Ｅ、/Ｆ、/Ｐ、/Ｓ、/Ｃ）を指定して組み込むこともできます。

ＤＥＶＩＣＥ＝￥ＤＯＳ￥ＡＶＳＤＲＶ．ＳＹＳ　［／Ｅ］［／Ｆ］［／Ｐ］

ＤＥＶＩＣＥ＝￥ＤＯＳ￥ＡＶＧＤＲＶ．ＳＹＳ　［／Ｅ］［／Ｓ］［／Ｃ］

ＣＵＳＴＯＭ コマンドかエディタなどを使用 してＣＯＮＦＩＧ.ＳＹＳファイルに変更を加えた

ら、ＭＳ-ＤＯＳ５.０Ａを再起動してくだ さい。

● ＥＭＭ．ＳＹＳを 使 用 す る 場 合 の 注 意

ＥＭＭ.ＳＹＳをご使用の場合は、ページフレームアドレスとしてＢ０００Ｈを使用できませ

ん。

1。6　固定ディスク起動メニュープログラムについて

本機の固定ディスク起動メニューで自動起動の設定/解除を行うには、次のキーを使用

します。

固定ディスク起動メニュープログラムについて、詳しくはＭＳ-ＤＯＳ ６.2のマニュアル

を参照してください。

従　来 � 本　機

キーボードの｢ﾇﾌ て二71 キー � キーボードの[Ej] キー
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１。７　 ＭＳ－ＤＯＳ ３．３Ｄ の 利 用

P Ｃ-9821Na12. ＰＣ-9821 Nb1 0/S10F 、Nb10/S8 ではＭＳ-ＤＯＳ ３．３Ｄはご利

用になれ ませ ん。

ＰＣ-9821 Nb1 0/5 では、ＣＰＵモー ドをLo ｗモードにしてＭＳ-ＤＯＳ ３．３Ｄを利用し

てくださ い。

MＳ-ＤＯＳ３.3Dは次の場合にご利用になれます。

・ＣＰＵが１４８６-３３ＭＨＺ以下の動作スピードの場合

・容量が512M バイト以下のハードディスクドライブを使用している場合

（ハードディスク使用時）

詳しくは、ＭＳ-ＤＯＳ ３.3Dに添付の『ユーザーズガイド』をご覧＜ださい。

ここでは、本機でＭＳ-ＤＯＳ ３.3D を利用するために必要な次の作業 について説明してい

ます。

（1 ）「ＭＳ-ＤＯＳ３.3D のシステムディスク＃1 」をアップグレー ドする。

（2 ）「アップグレード済みＭＳ-ＤＯＳ３．３Ｄシステムディスク＃1 」でインストー ル

する。

また、本機のＣＤ-ＲＯＭ ドライブ ベイに別売の増設用ＣＤ-ＲＯＭ ドライブ を取り付け

て使用す る場合 の設 定方法について も説明しています。

1｡7.１　ＭＳ-ＤＯＳ ３.3Dをアップグレードする

あらかじめ次のものを準備してください

・ＭＳ-ＤＯＳ３.3Dシステムディスク（別売）

・２ＨＤフロッピーディスク：１枚

フロッピーディスクには、「アップグレード済み　ＭＳ-ＤＯＳ ３.3Dシステム

ディスク毒1」と書いたラベルを貼っておいてください。

Windo ｗｓ 95の領域を解放してＭＳ-ＤＯＳ３.3Dをインストールし、本機のＣＤ-

ＲＯＭドライブベイに別売の増設用ＣＤ-ＲＯＭドライブを取り付けて使用する場

合は、解放する前に後述の〈参考〉の手順を行ってください。

・ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D の ア ップグレードは、ＭＳ-ＤＯＳ ３.３Ｄをインストール済みの

フロ ッピーデ ィス クおよび ハー ドデ ィスクには行 うことができません。

・ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D では 、1.４４Ｍバイトのフロッピーディスクは使用できません。
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（1 ）「ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D シ ス テ ム デ ィ ス ク ＃1 」 を ア ッ プ グ レ ー ド す る

①本機の電源をＯＮにし て、 「Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動しています｡｡｡」の メッセージが表

示されたら、キーボー ドの〔E 亘〕キーを押してＷｉｎｄｏｗｓ 95 起動 メニューを表示さ

せ ます。

②Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動 メニュー から「コマンドプロンプトのみ」を選択します。

③別売の 「ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D システムディ スク＃1 」をフロッピーディ スクドライブ

にセ ットします。

④ＤＩＳＫＣＯＰＹコマンドを使用し、「ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D システムディスク毒1 」の複製を

「アップ グレー ド済みＭＳ-ＤＯＳ３．３Ｄシステムディスク＃1 」に作成します。

ＤＩＳＫＣＯＰＹ コマン ドについ ては、コマ ンドプ ロンプ トで次のよ うに入力 して、

確認 してください。

ＤＩＳＫＣＯＰＹ ／？ 図

⑤コマンドプロ ンプトから次のよ うに入力します。

〈ドライブ名〉には、「アップグレード済みＭＳ-ＤＯＳ ３.3Dシステムディスク＃1 」を

挿入 したドライブ 名を指 定します。

ＣＤ ￥ＤＯＳ３３Ｄ図

ＵＰＤＯＳ３３Ｄ ＜ドラ イブ 名〉： 腿

⑥アップグレードが終了すると、「ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D のア ップ グレー ドが終了しまし

た｡ 」とい うメッセージが表示されます。

（2 ）「ア ッ プ グ レ ー ド 済 み ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D シ ス テ ム デ ィ ス ク 毒1 」 で イ ン ス

ト ー ル す る

このあ とは、「アップ グレード済みＭＳ-ＤＯＳ ３.3D システムディス ク＃1 」を使って、

フロ ッピーディスクまたはハードデ ィスクにＭＳ-ＤＯＳ３.3D をインストールしてくだ

さい。ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D のイン ストールの方法については、ＭＳ-ＤＯＳ３.3D のマニュア

ル を参照してくだ さい。

参 考 「ＣＤ-ＲＯＭ ＥｘｔｅｎＳｉＯｎＳ ア ップ グ レー ドデ ィ ス ク 」 を 作 成 す る

Ｗｉｎｄｏｗs 95 の領域を解放し てＭＳ-ＤＯＳ ３.3D をインストール し、ＣＤ-ＲＯＭ ドライ

ブ ベイ に別 売の増設 用ＣＤ-ＲＯＭ ドライブ を 取り付け て使 用す る場合 は、 「ＣＤ－

ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎｓ アップ グレードデ ィスク」の作成が必要です。それ以外の場合は、

この手順は必要あ りませ ん。

あ らかじめ次のもの を用 意してくだ さい。

・フォーマット済み フロッピーディス ク１ 枚

フロッピーディスクには 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ ア ップグレー ドディス ク」

と書い たラベルを貼 ってお いてください。

①用意しておいた「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓアップグレードディスク」をフロッピー

ディス クドラ イブにセッ トし ます。

②コマンドプロンプトか ら次のよ うに 入力して、「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ アップ

グレード ディスク」を作成し ます。
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＜ドライブ名 １〉にはＷｉｎｄｏｕｗs 95 がイ ンストール されてい るハードディス ク名

を、〈ドライブ名 ２〉には手順①でセ ットしたフロ ッピーディス クの ドライブ名を

指定してくだ さい。

＜ド ライ ブ名１〉： 図

ＣＤ ￥ＣＤＥχ隨

ＭＡＫＥＣＤＦＤ ＜ドラ イ ブ名2 〉: 図

③ 終了メッセージが表示されると、 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ アップグレードディ

スク」の作成は終了です。 フロッピーディスクから 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ アッ

プグレー ドディ スク」を取り出し てくだ さい。

1｡7.２　ＭＳ-ＤＯＳ ３.3Dでの本機内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブの利用

PＣ-9821 Nb1 0/5 でＣＤ-ＲＯＭドライブベイに別売の増設用ＣＤ-ＲＯＭドライブを

取り付けて、ＣＤ-ＲＯＭドライブを使用するには、以下の手順が必要です。

二 鱗yし二水ここに昌な言昌昌。[

鶯英京台 屋⊇ ⊇ 百 二: ⊇

Windo ｗｓ 95がインストールされている領域を解放して、ＭＳ-ＤＯＳをインス

トールした場合は、後述の〈参考〉を参照してください。

① インストー ルしたＭＳ-ＤＯＳ ３.3D を起 動します。

ＭＳ--ＤＯＳのコマン ドメニューを表示中の場合は終了して、 コマンドプ ロンプ トを

表示 させます。

②ＭＳ-ＤＯＳ３．３Ｄがインストールされているドライブに 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」

をインス トール しま す。

イ ンストール方 法にっいては、 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎs」に添付のマニュアルを

参照 してくだ さい。

③コマンドプロンプトから次のように入力して、ＣＤ-ＲＯＭドライバをアップグレー

ドします。

〈ドライブ名 １〉に はＷｉｎｄｏｗs 95 がインス トール されているドライブ 名を くド

ライブ名 ２〉 と 〈ディレ クトリ名〉には手順②で 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎｓ」をイ

ンストールした ドライブ名 、デ ィレ クトリ名 を指 定してくだ さい。

＜ドライブ名1〉:￥ＣＤＥＸ￥UPCDEXT.EXE ＜ドライブ名2〉:￥<ディレクトリ名〉図
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④終了メッセージが表示されたら、 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」 のアップグレードは

終了です。次回ＭＳ-ＤＯＳ３.3D の起動時から、ＣＤ-ＲＯＭドライブがご使用になれ

ます。

〈参考 〉

Ｗｉｎｄｏｗs 95 の領域を解放して、ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D をインストールした場合、ＭＳ-ＤＯＳ

３.3D で 本機 のＣＤ-ＲＯＭ ドライブペイに別売 のＣＤ-ＲＯＭ ドライブを取 り付けて使用

す るに は、 次の手順で行います。

①「ＭＳ-ＤＯＳ ３.3D で本機 内蔵のＣＤ-ＲＯＭドライブ を利用す る」 の手順①、②を

行った後で 「ＭＳ-ＤＯＳ ３．３Ｄをアップグレー ドす る」 の〈参考〉の手順で作成し

た、 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓア ップグレードディスク」をフロツピーディスクド

ライブに セットします。

②コマンドプロンプトから次のように入力して、ＣＤ-ＲＯＭドライバをアップグレー

ドします。

〈ドライ ブ名 １〉に は 手順 ①で セ ットし た ドライ ブ名 、 〈ドライブ 名 ２〉 と

〈ディレ クトリ名〉は 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎsｉｏｎｓ」 をイ ンストールし たドライブ

名 、ディ レクトリ名 を指定してくだ さい。

＜ドライブ名1〉:￥ＵＰＣＤＥＸＴ.ＥＸＥ ＜ドライブ名2 〉:￥<ディレクトリ名〉図　

③終了メッセージが表示 されたら、 「ＣＤ-ＲＯＭ Ｅｘtｅｎｓｉｏｎｓ」 のアッ プグレードは

終了です。

次回のＭＳ-ＤＯＳ ３.3D の起動時 から、ＣＤ-ＲＯＭ ドライブ がご使用に なれます。
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本章では、別売のＷｉｎｄｏｗs 3.1 やＷｉｎｄｏｗs ＮＴを本機 で利用 する場合 に必要となる

作業につい て説明します。

2 ．1 Windo ｗｓ･3．1の利用

本機でＭｉｃrｏｓoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1（以 降、Ｗｉｎｄｏｗs 3.1 ） を利用す るには、次の手順

で、アップ グレードや表示解像度、サウンド機能の設定を行ってくだ さい。 また、本

機で使用できるＷｉｎｄｏｗｓ 3.1の強化機能についても説明してい ます。

Lll 」・Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 を イ ン ストール する前 に、 アップ グレー ド済のＭＳ-ＤＯＳ

６.2、5.０Ａのいずれかをインストールしてください。アップグレー ドの手順

は、「1.１　ＭＳ-ＤＯＳ６.2/5.０Ａ の利用」を参照してください。 なお、Ｗｉｎ-

do ｗｓ 95 の 領 域は解放し ないで ください。

■ ＷｉｎｄＯＷＳ ３.1 の ア ッ プ グ レ ー ド

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1をアップ グレードする手順について説明し ます。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1をハードディスクドライブに イン ストールします。

Ｗｉｎｄｏｗs 3.1 のインストール方 法は、Ｗｉｎｄｏｗs 3.1 に 添付の『お 使いになる前

に』 をご覧ください。

②インストール途中でセットアップ方法を選択する画面が表示されます。ここで［カ

スタムセットアップ］を選択します。

Lll 」 セットアップの際に、［入門セットアップ］や［標準セットアップ］を選択す

ると、自動的に解像度が選択されますので、これらのセットアップ方法は選択

しないでください。

③システムのハードウェア、ソフトウェア構成を選択する画面が表示されたら、ディ

スプレイの項目で［640 ×４００　１６色　１２ドット］または、［６４０×400　16 色

１６ドット］を選択します。
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［スワ ップ ファイルの設定］ダイアログボックスで ［Ｂ１０Ｓを経由しない でス

ワ ップファイル を利用］に×印がついている（選択されている場合）、マウス

でこのチ ェックボックスをクリックするなどして、 ×印 を消して くだ さい。

また、 Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1を イ ンストール、ア ップ グレードした後も、このチ ェッ

クボックスは選択し ない でください。

選択し た状態ではＷｉｎｄｏｗｓ 3.1を イ ンストールする、 またはＷｉｎｄｏｗｓ 3.1を

使 用すると、正常に 動作しない場 合が あります。

④Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1のインストールが終了したら、 一度電源をOFF にします。

⑤内蔵ハードディスクからＷｉｎｄｏｗｓ 95 を起動します。

［スタート］メニューの［Ｗｉｎｄｏｗｓの終了］をクリックし、 「ＭＳ-ＤＯＳモードで

コンピュー タを再起動する」を選択 してＭＳ-ＤＯＳモードを起動します。

⑥コマンドプロンプトか ら次のように入力して、 カレントディレクトリをＷｉｎｄｏｗｓ

95 がインストールされているドライブの「WIN31 」デ ィレクトリに変更します。

ＣＤ　 ￥ＷＩＮ３１

⑦コマンドプロンプトから次のよ うに入力して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1をアップグレー ドし

ます。

＜ドライブ名〉、〈デ ィレクトリ名〉にはＷｉｎｄｏｗs 3.1をインストールしたドライブと

ディレ クトリを入力します。

ＵＰＷＩＮ〈ド ライ ブ名〉：￥〈ディ レク トリ 名〉図

⑧アップグレード を終了後、本機を再起動してくだ さい。

圃 表 示 解 像 度 の 設 定

本機はウィンドウアクセラレータを内蔵しています。内蔵のウィンドウアクセラレー

タに対応したディスプレイドライバを使用することで、高解像度、多色表示を利用で

きます。

● 解 像 度 の 種 類

本機内蔵のウィンドウアクセラレータでは、次の解像度が使用できます。

解像度 � 表示色

６４０×４８０

６４０×４８０

６４０×４８０

８００×６００

８００×６００

１０２４×７６８ �26

万 色 中256 色

６万5 千 色1677

万 色 注126

万 色 中256 色 注36

万5 千 色 注326

万 色 中256 色 注1 注2 注3

注1　ウィンドウアクセラレータのディザリング機能により実現します。

注2 別売のＣＲＴディスプレイを接続した場合に表示できます。このと

き、本機のカラー液晶ディスプレイには、なにも表示されなくなり

ます。

注３ ＰＣ-9821Nb10/5 では別売のＣＲＴディスプレイを接続した場合に表

示できます。このとき、本機のカラー液晶ディスプレイには、なに

も表示されなくなります。
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● デ ィ ス プ レ イ ド ラ イ バ の 組 み 込 み

ＭＳ-ＤＯＳのコマンドプ ロンプ トか ら、Ｗｉｎｄｏｗsディレ クト リのＳＥＴＵＰコマンドを

起動して、ディスプ レイドライバを組み込みます。

ディスプ レイ ドライ バを組 み込む方法の詳細は、『Ｍｉｃｒｏsoft Ｗｉｎｄｏｗs 3.1　 機能ガ

イド』の 「第14 章　 セッ トアップ によるＷｉｎｄｏｗｓの利用 環境 の変更 」をご覧くだ さ

しヽ。

●マイクロソフト社製Ｍｉｃrｏｓoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1で内蔵ウィンドウアクセ
ラレータを使用する場合の注意

マイクロ ソフ ト社製Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1のＳＥＴＵＰコマンド実行時のディ スプ レイの項目で、

内蔵アクセラ レータボー ド対応のドライバを選択した場合、フロッピーディスクを差

し替 える旨のメッセージ が表 示されます。 こ のとき、指定 のフロ ッピーディス クを

セットしてもセットアップを継続できない場合は、次のフロッピーディ スクと差し替

えてください。

画面のメッセージ �セットするフロッピーディスク
(マ イクロソフト社製の場合)

Microsoft Windows 3.1 DISK 井1 �Windows ディスク 井2

Microsoft Windows 3.1 DISK 井3 �Windows ディスク 井２

Microsoft Windows 3.1 DISK 井8 �Windows ディスク# ４

Microsoft Windows 3.1 DISK 井11 �Windows ディスク# ９

■ サ ウ ン ド 機 能 の 設 定

ここでは、Ｗｉｎｄｏｗs 3.1でのサウンド機能の利用方法について説明します。

● サ ウ ン ド ド ラ イ バ の 組 み 込 み

次の手順でサウンドドライバを組み込んでください。

１ 次のドライバが組み込まれている場合は、あらかじめ削除してください。

・ＮＥＣサウンドボード（ＰＣ-9801 -26K ）MIDI

・ＮＥＣサウンドボード（ＰＣ-９８０１-73 ）Ｗａｖｅ＆MIDI

・ＮＥＣサウンドボード（ＰＣ-9801-86 ）Ｗａｖｅ＆MIDI

削除の手順は以下のとおりです。

①［コントロールパネル］の［ドライバ］をダブルクリックします。

②表示されたダイアログボックスで上記のドライバを選択し、［削除］ボタン

をクリックし削除します（Ｗｉｎｄｏｗｓの再起動は行わないでください）。

③Ｗｉｎｄｏｗｓを終了します。
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①Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1を起動します。

②［メイン］グループの［コントロールパネル］から［ドライバ］アイコンを選択

し ます。

③［ ドラ イバの設定］ダイアロ グボックスの［追加］ ボタンをクリックしま す。

④［一覧に ない、 または更新された ドラ イバ］をクリックして選択 し、［ＯＫ］ ボ

タンをクリックします。

⑤［ドライバの組み込み］ダイアログ ボック スが表示されたら、次のように指定し

ま す。

次のよ うに入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

〈Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５の ドラ イブ 名〉:￥WIN31

⑥ 「ＮＥＣ ＰＣＭ Ｓｏｕｎｄ Ｄriｖｅr」を選択し、［ＯＫ］ボタンをクリック します。

⑦［現在のものを使う］をクリ ックします。

［シ ステ ム設定の変更］ダイアログボックスが表示されます。

・ＰＣ-9821 Na1 2 をお使い場合

［再起動しない］ をクリックします。 手 順⑧に進んでくだ さい。

・ＰＣ-9821 Nb1 0 をお使いの場合

［再起動する］を クリックします。

Ｗｉｎｄｏｗs 3.1が再起動し、サ ウンド機 能が使用できるよ うになります。こ れで、

こ の手順は 終了です。 ⑧以降の操 作は必要あ りません。

⑧同様の手順で以下のドライバを組み込みます。

・［ＮＥＣ ＯＰＬ Ｓyｎtheｓiｚｅr Ｄriｖｅr］

・［ＮＥＣ ＭＩＤＩ Ｄriｖｅr］

・［ＮＥＣ Ｍｉｘｅr Ｄriｖｅr］

［システム設定の変更］ダイアログボックスで［再起動しない］をクリックします。

［終了］を クリ ックし、ドライバの組 み込 みを終了します。

［アクセサリ］グループ の［メモ帳］を起動 して、「ＳＹＳＴＥＭ.INI」ファイルの次

の行を削除します。

［386Enh ］

deｖｉｃｅ＝ｖｓbd.386

⑨Ｗｉｎｄｏｗｓ 3j を再起動すると、 サウンド機能 が使えるようになります。

● 音 量 の 調 節

サウンドの音量調節を行 うツール として、［ボリュームコントロール］（ＶＯＬＵＭＥ.ＥＸＥ）

があります。

［ファイルマネージヤ］でマウスポインタをＷｉｎｄｏｗsディレクトリのＶＯＬＵＭＥ.ＥＸＥに合

わせ、ダブルクリックしてボリュームコントロールユーティリティを起動し、音量を調整

してくだ さい。

ボリュー ムコントロールユーティリティの使用方 法は、 ［ボリュームコントロール］

のヘ ルプ をご覧く ださい。
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・ボリュームコントロールユーティリテ ィでは、サウンドボー ド（ＰＣ-9801 －

86 ） の 音量調 節は でき ません。詳し くは［ボリュームコントロール］のヘ

ルプをご覧ください。

・９８ＮＯＴＥメニューのマイクボリュームに関する設定は、 Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 上 で

は無効にな ります。

■ ＷｉｎｄＯＷＳ ３.1 の 強 化 機 能

ここでは、アップグレードしたｗindoｗs 3.1の強化機能について説明します。

●ＣＲＴデ ィ ス プ レ イ の パ ワ ー マ ネ ジ メ ン ト 機 能

ｃＲＴディスプレイの省電力の機能を利用するには、次の手順で設定します。

パワーマネジメント機能に対応していないＣＲＴディスプレイでは、この機能は

利用できません。

①［メイン］グループの［コントロールパネル］から、［画面のデザイン］アイコン

を選択します。

［画面デザインの設定］ダイアログボックスが表示されます。

②スクリーンセーバーとして、［パワーマネジメント］を選択します。

なお、この機能が働くまでの時間は、［実行までの待ち時間］で設定できます。

③［設定］ボタンをクリックします。

［パワーマネジメントの設定］ダイアログボックスが表示されます。

④使用する動作モードを選択し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

・ＣＲＴ表示OFF モード

ディスプレイの「サスペンドモード」に対応しています。

・ＣＲＴ電源ＯＦＦモード

ディスプレイの「オフモード」に対応しています。

・ＣＰＵ節電＆ＣＲＴ電源OFF モード

ＣＲＴディスプレイと本体の両方を節電します。「ＣＰＵ節電」はごく短い時間の

間隔でＣＰＵの動作・停止を繰り返すことで節電します。

［ＣＲＴ電 源ＯＦＦモー ド］は［ＣＲＴ表示ＯＦＦモード］より、 さらに消費電 力を

削減することができますが、 画面が再表示されるまでの時間が遅くなる場合が

あります。 また、 ［ＣＲＴ電 源OFF モ ー ド］は、ＣＲＴ電源OFF モ ー ド機 能に対

応したＣＲＴデ ィスプレイで のみ利用 するこ とがで きま す。

⑤［画面デザインの設定］ダイアログボックスに戻りますので、［ＯＫ］ボタンをク

リックしてください。
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●19200bpS の 通 信 速 度 の 利 用

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1で１９２００ｂｐｓの通信 速度を利用す る場合には、次の設定を行いま す。

・Ｗｉｎｄｏｗｓ 3j 上では19200bp ｓまでの通信速度が利用可能です。

・ＲＳ-232C での通信は、ＣＰＵなどの通信先のハードウェア性能や利用するア

プリケーションソフト、またはマルチタスクで使用しているかなどの条件に

よって大き＜影響されます。このため、19200bp ｓで安定した通信ができな

い場合があります。

・Ｗｉｎｄｏｗｓの［アクセサリ］グループにある［イメージスキャナ］で指定で

きるデータ転送速度は9600bp ｓまでです。19200bp ｓでのデータ転送はで

きません。

・ＣＯＭ４のシリアルポートを指定した場合には、75bp ｓ、150bp ｓの通信速度

は使用できません。

M Ｓ-ＤＯＳのＳＰＥＥＤコマンドとＳＷＩＴＣＨコマンドでも、従来の通信速度に加え

て１９２００ｂｐＳを指定することができます。指定方法は、他の通信速度と同じで

すので、ＭＳ-ＤＯＳのマニュアルを参照してください。

・シリアルポート（コントロールパネル）

シリアルポートの通信条件を設定する場合に使用します。

①［メイン］グループの［コントロールパネル］を選択し、［シリアルポート］を選択

します。

［シリアルポートの設定］ダイアログボックスが表示されます。

②設定を変更するボートを選択して［設定］ボタンをクリックし、設定を行います。

・カードファイル

カードファイルに記入した電話番号に電話をかける場合に使用します。

①［アクセサリ］グループの［カードファイル］を選択し、［カード］メニューを選択

します。

②［自動ダイヤル］コマンドを選択します。

［自動ダイヤル］ダイアログボックスが表示されます。

③［詳細設定］ボタンをクリックして、設定を行います。

・ターミナル

他のコンピュータと接続して情報交換（パソコン通信など）を行う場合に使用します。

1４0



①［アクセサリ］グループの［ターミナル］を選択し、［設定］メニューを選択しま

す。

②［通信条件］コマンドを選択します。

③［通信条件の設定］ダイアログボックスで設定を行います。

■ Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1の 注意事項

● ス ワ ッ プ フ ァ イ ル を 利 用 す る 場 合 の ご 注 意

Ｗｉｎｄｏｗｓをエンハンストモードで実行する場合、情報を一時的にメモリからハード

ディスクに移し、メモリの空き容量を確保します。その際、情報をスワップファイル

に格納します。

スワップファイルの設定は、コントロールパネルの［エンハンストモード］アイコンで

行います。［スワップファイルの設定］ダイアログボックスの「最大のサイズ」、「望ま

しいサイズ」に表示される容量はハードディスクの空き容量だけで決定されるわけで

はありません。

「最大のサイズ」はハードディスクの空き容量に依存しますが、「望ましいサイズ」は

コンピュータに実装されているメモリが少ない場合や、Ｗｉｎｄｏｗsを起動する前に大量

のメモリを消費している場合、ハードディスクの空き容量に関係なく、「望ましいサイ

ズ」の容量は増加しません。

「新しいサイズ」には、指定したドライブの空き容量分を確保することができますが、メ

モリ容量が少ない場合には「望ましいサイズ」以上の値を指定しても、実際には「望

ましいサイズ」に表示された容量分のみをスワップファイルとして使用します。

第2 章 Ｗｉｎｄｏｗｓを 利 用 す る 141

－
第
２
部
　

他
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

利
用

す

る



2。2　Windo ｗｓ 3．1（英語版）の利用

本 機 でＭｉｃｒｏsoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 （英 語 版 ）（以 降 、Ｗｉｎｄｏｗs （英 語版 ）） を利 用 す るに

は 、 次 の 作 業 が 必 要 で す。

・ア ッ プ グ レ ー ド デ ィ ス ク を作 成す る

・Ｗｉｎｄｏｗｓ（英 語 版 ） をイ ン ス トー ル す る

・Ｗｉｎｄｏｗｓ（英 語 版） をア ッ プ グ レ ー ドす る

また 、 本 体 内 蔵 サ ウ ン ド を利 用 す るに は 、 さら に 次 の 作 業 が 必 要 です。

・サ ウ ン ドド ラ イ バ を組 み 込む

・サ ウ ン ドの 音 量 を 調 節 す る

圃 ＷｉｎｄＯＷＳ（ 英 語 版 ） を ア ッ プ グ レ ー ド す る

ｗindoｗｓ（英語版）をアップグレードする作業について説明します。

Windo ｗｓ 3.1（ 英 語版）をインストールする前に、 「（1 ）アップグレードディ

スクの作成」を行った後で、ア ップグレード済のＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａをインストー

ルしてください。 アップグレードの手順は、「1.１　ＭＳ-ＤＯＳ ６.２/5.０Ａ の利

用」を参照してください。

(1)アップグレードディスクの作成

以下の手順では、次のものが必要です。あらかじめ準備しておいてください。

・1.2M バイトフォーマット済みのフロッピーディスク１枚

このフロッピーディスクには、あらかじめ「Ｗｉｎｄｏｗｓ（英語版）

ＵｐｇｒａｄｅＤｉｓｋ」と書いたラベルを貼っておいてください。

①内 蔵 ハー ドデ ィ ス ク か ら Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を 起 動 しま す 。

② ［ス ター ト］ メニ ュ ーの ［Ｗｉｎｄｏｗｓの 終 了 ］ をク リ ック し、 ［ＭＳ-ＤＯＳモー ドで

コ ン ピ ュ ータ を再 起 動 す る ］ を 選 択 し て、 ＭＳ-ＤＯＳモ ー ドを 起 動 し ま す。

③コ マ ン ドプ ロン プ トか ら次 の よ うに 入 力し 、 カ レン トデ ィ レク ト リをEWIN31 デ ィ

レ ク ト リ に変 更 し ま す 。

ＣＤ ￥ＥＷＩＮ３１ 図

④準 備 した 「Ｗｉｎｄｏｗｓ（英 語版）ＵｐｇrａｄｅＤｉｓk」 をフロ ッピー ディス ク ドライブ にセ ット

しま す。

⑤カ レ ントデ ィレ クト リが 正 しいこ とを確 認 し、コ マン ドプロ ンプ トか ら次の よう に入

力し ます 。

〈ドラ イブ 名 〉 に は 「Ｗｉｎｄｏｗｓ（英 語 版 ）ＵｐｇrａｄｅＤｉsk」 をセ ッ ト した フ ロ ッピ ー

デ ィ ス ク ド ライ ブ 名 を指 定 しま す。
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ＣＯＰＹ ＊。＊ ＜ド ラ イ ブ 名 〉：図

こ れ で ア ップ グ レ ー ドデ ィ ス ク が 作 成 され ま し た。

（2 ）ＷｉｎｄＯＷＳ （ 英 語 版 ） を イ ン ス ト ー ル す る

次 の手 順 でＷｉｎｄｏｗs （英 語 版 ） を イ ン ス ト ール し て く だ さい。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ（英語 版 ）に 添付 さ れ てい る 『lnｓtallatｉｏｎ Ｇｕide 』 に 従 って イ ンス トー

ル を 行 い ま す。

『Ｓｅｌｅｃt tｈｅ ｈａｒdｗａｒｅ ｅｎｖiｒｏｎｍｅｎt』 の 前 ま で 作 業 を 進 め て く だ さい 。

② 『Ｓｅｌｅｃt the hard ｗａrｅ ｅｎｖirｏｎｍｅｎt 』 の ［Di ｓplay ］ 選 択 時 に 、［Ｏther　　

（Ｒｅｑｕirｅｓ diｓk pr ｏｖided by ａ ｈａrdｗａrｅ ｍ ａｎｕｆａｃtｕrｅr］ を 選 択 しま す 。

③ 「Ｗｉｎｄｏｗｓ（英 語 版）ＵｐｇrａｄｅＤｉｓk 」 を フ ロ ッピ ー デ ィ スク ドラ イ ブ にセ ッ ト し、

腿 キ ー を 押 しま す 。

④ 表 示 さ れ た デ ィ ス プ レ イ の一 覧 か ら、 デ ィス プ レイ を 選 択 し て く だ さい 。

⑤ 以 降 は、 『lnｓtallatｉｏｎ Ｇｕide 』 を 参 照し な が ら、 画 面 の 指示 に 従 っ て イ ンス ト ー

ル を完 了 して くだ さ い 。

Windo ｗｓ（英語版）をインストールすると、ドライブの割り当ては次のよう

になります。

・内蔵フロッピーディスクドライブ　　　　：Ａ（ドライブ）

・内蔵ハードディスクドライブ　　　　　　：Ｃ、Ｄ、‥‥（ドライブ）

（3 ）ＷｉｎｄＯＷＳ（英 語 版 ） を ア ッ プ グ レ ー ド す る

「（１）ア ップ グレ ー ドデ ィ ス クを 作 成す る」 で 作成 し た 「Ｗｉｎｄｏｗｓ（英 語版 ）

ＵｐｇｒａｄｅＤｉsk」を使って、Ｗｉｎｄｏｗs（英語版） をア ップ グレードします。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ（英語版）をインストールしたドライブからＭＳ-ＤＯＳを起動し、コマン

ドプロンプトの状態にしてください （ここではＤドライブから起動するものとしま

す）。

Ｄ: ￥〉

② 「Ｗｉｎｄｏｗｓ（英語版）ＵｐｇrａｄｅＤｉｓk」を、フ ロッピーデ ィスクドライブにセットし

ます。そのあとで、フロッピーディスクドライ ブをカレン トドライブにします。

Ｄ：￥〉Ａ：図

Ａ：￥〉

③カレントドライブが正しいことを確認し、コマンドプロンプトから次のように入力

します。

〈ドライブ名〉、〈ディレクトリ名〉には、Ｗｉｎｄｏｗｓ（英語版）がイ ンストールさ

れてい るドライブ名 とディレ クト リ名 を指 定します。

Ａ：￥〉ＵＰＥＷＩＮ ＜ドラ イブ名〉:￥<デ ィレク ト リ名〉〔遜〕

アップ グレー ドが終了する と、 「ア ップデ ートが終了 しました。 シ ステムの再起

動を行ってから英語版Ｗｉｎｄｏｗsを起動 してください。」のメ ッセージが表示 され

ます。
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④｢ Ｗｉｎｄｏｗｓ(英語版)ＵｐｇrａｄｅＤｉｓk｣ をドライブから取り出してから本機のリセッ

トスイ ッチ を押して、システムを再起動してくだ さい。

作業 はこれ で終了 です。 ア ップ グレードしたＷｉｎｄｏｗs(英語版) をお使いくだ さい。

■ 本 機 内 蔵 の サ ウ ン ド 機 能 を 使 用 す る

Ｗｉｎｄｏｗs（英語版）で本機内蔵のサウンド機能を利用するには、サウンドドライバを

組み込む必要があります。

また、サウンドの音量調節を可能にするためにも設定が必要です。

ここでは、それぞれの手順について説明します。

次のドライバが組み込まれている場合は、あらかじめ削除してください。

・[ＮＥＣ Ｓｏｕｎｄｂｏａrd (PC-9801 -26K)MIDI]

・[ＮＥＣ Ｓｏｕｎｄｂｏａrd (ＰＣ-9801-73) Ｗａｖｅ＆MIDI]

・[ＮＥＣ Ｓｏｕｎｄｂｏａrd (ＰＣ-9801-86) Ｗａｖｅ＆MIDI]

削除の手順は次のとおりです。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ(英語版)を起動します。

②[Ｃｏｎtrｏｌ Ｐａｎｅｌ] の[ Ｄriｖｅrｓ] を起動します。

③表示されたダイアログボックスで上記のドライバを選択し、[ Ｒｅｍｏｖｅ] ボ

タンをクリックします。

④Ｗｉｎｄｏｗｓ(英語版)を終了します。

（1 ）サ ウ ン ド ド ラ イ バ を 組 み 込 む

①Ｗｉｎｄｏｗｓ（英語版）を起動します。

②［Ｃｏｎtrｏｌ Ｐａｎｅｌ］の［Ｄriｖｅrｓ］をダブル クリ ックします。

③［Add ］ ボタ ンをクリックします。

④表示されたダイアログボックスで［ＮＥＣ ＰＣＭ Ｓｏｕｎｄ Ｄriｖｅr］を選択し、［ＯＫ］

ボタンをクリックします。

⑤新しい ドライバと既存のドライバのどちらを使用するか選択するダイアログボック

スで、 「Ｃｕrrｅｎt」 を選択します。

⑥Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動するか どうか選択す るダイアログボックスが表示され ます。

・ＰＣ-9821 Nb1 0 をお使いの場合

手 順⑦に進みます。

・ＰＣ-9821 Na1 2 をお使いの場合

再起動せずに②～⑤ と同様の手順で以下のドライ バを組 み込みます。

［ＮＥＣ ＯＰＬ Ｓｙｎtｈｅｓiｚｅr Ｄｒiｖｅｒ］

［ＮＥＣ ＭＩＤＩ Ｄｒiｖｅr］

［ＮＥＣ Ｍｉｘｅｒ Ｄｒiｖｅｒ］

ドライ バの組 み込みが終了 した ら再起動す る前に、［Ａｃｃｅｓｓｏｒieｓ］グループ の

［Ｎｏtｅｐａｄ］を起動して、Ｗｉｎｄｏｗs（英語版）がインストール されてい るディレクト

リの下にある 「ＳＹＳＴＥＭ.INI」ファイル の次の行 を削除します。

１４４
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deｖｉｃｅ＝ｖｓbd.386

⑦設定を有効にするために、 本機を再起動してください。

（2 ）サ ウ ン ド の 音 量 を 調 節 す る

①［Ｆｉｌｅ Ｍａｎａｇｅr］を起動し てください。

② Ｗｉｎｄｏｗｓ（ 英 語 版 ） が イ ン ス ト ー ル さ れ て い る デ ィ レ ク ト リ の 下 に

「ＶＯＬＵＭＥ.ＥＸＥ」と いうファイルがあります。マウ スポインタを「ＶＯＬＵＭＥ.

ＥＸＥ」に合 わせて ダブルクリックして起動し、音量を調節して ください。

2 。３　 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３．51の 利 用

本 機 に Ｍ ｉｃｒｏｓoftｏ Ｗｉｎｄｏｗs Ｎ Ｔ・ Ｗ ｏrk ｓtａtion 3.51 ＊( 以 降 Ｗ ｉｎｄｏｗｓ Ｎ Ｔ) を イ ン ス

ト ー ル す る 場 合 、 基 本 の セ ッ ト ア ッ プ 以 外 に い く つ か の モ ジ ュ ー ル を ア ッ プ デ ー ト す

る 必 要 が あ り ま す 。 こ こ で は セ ッ ト ア ッ プ に つ い て の 手 順 を 説 明 し ま す 。

＊ Ｍｉｃrｏｓoftｏ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴｏ Ｗｏrkｓtａtｉｏｎ Ｏｐｅrａtｉｎｇ Ｓyｓtｅｍ Ｖｅrｓion 3.51

セットアップでは、次のものが必要です。あらかじめ用意しておいてください。

・1.４４Ｍ バイトフォーマット済みのフロッピーディスク２枚

フォーマット時にシステムの転送は行なわないでください。

フロッピーディスクには、それぞれ次のラベルを貼っておいてください。

Ｗｉｎｄｏｗs ＮＴ 修復ディスク

Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51アップデートディスク

ドライバのインストールを行う場合は、Admini ｓtrａtｏrｓ権限を持ったユーザー

で行っ てください。

本機に添付され ているドライバは、本機専用ドライバ です。他機種では使用し

ない でください。

セットアップ時 のディスプレイの設定は 「解像度 ６４０×４００、 ノー マル モー

ド16 色 」で行ってください。

本機 でＭｉｃrｏｓoftｏ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴｏＳｅrｖｅr 3.51＊＊ はご利用いただけません。

*＊ Ｍｉｃrｏｓoftｏ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴｏ Ｓｅrｖｅr Ｏｐｅrａtｉｎｇ Ｓy ｓtｅｍ Ｖｅrｓion 3. ５1

本機 で Ｗｉｎｄｏｗs ＮＴをセ ッ トア ップ す るに は 、 次 の 手 順 で 行 い ま す。

(1)｢ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51 ア ッ プ デ ー ト デ ィ ス ク｣ を 作 成 す る

(2) Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ を セ ッ ト ア ッ プ す る

(3) Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ の パ ワー ア ッ プ

① 内 蔵 ア クセ ラ レ ー タ を 利 用 す る

②ＦＡＸモ デ ムカ ー ド を利 用 す る

(４) Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51 ア ッ プデ ー トサ ー ビ スＳｅrｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４を 利 用 す る
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（1 ）「 ＷｉｎｄＯＷＳ Ｎ Ｔ ３.51 ア ッ プ デ ー ト デ ィ ス ク 」 を 作 成 す る

ここでは、 「Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51 ア ップデー トディスク」の作成を行い ます。

内蔵ハードデ ィスクには Ｗｉｎｄｏｗs ＮＴのドライバがコピー されています。これ らの

ドライ バをフ ロッピ ーディ スクに コピーします。

Ｗｉｎｄｏｗs ＮＴのドライバがコピーされている内蔵ハードディス クの ドライブ をドラ

イブＡ、フロッピ ーディ スクライブ をドライブＢ として説明 します。お 使い の環境 と

異なる場合は、読みかえてくだ さい。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 の［ＭＳ-ＤＯＳプロンプト］を起動します。

②用意 しておいた 「Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51 アップデー トディスク」をフロ ツピーディ

スクドライブにセ ットします。

③ＭＳ-ＤＯＳ プロンプ トから次のよ うに入力します。

Ａ:図

ＣＤ ￥ＮＴ３５１ 図

⑤カレントディレクトリがNT351 であることを確認し、コマンドプロンプトから次

のよ うに入力します。このとき、フロッピーディスクのドライブ名にコロン「：」

を付けないでください。

ＣＤＮＴＵＰ Ｂ 図

⑥画 面の表示にした がって、モジュールをコピーします。

⑦作成したフロッピーディスクは、今後 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴをセットアップする際必 要と

なりますので、 なくさないよ うにしてください。

（２） ＷｉｎｄＯＷＳ ＮＴ を セ ッ ト ア ッ プ す る

本機に Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴをセ ットア ップします。 セ ットアップ を行 う場合以 下の点 に注

意してください。

ディスプレイの設定 は「解像度 ６４０×４００、ﾉｰﾏﾙﾓｰ ﾄﾞ16 色」で行ってください。

それ以外については、マニュアルを参照してＷｉｎｄｏｗｓＮＴをセットアップしてください。

（３） ＷｉｎｄＯＷＳ ＮＴ の パ ワ ー ア ッ プ

（3 ）-① 内 蔵 ア ク セ ラ レ ー タ を 利 用 す る

本機では、 「Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51 アップデ ートデ ィスクハ こ含 まれているディ スプ レ

イ ドライバを使って、以下の画面モードが利用 できます。

1４6



機　種 � 解像度 � 表示色

PC-9821Na12/S10F 、Na12/S8PC-9821Nb10/S10F

、Nb10/S8、Nb10/5

内蔵アクセラレータ(

ＣＩＲＲＵＳ ＬＯＧＩＣ社製GD7548) �640

×480800

×600 注11024

×768 注２ �256

色，64K 色，１６Ｍ 色

２５６色，64K 色

２５６色

注Ｉ　ＰＣ-9821 Nb1 0/5 では、カラー液晶ディスプレイには何も表示されません。

別売のＣＲＴディスプレイでのみ表示されます。

注２　本機のカラー液晶ディスプレイには、何も表示されません。別売のＣＲＴディスプレ

イでのみ表示されます。

設定は次の手順で行います。

ここでは、フロッピー ディスクドライブをドライブＢとして説明します。実際と異な

る場合は、読みかえてください。

①［メイン］グループにある［コントロール パネル］の［ディスプレイ］を起動します。

②［ディスプ レイの変更］ボタンを選択します。

③［変更］ボタンを選択します。

④［その他］ボタンを選択します。

ドライバ の入ったフロッピーディスクをセ ットす るように指示 されます。

⑤ 「Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51 アップデー ト ディスク」をフロッピー ディスクライブに

セッ トします。

フロ ッピーディスクを入れたドライブのＣＩＲＲＵＳディ レクト リを指 定して、［ＯＫ］

ボタンを押します。

Ｂ：￥ＣＩＲＲＵＳ 図

⑥［組み込む］ボタンを選択 します。

⑦［はい］ボタンを選択します。

既存のドライバが存在する場合は、既 存のドライバを使用するかどうかを聞い てく

るので、［新しいドライバ］ボタンを選択します。

ドライ バの入ったフロ ッピーディ スクをセットするように指示 されます。

⑧ドライバの入ったフロッピーディスクをセットするよう指示するメッセージが表示

され たら、 ドライブ名とディレクトリ名を確認します。

Ｂ：ＹＣＩＲＲＵＳを指 定して［続行］ボタンを押 します。

⑨ ドラ イバ組み込み結果が表示されるので、［ＯＫ］ボタンを押します。

⑩ ドラ イバ起動に関するメッセージが表示されるので、［ＯＫ］ボタンを押します。

⑩ 「新しい設定を有効にするにはＷｉｎｄｏｗｓ ＮＴ を終了して再起動する必要があ りま

す」 とい う メッ セー ジが 表示 さ れる ので、 フ ロッ ピ ーデ ィス ク ドラ イブよ り

「Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51 アップデートディスク」を取り出 し、［再起動する］ボタン

を選 択します。
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(3)- ② ＦＡＸモ デ ム カ ー ド を 利 用 す る

ＦＡＸモデ ム内蔵モデル に内蔵されている｢ ＦＡＸモデ ムカー ド(ＰＣ-9801N づ15)｣ を

お使い になる場合、ドライバ、 リモート アクセス サービスの設定以外に、Ｗｉｎｄｏｗｓ

ＮＴのＭＯＤＥＭ．ＩＮＦを編集す る必 要があ ります。 またモデ ムカー ドのＩＲＱ を変 更す

る場合、レジ ストリを編集す る必 要があ ります。　ここでは、ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦの編集方

法、レジストリの編集方 法について説明します。　ドライバ、リモート アクセ ス サー

ビ スの設定については、Ｗｉｎｄｏｗs ＮＴのマニ ュアル を参照してくだ さい。

・ Ｍ ＯＤＥＭ ．ＩＮＦ、 レ ジ ス ト リ の 編 集 を 行 う 場 合 は 、Admini ｓtrａtｏrｓ権 限 を

持 っ た ユ ー ザ ー で 行 っ て く だ さ い 。

・ レ ジ ス ト リ の 編 集 前 に 、 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴの ＲＤＩＳＫ.ＥＸＥ を 使 用 し て 、 修 復 デ ィ

ス ク の 作 成 を 行 う こ と を お 勧 め し ま す 。 誤 っ た レ ジ ス ト リ に よ る Ｗｉｎｄｏｗｓ

Ｎ Ｔ の 誤 動 作 が 発 生 し た 場 合 、 シ ス テ ム を 復 旧 す る こ と が で き ま す 。

ＲＤＩＳＫ.ＥＸＥ、 シ ス テ ム の 復 旧 に つ い て は 、 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴの マ ニ ュ ア ル を 参

照 し て く だ さ い 。

’Ｍ ＯＤＥＭ ．ＩＮＦの 編 集 後
ヽ
Ｍｉｃrｏｓoft

ｏ
Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ。3.51 ア ッ プ デ ー ト サ ー

ビ ス 「Ｓｅrｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４」 を 適 用 す る 場 合 、 本 章 の 「 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ３.51 ア ッ

プ デ ー ト サ ー ビ ス Ｓｅrｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４ を 利 用 す る 」 を 参 照 し て く だ さ い 。

・Ｍ ＯＤＥＭｊＮＦ編 集 後 に ネ ッ ト ワ ー ク の 設 定 を 行 っ た 場 合 、 Ｍ ＯＤＥＭ ．ＩＮＦの 編

集 内 容 が 元 に 戻 る 可 能 性 が あ り ま す 。 そ の 場 合 は 、 バ ッ ク ア ッ プ し た

ＭＯＤＥＭ ．ＩＮＦ を 使 用 す る か 、 再 編 集 し て く だ さ い 。

・ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦ の編集

本機で、 「ＦＡＸモデ ムカー ド」をお 使いになる場合、次の記述をＭＯＤＥＭ．ＩＮＦに追

加します。

①Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴのコマンドプロンプトから、次のようにメモ帳を起動します。

ＣＤ ％ｓyｓtｅｍrｏｏt％￥ｓyｓtem32 ￥rａｓ 腿

②カレ ントディレクトリがＲＡＳデ ィレク トリであることを確認 して、次のように入

力しメモ帳 を起動します。

ＮＯＴＥＰＡＤ ｍｏｄｅｍ.inf［il］

③メモ帳に ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦ が表示されたら、キーボードの［ＣＴＲＬ］＋［ＨＥＬＰ］を押し

て、ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦの最後に移動します。

④次の内容 を、間違えないように入力します。

なお 三角 「△」記 号は、 スペー ス（空白）一つ分をさします。

[Ｎ ＥＣ ＰＣ-9801N- Ｊ１５]

ＣＡ ＬＬＢＡ ＣＫ ＴＩＭ Ｅ ＝１０

Ｄ ＥＦＡ Ｕ ＬＴ ＯＦＦ=

ＮＩＡ ＸＣ ＡＲ ＲＩＥＲ ＢＰＳ＝２８８００

Ｍ Ａ ＸＣ Ｏ Ｎ ＮＥ ＣＴＢＰＳ＝115200<

ｓｐｅａｋｅｒ ｏｎ 〉=Ｍ １
－

<ｓｐｅａｋｅｒ ｏｆｆ〉＝Ｎ４０
－
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<h ｗflo ｗ ｃｏｎtｒｏｌ ｏｎ 〉＝＆K3
－

〈ｈｗflo ｗ ｃｏｎtｒol off 〉＝＆ Ｋ Ｏ
－

〈ｃｏｍ ｐｒｅｓsｉｏｎ ｏｎ 〉＝％C3
－

<ｃｏｍ ｐｒｅｓｓion off 〉＝％ Ｃ Ｏ
－

<ｐｒｏtｏｃｏｌ ｏｎ 〉＝￥ ￥N3
－

<ｐｒｏtｏｃｏｌ ｏｆｆ〉=￥ ￥ Ｎ Ｏ
－

〈ａｕtｏｄｉａｌ ｏｎ 〉＝Ａ Ｔ Ｄ Ｔ
－

<ａｕtodial off 〉＝Ａ Ｔ Ｘ ３Ｄ
－

Ｄ ＥＴ Ｅ Ｃ Ｔ ＳＴ ＲＩＮ Ｇ ＝AT13 〈ｃｒ 〉
－

Ｄ Ｅ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ_ Ｒ Ｅ ＳＰ Ｏ Ｎ ＳＥ ＝Ｎ Ｅ Ｃ △ △ ＰＣ-9801N-J15

CON/ ＩＮＩＡ Ｎ Ｄ ＩＮ ＩＴ ＝Ａ Ｔ ＆ Ｆ △Ｓ Ｏ＝Ｏ△S2 ＝256 △S7 ＝50 〈ｓｐｅａｋｅｒ〉<ｃｒ〉
－

Ｃ Ｏ ＮyINyＩＡ Ｎ Ｄ ｊ Ｎ ＩＴ ＝Ａ Ｔ〈s ｐｅａｋｅr 〉<ｃｏｍ ｐr ｅｓｓｉｏｎ 〉<ｈ ｗflo ｗ ｃｏｎtｒol 〉<ｐｒｏtｏｃｏ１〉〈ｃｒ〉

Ｃ Ｏ ＮyINyＩＡ Ｎ Ｄ ＬＩＳＴ ＥＮ ＝Ａ Ｔ Ｓ Ｏ＝1〈ｃｒ〉
－

Ｃ Ｏ Ｍ Ｍ Ａ Ｎ Ｄ Ｄ ＩＡ Ｌ ＝〈ａｕtodia1 〉〈ｐｈ ｏｎｅｎｕ ｍ ｂｅｒ〉〈ｃr 〉
－

⑤入力後、追加した内容に間違いがないことを確認して、メモ帳の［ファイル］－［上

書き保存］を選択しＭＯＤＥＭ．ＩＮＦを保存します。

⑥メモ帳を終 了します。

⑦編集したＭＯＤＥＭ．ＩＮＦのバックアップを行います。 コマンドプロンプ トから 次の

ように入力 してください。

ＣＯＰＹ ｍｏｄｅｍ.ｉｎｆ ｍｏｄｅｍ.ｕｐ図

⑧コマンドプロンプトを終了して、Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴを再起動します。

以上でＭＯＤＥＭ．ＩＮＦの編集は終了しました。 次回起動時より 「ＦＡＸモデ ムカード」

を利用で きま す。

・ レ ジ ス ト リ の 編 集

Ｆ Ａ Ｘ モ デ ム カ ー ド の ＩＲ Ｑ を 変 更 す る 場 合 は 、 次 の レ ジ ス ト リ ェ ン ト リ を 変 更 し ま

す 。

他 の 拡 張 ボ ー ド とＩＲ Ｑ の 競 合 が 生 じ た 場 合 は 、 拡 張 ボ ー ド のＩＲ Ｑ を 変 更 す る か 、 下 記

の 方 法 で 対 応 し て く だ さ い 。

① ＷｉｎｄＯＷＳ ＮＴ の コ マ ン ド プ ロ ン プ ト か ら 、 次 の よ う に 入 力 し レ ジ ス ト リ エ デ ィ タ

を 起 動 し ま す 。

rｅｇｅｄt32 〔i!〕

② レ ジ ス ト リ を 次 の よ う に 編 集 し ま す 。

￥ Ｈ Ｋ ＥＹ Ｌ Ｏ Ｃ Ａ Ｌ Ｍ Ａ Ｃ ＨＩＮ Ｅ ￥ ＳＹ ＳＴ ＥＮyI￥ Ｃｕｒｒｅｎt Ｃ ｏｎtｒｏ１Ｓｅt￥ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ
一　　　　　 一

￥ Ｐｃｍ ｃｉａ￥ Ｄ ａtａＢａsｅ￥ Ｎ ＥＣ の 下 に 、 キ ー: ＰＣ-9801N-J15 を 作 成 し 、 キ ー の 値

を 下 記 の 通 り 設 定 し ま す 。

値の名前 � データタイプ � 文字列

lnterruptNumber �ＲＥＧ ＤＸＶＯＲＤ　　　
－ �

この値を変更しますo 注１(

例:OXOa)

注1 : ＦＡＸ モ デム カ ー ド で 使 用 で き るIRQ O ｘ3 、 Ｏｘ5 、Ｏｘ6、 Ｏｘａ、Ｏｘｃ(16 進)

第2 章 Ｗｉｎｄｏｗｓを利 用 す る 1４9

－
第
２
部
　

他
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
る



変 更するＩＲＱは、他 のボードと重複しない値 を指 定してください。

③レジ ストリエデ ィタを終了して、Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ を再起動します。

（４） Ｗ ｉｎｄ ＯＷ Ｓ Ｎ Ｔ ３.51 ア ッ プ デ ー ト サ ー ビ ス ＳｅｒＶｉＣｅ Ｐ ａＣｋ ４

を 利 用 す る

本 機 で Ｍｉｃｒｏｓoft・ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ９ ３.51 ア ッ プ デ ー トサ ー ビ ス 「Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４」（以

下 Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４）を適 用 す る場 合 、 特 別 な手 順 は あ りま せ ん。 Ｓｅrｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４ の 中

に あ る 「ＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴ」 を 参 照 し て適 用 して く だ さい 。 た だ し、 Ｍ ＯＤＥＭ ．ＩＮＦを

「ＦＡＸモ デ ム カ ー ド」 用 に編 集 し てい る 場 合 は 、 次 の 点 に 注 意 し て く だ さい 。

・Ｓｅrｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４ を 適 用 す る と 、ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦ フ ァ イル が 上 書 き さ れ ま す 。

ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦ を 「ＦＡＸモ デ ム カ ー ド」 用 に 編 集 し て い る 場 合 は 、Ｓｅrｖｉｃｅ

Ｐａｃｋ ４ を 適 用 す る 前 に 必 ず ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦ を フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な どに バ ッ

ク ア ッ プ し て く だ さ い 。 こ の と き 、 バ ッ ク ア ッ プ す る ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦ の 名 前

を、 ＭＯＤＥＭ．０ＲＧ に は しな い で く だ さ い 。

・Ｓｅrｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４ を 適 用 後 、 新 しい ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦ に は 「ＦＡＸモ デ ム カ ー ド」

の 記 述は あ りま せ ん の で 、 「ＦＡＸモ デム カ ー ドを 利 用 す る」 を 参 照 し て再 編 集

す る か 、 バ ッ ク ア ップ し た ＭＯＤＥＭ．ＩＮＦ を使 用 し て くだ さい 。

Ｍｉｃrｏsoft・ Ｗｉｎｄｏｗs ＮＴ・ 3.51 ア ッ プ デ ー ト サ ー ビ ス 「Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐａｃｋ ４」 につ い て

の 詳 し い 内 容 に 関 す る お 問 い 合 わせ は 、ＮＥＣパ ソ コン イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンセ ン タ ー

か 、ＮＥＣパ ソ コ ン情 報ＦＡＸサ ー ビ スへ お 願 い しま す。
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本章では、ＯＳ/2を本機で利用する場合に必要となる作業について説明します。

3。1　日本語ＭＳ ＯＳ/２ Ｖｅrl。21Bの 利 用

日本語ＭＳ ＯＳ/２ Ｖｅrl.21B をご利用になる場合、内蔵ハードディスクは容量が

５４０Ｍバイト以下のものをご利用ください。

ＰＣ-9821 Na1 2 、ＰＣ-9821 Nb1 0/S1 0F 、Nb10/S8 では日本語ＭＳ ＯＳ/２

Ｖｅrl.21B は、ご利用になれません。

日本語ＭＳＯＳ/２ Ｖｅr1.21Bを本機でお使いになる場合は、アップグレードが必要で

す。アップグレードは、次の2通りの方法で実行することができます。

・ＯＳ/２Ｖｅrl.21B のインストール前に、「ＯＳ/2システムディスク」に対して実

行する

・ＯＳ/２Ｖｅrl.21B のインストール後に、インストール先のハードディスクに対し

て実行する

ここでは、それぞれの手順について説明します。

以降の手順では次のものが必要です。あらかじめ準備しておいてください。

・1.2M バイトフォーマット済フロッピーディスク：１枚

フロッピーディスクには「システムディスク＃2（複製）」と書いたラベルを貼ってお

いてください。

（1 ）シ ス テ ム デ ィ ス ク の ア ッ プ グ レ ー ド

①内蔵ハードディスクからＷｉｎｄｏｗｓ 95 を起動 します。

［スタート］ メニューの 「Ｗｉｎｄｏｗsの終了 」をクリックし、 「ＭＳ-ＤＯＳモード

でコンピュー タを 再起動す る」を選択 して、ＭＳ-ＤＯＳモー ドを起動します。

②フロッピーディ スクドライブに 「システムデ ィスク＃2 」をセットします。

③ＤＩＳＫＣＯＰＹコマンドを使用し 「システムディスク毒2 」の複製を「システムディ

スク毒2（複製）」に作成します。

④コマン ドプロンプ トから次 のように 入力し、フ ァイルの 上書きコピ ーを行いま

す。

〈ＦＤドライブ名〉 には 「シ ステ ムディ スク＃2（複製）」をセットしたフロ ッピー

ディ スクド ライブ のドライブ 名を指定 します。

COPY 〈Windoｓ 95 のﾄﾞﾗｲ ﾌ 名゙〉:¥OS2¥121B¥DISKX01.SYS 〈FD ドライブ名〉:腿

⑤フロッピーディス クを取り出 します。
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これで、システムディスクに対するアップグレード作業は終了です。

上記の手順で作成した「システムディスク＃2（複製）」を利用して、ＯＳ/2をインス

トールしてください。

（2）イ ン ス トー ル 済 み ハ ー ド デ ィ ス ク の ア ッ プ グ レ ー ド

①「（1）システムディスクのアップグレード」の操作を行います。

②ＯＳ/2 を、フロッピーディスクから起動します。

このとき2枚目のフロッピーディスクには（1）でアップグレードを行った「システ

ムディスク＃2（複製）」を使用します。

③インストールコマンドの画面が表示されたら、〔酉回 キーを押してインストール

コマンドを終了します。

④コマンドプロンプトから次のように入力します。

〈ドライブ名1〉には、「システムディスク＃2（複製）」をセットしたフロッピー

ディスクドライブのドライブ名を〈ドライブ名2〉にはＯＳ/2をインストールした

ドライブのドライブ名を指定します。

ＣＯＰＹ ＜ドライブ名1 〉:￥ＤＩＳＫＸ０１.ＳＹＳ 〈ドライブ名2 〉:図

⑤フロッピーディスクドライブに、「日本語ＭＳ ＯＳ/２ Ｖｅrl.21B システムディス

ク毒1」を挿入したあと、コマンドプロンプトから次のように入力します。

Ａ：￥ＳＨＵＴＤＯＷＮ 図

⑥シャットダウンが終了したらフロッピーディスクを取り出して、本機を再起動し

てください。

3。２　０Ｓ/2 J2 ．11の 利 用

LI 」ＣＤ-ＲＯＭドライブ内蔵モデルでＯＳ/2 J2.11 をご利用になる場合、本体内蔵
のＣＤ-ＲＯＭドライブを使用することはできません。

圃デ ィ スプ レ イ の設 定

インストール途中またはインストール後のディスプレイドライバのソフトウェア設

定は、次の手順で行ってください。
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（1 ）イ ンス トー ル 途 中 の デ ィ ス プ レ イ設 定

インストール途中で、本機が再起動すると［システム構成］ウィンドウが表示されま

す。ここで、［ディスプレイ］を選択すると、ディスプレイ一覧が表示され、使用し

たいディスプレイを選択することができます。

WIN- ＯＳ/2を利用する場合、次に示すディスプレイモードは使用しないでくだ

さい。

・本体　６４０×４８０ ２５６色モード

（2）イ ン ス トー ル 後 の デ ィ ス プ レ イ 設 定

［システム構成　機能の追加］オブジェクトを選択すると［システム構成］ウィンド

ウが表示されます。ここで［ディスプレイ］を選択すると、ディスプレイ一覧が表示

され、使用したいディスプレイを選択することができます。

WIN- ＯＳ/2を利用する場合、次に示すディスプレイモードは使用しないでくだ

さい。

・本体　６４０×４８０　２５６色モード

■ 拡 張 電 源 管 理 の 設 定

本機でＯＳ／２ Ｊ２.11の拡張電源管理機能は利用できません。インストール途中の

［ＯＳ/2の設定とインストール］ウィンドウで［拡張電源管理（ＡＰＭ）］のチェック

ボックスをクリアしてください。

3 ．3 O Ｓ/２ Ｗａrp V3 一日 本 語 版 お よ び

ＯＳ/２ Ｗａrｐ Ｃｏｎｎｅｃt V3 一日 本 語 版 の 利 用

■ デ ィ ス プ レ イ の 設 定

本機 で、ＯＳ/２ Ｗａｒｐ Ｖ３一日本 語版 、ＯＳ/２ Ｗａｒｐ Ｃｏｎｎｅｃt V3 一日本語版をご利 用に

なる場合、インストール途中またはインストール後のデ ィスプレイドライバの ソフト

ウェア設定は、 次の手順で行ってくだ さい。
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本機に搭載されているウィンドウアクセラレータを使用する場合、次の作業が

必要です。

・ディスプレイドライバディスクの作成

・インストールしたＯＳ/2をアップグレードする

アップグレード手順については「（3）ウィンドウアクセラレータの設定」を参

照してください。

（1 ）ウ ィ ン ド ウ ア ク セ ラ レ ー タ の 設 定

●ディスプレ イドライバディスクの作成

「ディ スプ レイ ドライバテ ィ スタ」 を作成 する手順について説 明します。

①フロッピーデ ィスク を1 枚用意 します。1.2M バイトフォーマ ットを行い、ＰＣ-

9821Na12 では 「ＮＡ１２ＤＩＳＰ」、ＰＣ-9821 Nb1 0 では 「ＯＳ２ＤＩＳＰ」とボ リュー

ムラベル をつけて ください。 フロ ッピー ディ スクには 「ディスプ レイドラ イバ

ディスク」と書いた ラペルを貼ってお いて ください。

②内 蔵ハー ドディスクからＭＳ-ＤＯＳモー ドを起動 します。 Ｗｉｎｄｏｗｓ95 が起動して

いる場合は、［スター ト］ボタ､ンを押し、［Ｗｉｎｄｏｗｓの終了］から［ＭＳ-ＤＯＳモー ド

でコンピュータ を再起動 する］を選択 します。

③コマンドプロンプ トより次のように入 力しま す。

ＣＤ ￥ＯＳ２ 腿

④用意しておいた 「ディスプレイドライバデ ィスク」 を、フロッピーディスクドラ

イブヘセッ トしま す。

⑤カレントディレクトリがＯＳ２であることを確認し、 コマ ンドプロンプトから次の

ように入力します。

ＣＯＰＹ ＊｡＊ ＜ドライ ブ名〉:/ Ｖ 隨

〈ドライブ名〉には手順④で 「ディスプレイドライバテ ィスタ」をセットしたドラ

イブ名を指 定します。

●インストールしたＯＳ/2をアップグレードする

作成した「ディスプレイドライバティスタ」を使用して、インストールしたＯＳ/2を

アップグレードする手順について説明します。 ＯＳ/2のインストール方法はＯＳ/2に添

付のマニュアルをご覧ください。

15 ４

本機搭載のウ ィンドウアクセラレータを使用する場合、ＯＳ/２ Ｗａrｐ Ｖ３一日本

語版またはＯＳ/２ Ｗａrｐ Ｃｏｎｎｅｃt Ｖ３一日 本語版を、 「（2 ）インストール途中

のディスプレイ設定」においてディスプレイの設定を「本体６４０×400　16 色

モ ード」にしてインストールし、その後、次の手順でウ ィンドウアクセラレー

タの設定を行ってください。

また、本機の液晶デ ィスプレイ を使用する場合（別売のＣＲＴディスプレイ 接続

時以外）は、800 ×600 ドッ ト（ＰＣ-9821 Nb1 0/5 で は640 ×480 ド ッ ト）より

高い解像度を選択しないでください。



①インストール完了後、ＯＳ/2を再起動後「ＯＳ/2ウィンドウ表示」を起動します。

②「ディスプレイドライバディスク」をフロッピーディスクドライブにセットします。

③コマンドプロンプトで次のように入力します。

Ｃ:腿

ＩＮＳＴ Ｃ: Ａ: 図

（「ディスプレイドライバティスタ」をセットしたフロッピーディスクドライブを

Ｃ、ＯＳ/2がインストールされているドライブをＡとして説明しています。お使い

のシステム構成と異なる場合は読み替えてください。）

④「ＯＳ/2 の終了」を選択し、「ディスプレイドライバディスク」をフロッピー

ディスクドライブより取り出した後、システムを再起動します。

ＯＳ/2が再起動したら、再び「ＯＳ/2ウィンドウ表示」を起動します。

⑤コマンドプロンプトより次のように入力します。

ＤＳＰＩＮＳＴＬ 図

⑥「ディスプレイドライバのインストール」ウィンドウが表示されます。

「主ディスプレイ」チェックボックスにチェックマークをつけ「了解」ボタンを

押します。

⑦ディスプレイドライバの一覧が表示されますので、お使いの機種のディスプレイ

ドライバを選択し「了解」ボタンを押します。

⑧「ソースディレクトリ」ウィンドウが表示されますので。「ディスプレイドライ

バディスク」をフロッピーディスクドライブに挿入し、ソースディレクトリをフ

ロッピーディスクドライブに変更し、「インストール」ボタンを押します。

⑨ディスプレイドライバのインストールが終了しましたら、「ＯＳ/2の終了」を選

択し、「ディスプレイドライパディスク」をフロッピーディスクドライブより取

り出した後、システムを再起動します。

ディスプレイドライバの解像度を変更する場合は、再度⑤以降の手順を行う必

要があります。

（2 ）イ ン ス ト ー ル 途 中の デ ィ スプ レ イ設 定

インストール途中で、本機が再起動すると［システム構成］ウィンドウが表示されま

す。ここで、［ディスプレイ］を選択すると、ディスプレイ一覧が表示され、使用し

たいディスプレイを選択することができます。

WIN- ＯＳ/２を利用する場合、次に示すディスプレイモードは使用しないでくだ

さい。

一本体　６４０×480　256 色モード
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（3 ）イ ン ス トー ル 後 の デ ィ ス プ レ イ設 定

［システム構成　機能の追加］オブジェクトを選択すると［システム構成］ウィンド

ウが表示されます。ここで［ディスプレイ］を選択すると、ディスプレイ一覧が表示

され、使用したいディスプレイを選択することができます。

WIN- ＯＳ/2を利用する場合、次に示すディスプレイモードは使用しないでくだ

さい。

・本体　640 ×480　256 色モード

■ ＣＤ･Ｒ Ｏ Ｍ の 設 定

ＯＳ/２ Ｗａrｐ Ｖ３一日本語版 、ＯＳ/２ Ｗａｒｐ Ｃｏｎｎｅｃt V3 一日本語版 をご利用 になる場

合、ＣＤ-ＲＯＭ ドライバの ソフ トウェア設定 は、 次の手 順で行 ってくだ さい。

インストール途中で、本機が再起動す ると ［システ ム構成］ ウィン ドウが表示 されま

す。 ここで ［ＣＤ-ＲＯＭ 装置］を選択する と、ＣＤ-ＲＯＭ 一覧が表示 され、使用した

いＣＤ-ＲＯＭ を選択す ることがで きます。

ＣＤ-ＲＯＭドライブ内蔵モデルで内蔵ＣＤ-ＲＯＭをご使用になる場合、“その他

の専用インタフェースＣＤ-ＲＯＭ”を選択してください。

■サウンドの設定

O Ｓ/２ Ｗａrｐ Ｖ３一日本語版のみに関する内容です。

PＣ-9821Na12 をお使いの場合のみ以下の作業が必要です。

その他の機種をお使いの場合は以下の作業は不要です。

本機でＯＳ/２ Ｗａｒｐ Ｖ３-日本語版をご利用にな る場合 、ＰＣＭ サウンド機能は使用で

きませ んので、組み込まない よう、以 下の手順で設定 してください。

インストール途中で再起動すると［システ ム構成］ウィンドウが表示 されます。ここ

で［マルチ メディア］を選択すると［装置選択と設定］ ウィンドウが表示され ます。

この際、［シ ステムの装置としてインストールする］ に［ＰＣ-9821X シリーズサウン

ドドライバ］があ る場合 、［＜＜除去］を選択してください。
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本章では、別売のソフトウェアを本機で利用する場合に必要となる作業について説明

します。

4 ．1 N88 一日 本語ＢＡＳＩＣ(86) の 利 用

(1) テ キ ス ト 画 面 に つ い て の ご 注 意

Ｎ
８ ８ 一

日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ(86) ＊ で テ キ ス ト 画 面 を 使 用 す る 場 合
、

Ｗ Ｉ Ｄ Ｔ Ｈ 命 令 を 使 用 し て
、

表 示 す る ＜ 桁 数 ＞ を ４ ０ 桁 に 設 定 す る こ と は で き ま せ ん
。

＊ Ｐ Ｃ-9821 Nb1 0 で は
、N88 一

日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ ＩＣ(86)( Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ 版) お よ びN88- Ｂ Ａ Ｓ ＩＣ(86) 、 Ｐ Ｃ-　　

9821Na12 で はN88
一 日

本 語 Ｂ Ａ Ｓ ＩＣ(86)( Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ 版)
、N88 一

日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ ＩＣ(86)
、N88-

Ｂ Ａ Ｓ ＩＣ　

(86) す べ て 含 み ま す
。

(2) グ ラ フ ィ ッ ク 画 面 に つ い て の 注 意

ﾀﾞﾄ¥ 四 四 皿 四 四sw 心 四 心 皿 四 四 四 四 大 皿 心 四 大 皿 四 皿 丿丿丿mm¥x 四 四 四 ・ ｗ ｗ ｍ

Ｉ

Ｐ Ｃ-9821 Nb1 0 に 関 連 し た 内 容 で す
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

ｗw･yx
〃卜 心籾βμ-m1 哩四:丿':ﾍﾞﾀ:･:‘x･:ぺ‘xws ぞ〃 竣1〃りμ四 四x･x･ﾝx 皿mlm･& 四 か 喩x〃ayw や皿4g 玖ゞ｡'i゙ ､:Iw柚 匹.w 恥:･yx･;し･:や:や:aφ:敦w 丿y:四･:aか元可x必ﾝmi 夕公ys: μ･:･:四･

Ｎ
８８ 一

日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ ＩＣ(86) ＊ で グ ラ フ ィ ッ ク 画 面 を 使 用 す る 場 合
、

Ｓ Ｃ Ｒ Ｅ Ｅ Ｎ 命 令 を 使 用 し て

、

< 画 面 モ
ー ド 〉 を

白 黒 モ ー ド ま た は 高 分 解 能 白 黒 モ ー ド に 設 定 す る こ と は で き ま せ ん
。

＊N88
一 日 本

語 Ｂ Ａ Ｓ ｌＣ(86)( Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ 版) お よ びN88- Ｂ Ａ Ｓ ｌＣ(3)

Ｎ

８８ 一

日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ(86) Ｖ ｅr6.3 の サ ウ ン ド 機 能 に つ い て の ご 注 意

f1 ｀゙ " ゛ ゛゙ '゙゙ ゛ ゛゙゙ ゛7'゙ 二゙'` ゛‾' ゜゙ ゛ ゛ ゛゛゛'" ゛゚` '` '゚‾ ‾ ‾ ゛ ゛ ‾ ‾ ゛'゙ ゛" ‾ ゛゙ ゛' ‾ ゛ ゛'“'‘゛'7°‾ ‾ ‾ ゜'゚゛ ゛゚ ゛゛9 °゚'゙゛ ……““ ‾ … … ゜゙゙ ゛ ゜゛ ゛゜゙ “゙ ゛゛'‾' ゛゛ ゛゙ ‾

§ Ｐ Ｃ-9821 Na1 2 に 関 連 し た 内 容 で す
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｜

し
＿ ＿ ＿｡ ＿_｡ ＿､｡｡｡｡｡｡｡､｡ ＿｡ ＿､｡｡｡､｡｡､ ＿ ＿ ＿｡､､｡｡ ＿--｡､｡｡ ＿ ＿ ＿｡｡｡｡｡｡｡｡I｡｡｡IoI.｡｡､ ＿ ＿ ＿､ ＿ ＿_｡｡､｡ ＿-ﾉ　

Ｎ
８ ８ 一

日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ(86) Ｖ ｅr6.3 の サ ウ ン ド 機 能 を 利 用 す る 場 合 は 次 の 手 順 が 必 要 で す
。

・ Ｂ Ａ Ｓ ＩＣ の セ ッ ト ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ( Ｓ ｅt Ｕ ｐ. ｎ ８ ８) を 利 用 し て｢ サ ウ ン ド 拡 張　　

モ
ー
ド の 設 定｣ で｢ 拡 張 Ｒ Ｏ Ｍ モ

ー
ド｣ を 選 択 し て く だ さ い

。

セ ッ ト ア ッ プ ユ ー テ ィ リ テ ィ に つ い て は
、

Ｎ
８ ８ 一

日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ(86) Ｖ ｅ ｒ6.3 の マ　　

ニ
ュ
ア ル を 参 照 し て く だ さ い

。

(4) Ｎ
ａ ８ 一

日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ(86)( Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ 版) Ｖ ｅr6.2 に つ い て の ご 注 意

N88- 日 本 語 Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ(86)( Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ 版) Ｖ ｅr ６.2 は
、
Ｗ ｉｎ ｄ ｏ ｗs 95 の[ Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ プ ロ ン　

プ ト] を 起 動 し て 利 用 す る こ と は で き ま せ ん
。
Ｗ ｉｎ ｄ ｏ ｗs 95 を 終 了 し

、

Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ モ ー　

ド を 起 動 し て ご 利 用 く だ さ い

。

ス タ ー ト メ ニ
ュ ー

か ら[ Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗs の 終 了] を ク リ ッ ク し

、[

Ｍ Ｓ- Ｄ Ｏ Ｓ モ ー ド で コ ン　

ピ
ュ ー

タ を 再 起 動 す る] を 選 択 し て く だ さ い
。
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L
ＡＮマネージャ リモードアクセスサービス
で38400bpS の通信速度を利用する

Windo ｗｓ 95では、ＭＳ ＬＡＮマネージャリモードアクセスサービスは利用で

きません。

本機では、ＭＳＬＡＮマネージヤ　2.1X（以下ＬＡＮマネージヤ）リモートアクセスサー

ビスで３８４００ｂｐＳの通信速度を利用することができます。

一本機能を利 用するにはあらかじめ、次のソフ トウェアがシステムにインス

トールされていることが必要です。

・日本語ＭＳ-ＤＯＳ ５.０Ａ以上

「1.１　ＭＳ-ＤＯＳ ６.2/5.0A をア ップ グレードする」を参照し、イン ストール

とアップグレードを行ってください。

・以下のいずれかのＬＡＮマネージヤ

・日本語ＭＳマルチペ ンダＬＡＮマネージ ヤ2. １Ａ

ＭＳ-ＤＯＳクライアントパッ ク

・日本語ＭＳマルチベン ダＬＡＮマネージ ヤ2.1A

サーバパック内のMS- ＤＯＳＬＡＮマネージャワークステーション

・日本語ＭＳマルチベン ダＬＡＮマネージ ヤ2.1C

・ＬＡＮマネージャリ モードア クセ スサ ービ ス

本 機 能 を 利 用 す る に は 、 以 下 の 手 順 で ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ル を 行 な っ て く だ さ い 。

た だ し 、 「Ｍ ｉｃｒｏsoft Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ Ｓｅｒｖｅｒ 3.51 」 ’添 付 の Ｍ Ｓ ＬＡ Ｎ マ ネ ー ジ ャ リ モ ー

ド ア ク セ ス サ ー ビ ス を 使 用 す る 場 合 、 ド ラ イ バ を イ ン ス ト ー ル す る 必 要 は あ り ま せ

ん 。

＊ ＭｉｃrｏｓoftｏＷｉｎｄｏｗｓ ＮＴｏＳｅrｖｅr Ｎｅtｗｏrk Oper ａtｉｎｇ Ｓyｓtｅｍ Ｖｅrｓion 3.51

以下の手順では次のものが必要です。準備しておいてください。

・フォーマット済み２ＨＤフロッピーディスク１枚

①内蔵ハードディスクからＭＳ-ＤＯＳを起動します。

Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1が起動している場合は終了させて、コマンドプロンプトの状態にし

ます。

②フォーマット済みの２ＨＤフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに

セットします。

③コマンドプロンプトから次のように入力して、ディレクトリを作成します。

ＭＤ ＜フロッピーディスクドライブ名〉：￥ＬＡＮＭＡＮ 腿



例：フロッピーディスクドライブがＣドライブの場合

ＭＤ Ｃ：￥ＬＡＮＭＡＮ 図

④コマンドプロンプトから次のように入力して、アップグレードディスクを作成し

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第

XCOPY 〈ドライブ名〉:¥LANMAN< フロッピーディスクドライブ名〉:¥LANMAN /S 隨　
乱

〈ドライブ名〉は、Ｗｉｎｄｏｗs 95 がインストールされてい るハードディ スクのドライ

ブ名を指定します。

例: Ｗｉｎｄｏｗs 95 がイン ストール されているのがＡドライブで、フロ ッピーディス

クドライブ がＣドライブ の場合

ＸＣＯＰＹ Ａ：￥ＬＡＮＭＡＮ Ｃ：￥ＬＡＮＭＡＮ ／Ｓ 図

⑤作成したフロ ッピー ディスクには、｢ ＬＡＮ マネージャ アップグレードディスク

(機種名)用｣ と書いたラベルを貼っておきます。(機種名)にはお使いの機種名を書

いて ください。

⑥アップグレードディスクをフロ ッピーディスクドライブにセットし、 コマンドプ

ロ ンプ トから次のよ うに入力 してカレントドライブ を変更します。

＜フ ロ ッピー デ ィスク ド ライ ブ名〉:隨

例：フロッピーディ スクドライブ がＣドライブ の場合

Ｃ:図

⑦コマンドプロンプトから次のように入力して、カレントディレクトリをＬＡＮＭＡＮ

ディレ クトリに変更します。

ＣＤ ＬＡＮＭＡＮ〔ｉｌ〕

⑧コマンドプロンプトから次のように入力して、インストールプログラムを実行しま

す。

ＩＮＳＴＲＡＳ ＜ドラ イブ 名〉:￥<ディレ ク トリ名〉図

＜ドライブ名〉、<ディレ クトリ名〉は、ＬＡＮマネ ージヤがイ ンストールされてい る

ハードデ ィスクのド ライブ名、ディレクトリ名 を指 定します。

例：Ｂドライブ のＬＡＮＭＡＮ．ＤＯＳディレクト リにＬＡＮマネージヤをインストール

している場合

ＩＮＳＴＲＡＳ Ｂ：￥ＬＡＮＭＡＮ．ＤＯＳ 隨

⑨しばらくすると、自動的にリモートアクセスサービスのセットアッププログラムが

起動します。 ここで[ 構成] を選択し、ポートとモデムの再構成 を行ってくださ

い。

なお、リモートアクセスサービスのインストール/構成方法については、下記のそれぞ

れのマニュアルをご覧ください。
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160

・ Ｌ Ａ Ｎ マ ネ ー ジ ヤ2.1A を ご 使 用 の 場 合

｢ Ｍ Ｓ Ｌ Ａ Ｎ マ ネ ー ジ ャ リ モ ー ド ア ク セ ス サ ー ビ ス 管 理 者 ガ イ ド｣　｢

Ｍ Ｓ Ｌ Ａ Ｎ マ ネ ー ジ ヤ2.1A ご 使 用 に 際 し て｣

・ ＬＡ Ｎ マ ネ ー ジ ヤ2.1C を ご 使 用 の 場 合

｢ Ｍ Ｓ Ｌ Ａ Ｎ マ ネ ー ジ ャ リ モ ー ド ア ク セ ス サ ー ビ ス 管 理 者 ガ イ ド｣　｢

Ｍ ｉｃｒｏsoft Ｗ ｉｎｄｏｗs Ｎ Ｔ Ｓｅｒｖｅｒ3.5P 本 製 品 の 内 容 に つ い て｣　

＊ Ｍｉｃrｏｓoftｏ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴｏＳｅrｖｅr Ｎｅtｗｏrｋ Ｏｐｅrａtｉｎｇ Ｓyｓtｅｍ Ｖｅrｓion 3.51

・ＰＣ-9801 -１ ０１ ＲＳ-232C （第2 ～第３回線用）拡張インターフェイスボー

ドを使用する場合は、インターフェイスボードに添付されているドライバは

インストールしないでください。

・ＰＣ-9861K または、ＰＣ-9801 -1 01 拡張インターフェイスボードを使用す

る場合は、それぞれのインターフェイスボードでサポートされている最高の

通信速度までご利用になれます。

Windo ｗｓ上でご利用の場合は、19200bp ｓより速い通信速度はご利用になれ

ません。

モデムカード ２４００（ＰＣ-9801 N-JOI ）またはＦＡＸモデムカード（ＰＣ-9801N-JO5

）を使用する場合は、次の点に注意してください。

・活線挿抜機能は使用できない。

・通信速度は、それぞれのＰＣカードでサポートされている最高通信速度ま

で使用できる。

また、ＦＡＸモデムカード（ＰＣ-9801N-JO5 ）を使用する前に、次の点に注意

し、あらかじめＦＡＸモデムカードセットのＦＡＸモデムカードメニュー

（ＭＯＤＥＭＳＥＴ.ＥＸＥ）を使用して以下の設定を行ってください。

・ＲＳ-232C 回線番号をＣＯＭ２またはＣＯＭ３に設定する。

ＦＡＸモデムカードメニューの使用方法については、ＦＡＸモデムカード添付の

『ＦＡＸモデムカードセットご使用に際して』をご覧ください。



4。３　ＰＣカードサポートソフトウェアの利用

ＭＳ-ＤＯＳまたはＷｉｎｄｏｗs3.1でＰＣカードを ご利用になる場合 は、 「ＰＣカードサポー

トソフ トウェア」をインストール する必要があ ります。

（１）ＰＣカ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ ェ ア イ ン ス ト ー ル デ ィ ス ク の 作 成

次の手順で 、あ らかじめ 「ＰＣヵ－ ドサポー トソフ トウェ アイン ストールディ スク」

（以 降 「イン ストールデ ィスク」）を 作成してくだ さい。

以下の手順では、次のものが必要です。準備しておいてください。

・２ＨＤフロッピーディスク１枚

このフロッピーディスクには、あらかじめ「インストールディスク」と書い

たラベルを貼っておいてください。

①本機の電源をＯＮにします。 「Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 を起動しています……」とい うメッ

セージが表示されますので、lf･ 81キーを押して、Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起動メニューを表

示させます。

②Ｗｉｎｄｏｗｓ 95 起 動メニ ューから、 「コマンドプロンプトのみ 」を選択します。

③コマンドプロン プトか ら次のように入力します。

ＣＤ ￥ＰＣＣＡＲＤ 図

ＣＰＣＲＤＣＦＧ ＜フロ ッピー デ ィスク ドラ イブ 名〉:隨

④画面に 表示される メッセージに したがって、 フォーマッ トしてよい２ＨＤフロッ

ピーディスク（「インストールディスク」）をフロッピーディスクドライブにセッ

トしてください。

⑤何かのキーを押すと、 フロッピーデ ィスクのフォーマットを開始します。 フォー

マットした後、「インストー ルデ ィスク」の作成が行われます。

な お 、 イ ン ス ト ー ル の 作 業 を 行 う 前 に 、 「 イ ン ス ト ー ル デ ィ ス ク 」 の

ＲＥＡＤＭＥ．ＰＣＣファイルを よくお読みください。

（２）ＰＣカ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ ェ ア の イ ン ス ト ー ル

「ＰＣカードサポート ソフトウェアマニュアル」の 「第2 章　ＰＣカードサポートソフト

ウェアのイン ストール」を参照して、ＰＣカードサポートソフト ウェ アをインストール

してくだ さい。
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付録

本機を利用するための補足情報です。

付録Ａ　本機の便利な機能

付録Ｂ　固定ディスク起動メニュー



付録Ａ 本機の便利な機能

ツール一覧

本機の［スタート］メニューから［プログラム］を選択すると、次のアイコンやフォ

ルダが表示されます。

● 表 の 見 方

＊があるものは本書で説明している機能です。

☆があるものはＦＡＸモデム内蔵モデルのみの機能です。くわしくはＦＡＸモデム内蔵モ

デル添付の「インターネットスタートガイド」を参照してください。

その他の機能についてはそれぞれのオンラインヘルプを参照してください。

ＤＯＳアプリケーション �ＤＯＳ ＡＰ ショートカットの作成＊

ＤＯＳＡＰの登録＊

ＮＥＣ ｔヽ－ ス フノレパ ツ ク �ＦＤ／ＣＤ表示＊FontAvenue

イン ストール＊FontAvenue

外字コンバータ＊FontAvenue

文字セット切り替え＊JADE Scanvakzin

Limited ＊NEC

ユースフルバックReadme

イ メージスキャナユーティリティ＊

カラーイメージーL－ ティリティ＊

テキストリーグ＊

日英辞書引き君(単文変換版)＊

日英辞書引き君ヘルプ

Tranxit �TranxitTranxit

アップグレード情報Tranxit

アンインストールTranxit

ヘルプTranxit

説明ファイルTranxit

登録

ディスク作成

アクセサリ �ＦＡＸ(注1) �ＦＡＸメッセージの要求

新しいＦＡＸメッセージの送信

送付状エディタ

�インターネットツール �インターネット

エクスプローラ3β �

インターネット

エクスプローラ3β

インターネット

セットアップ3 β

インターネット

ヘルプ3 β

１６４



アクセサリ �インターネットツール �mesh オンラインサインアップ☆

インターネットエクスプローラ

インターネットセットアップウィ

ザード＊

まず初めにご覧ください☆

英日ちょっと辞書引き君☆

�ゲーム �Hover

ソリテイア

ハーツ

フリーセル

マインスイーパ

�システムツール �システムモニター

スキヤンディスク

デフラグ

ドライブ` スペース

バツクアツプ

リソースメーター

受信トレイ修復ツール

�マルチメディア �98 プ レーヤー＊

ＣＤ プレーヤー

サウンドレコーダー

ボリュームコントロール

メデイアプレーヤー

�９８ＮＯＴＥメニューっ－ティリディ

オンライン登録

ダイアラー

ダイアルアップネットワーク（注2）

バイパーターミナル
ヒントとWindows 入門

ペイント

メモ帳

ワードパッド

外字エディタ

電卓

文字コード表

密度変換ユーティリティ＊（注3 ）

コミュニケーション �mesh オンラインサインアップ＊

ＰＣ-ＶＡＮ ナビゲータ＊

ＰＣ-ＶＡＮ ナビゲータヘルプ

オンラインサインアップ＊

スタートアップ �スケジューラfor JADE Scanvakzin ＊

英日翻訳アダプタ☆ �英日ちょっと辞書引き君☆

英日翻訳エンジン☆

英日翻訳アダプタのご紹介☆

Microsoft EχchangeMS-DOS

プロンプトThe Microsoft Network

エ クスプローラ

パソコン用語集
補足説明

注1 : ＦＡＸモデム内蔵モデルのみ、購入時に表示されます。その他のモデルの場合、Ｍｉｃrｏｓoft ＦＡＸを使う設定に

すると表示されます。

注2: 購入時には表示されません。

注3 : ＰＣ-9821 Nb1 0/5 にはありません。
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付録Ｂ　固定ディスク起動メニュー

ここでは、本機で固定ディスク起動メニューを利用する上での必要事項について説明

します。

固定ディスク起動メニュー

166

「固定ディスク起動メニュー」では、ハードディスクのどの領域（ドライブ）から、

システムを起動するかを選択することができます。

本機のご購入時には、「固定ディスク起動メニュー」は表示されずに、内蔵ハード

ディスクのＷｉｎｄｏｗs 95が起動します。

「固定ディスク起動メニュー」を表示させるには、ぽi∃i］キーを押しながら、電源を

ＯＮにしてください。

操作方法については、画面上に表示されている説明をご覧ください。
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